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			帰還した勇者の後日譚③

			月夜乃古狸

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン　小久江厚（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			ＣＯＮＴＥＮＴＳ

			　

			勇者の告白

			勇者はプレゼント？

			勇者と異国からの留学生

			Side Story　お嬢様の目論見

			勇者の教育実習

			Side Story　実習生と教師と生徒のあれこれ

			閑話　メイド長（代理）の野望

		

	
		
			勇者の告白

			　

			「わぁ～～ぁおぉ～～う!!」

			「きゃっ、うわわわぁ！」

			　大空に響く少女達の歓声と、悲鳴。

			「お～い、そんなにしがみつかなくても落ちたりしないから。少し落ち着けって」

			　落ちそうなくらい身を乗り出して下を見ている亜(あ)由(ゆ)美(み)と、俺の腰に全力でしがみついてほとんど目を開ける余裕のない茜(あかね)。そういえば亜由美は絶叫系の乗り物が好きだし、逆に茜は苦手だったっけ。

			　まぁ、まだ乗ったばかりだし、少しすれば落ち着くだろう。それまでは半ベソ気味の茜の顔と下腹部に当たる柔らかな感触を楽しもう。

			　

			　茜と亜由美に俺の能力がバレた、のはご存じの通り。

			　当然ながら２人の追及を俺が躱(かわ)すことなんてできるはずもなく、とはいえ、言葉で説明してもそうそう信じられるような話ではない。母さんにすら、話した当初は真剣に精神疾患を心配されたくらいなのだ。

			　なので、連れてきましたファンタジーな異世界。

			　まずは『転移の宝玉』で、王城の俺に宛(あて)がわれている部屋に移動したが、事情を説明する前に他の人に会わせるわけにもいかない。なので即座に王都の外へ魔法で転移する。

			　ちなみにレイリア、ティア、メルも一緒である。おまけとしてティアに抱かれた召喚獣のタマと影から出た影(かげ)狼(ろう)も。

			「ちょ、ちょっと裕(ゆう)哉(や)！　ここはいったいどこなの？」

			「…………」

			　驚かないようにと予(あらかじ)め言ってあったとはいえ、２度に亘(わた)り突然景色が変わったことに茜が慌てる。亜由美は……何か、めっちゃ目がキラキラしてるんだけど？

			「えっと、話すよりも実際に目で見てもらうほうが早いと思ってな。まず、今いるここは日本じゃない。俺達のいた世界とは別の……」

			「異世界!!」

			「……はい、そうです」

			　喰いつきすぎです亜由美さん。

			「えっと、あの、え？　いぇぇぇ?!」

			　うん、茜の反応は正常だ。亜由美はとりあえず放っておこう。

			「俺は日本の時間で数ヶ月前に突然この世界に召喚された」

			「え？　ど、どういうこと？」

			　目を白黒させて混乱する茜に、母さんにしたのと同じ説明をする。つまり、この剣と魔法の異世界に召喚されて魔王＆邪神と戦ったこと。魔法が使えるようになったこと。異世界で３年過ごして帰還したが、元の世界では時間が進んでいなかったこと。帰還してからも魔法が使えて身体能力も維持されていることなどを、非常にざっくりとだが話す。

			　茜（と、ついでに亜由美）は信じられないという表情ながら、それでも今しがた体験したことで否定もできず、ただ話を聞いていた。

			「それと、ティアとレイリアは俺達やメルとは少しばかり種族が違う。ティアはこっちで獣人種と呼ばれる種族で、本当の姿は猫のような耳と尻(しつ)尾(ぽ)がある。といってもそれ以外に違いはほとんどない。少しばかり運動能力が高いくらいだな」

			　そう言ってレイリアに目配せをすると、それを察してティアの変化の魔法を解除した。

			「きゃぁ～～！　ネコミミ来た～～!!　ふぎゃ！」

			　興奮してティアに飛びかかろうとした亜由美の頭を、とりあえず引っ叩いておく。

			　話が進まねぇよ。

			「んで、レイリアだけど、実は人じゃない。今は人に変化しているだけのドラゴンだ」

			　俺の話が終わるや、レイリアは元の黒龍の姿に戻る。

			「「………………」」

			　顎(あご)が外れんばかりに口をポカンと開けた少女２人。

			　うん、気持ちはわかる。

			「……質量保存の法則はどこいった」

			　俺に聞くな。

			　

			　というわけで、簡単な説明を終え、この世界を見せるためにみんなでレイリアの背に乗って飛び立ったというわけ。ちなみに、こっちの世界では当然ながら日本語が通じない。なので転移の前にレイリアが言語理解の魔法を２人に掛けておいた。うん、手抜きではない。

			　最初は興奮したり恐がったりした地球の少女達だが15分もすれば落ち着いてくる。レイリアもその気になれば、揺らさずに優雅な飛行ができるしな。俺１人だととんでもなく荒っぽいが。

			「どうだ？　茜、亜由美」

			「あ～、うん、なんていうか、信じるしか、ないよね。こんな光景テレビでも見たことないし」

			「兄(に)ぃが異世界召喚された。私はその妹。くふふふふ」

			　……妹が怖い。

			「でも、何かアニメとかファンタジーのお話みたいだよね。魔法だってあるし」

			「まぁ、確かにそう思うのもわかるよ。けど、こっちの世界の人も、俺も、やっぱり現実なんだよ。残酷なくらいに」

			「え？」

			　俺の呟(つぶや)くような声に、茜は何かを感じたようだったが、俺はそれ以上言葉を続けることはしなかった。

			　一通り周囲の（といっても数十キロ四方は飛んだのだが）景色を２人に楽しんでもらった後、とりあえず王都へ戻ることにした。

			　レイリアの背に乗ったまま、王城の練兵場へ着陸する。

			　騎士達もさすがに慣れたのか、俺とレイリアの姿を見ても敬礼するだけで、動揺した様子はない。

			　練兵場の出入口から中に入り、王城のさらに奥へ歩く。

			　さすがに召喚獣を連れて歩くと、特に内務卿あたりに何か言われそうなんで影狼とタマは一旦送還しておいた。

			「ゆ、裕哉？　ここってお城じゃないの？　い、良いの？　勝手に入って」

			　落ち着かない表情でキョロキョロと辺りを見回す茜に、大丈夫だと答えて先に進む。

			　歩きながら俺の隣まで移動してきたメルをチラリと横目で見た。

			　俺の視線に気づいたメルが優しく微笑む。何か、内心を見透かされているようだ。

			　この期に及んで、俺はまだ茜達にすべてを話すことを躊(ちゆう)躇(ちよ)している。今のところは茜も亜由美もアニメやラノベの物語のように異世界を捉えているだろう。けど、２人にとっては異世界でも、この世界の人達にとってはどこまでもリアルな現実世界なのだ。

			　そして俺は、俺達の世界よりもはるかに危険で非情なこの世界で、３年もの間戦ってきた。地球基準で言えば、途(と)轍(てつ)もなく血に塗(まみ)れた手をしているのだ。

			　ましてや殺人はおろか事故ですら、身近で人の死に接するのが稀(まれ)な、平和ボケと揶(や)揄(ゆ)される日本。そこで暮らす茜と亜由美に、俺は受け入れてもらえるのだろうか。

			　確かに母さんは受け入れてくれた。けど、それは間違いなく母親の深い愛情ゆえであって、たとえ、親しい友人、仲の良い兄妹であっても絶対の保証などあるわけがないのだ。

			「姫様、ユーヤ様、お帰りなさいませ」

			　行政府としての王城の先、長い渡り廊下と塀で明確に分けられた場所。その王宮と呼ばれている一際豪(ごう)奢(しや)な建物の入口で、見知った女性が出迎えてくれた。

			「あ、ども」

			「エリス、ただいま戻りました。ユーヤさんのご友人と妹君(ぎみ)をお連れしたので、部屋の用意をお願い。それと西館の居間(パーラー)にお茶を」

			「かしこまりました」

			　王族としての威厳ある態度で指示を出すメルと、恭(うやうや)しく頭を下げるエリスさん。

			　この人も真面目にやると凄く優秀な侍(じ)女(じよ)なんだよな。普段がアレすぎて違和感がハンパないけど。

			　そのままメルの先導で王宮の中に。

			　王宮は、王族が接見や執務等の公務を行う公宮と、住居等の私的な空間である私宮に分けられる。言ってみれば王城が中央官庁で公宮が国会議事堂と迎(げい)賓(ひん)館、私宮は皇居とか首相公邸みたいなイメージかもしれない。……いや、全部行ったことないからよく知らんけど。

			　私宮へは原則として、公宮内からの限られたルートでしか入ることができない構造になっているらしい。ちなみに、国内外の要人や王族の賓客が泊まる部屋は王城にも公宮にもあり、俺には公宮内にある貴(き)賓(ひん)室が宛がわれている。

			　私宮の西側の建物、といってもいくつかある建物はすべて１階部分が繋がっているんだが、その中庭に面した30畳くらいはありそうな部屋に入った俺達は、とりあえず椅子に腰を落ち着ける。

			　ほどなく、エリスさんが茶器の乗ったワゴンを押しながら来て、全員にお茶を淹(い)れて退出する。

			「まずは、アカネさん、アユミさん、ようこそアリアナス王国へ。改めて自己紹介させていただきます。私(わたくし)はメルスリア・ムルド・アリアナス、お２人の来訪を心より歓迎致します」

			　どうしたら良いのか考えが纏(まと)まらず、誤(ご)魔(ま)化(か)すように紅茶に手を出した俺をフォローしてくれたのか、メルが口火を切った。

			「に、兄ぃ、名前に国の名前が入ってるってことは、ひょっとして」

			「あ？　ああ、メルはこの国の第２王女だ。俺は会ったことがないけど、第１王女は数年前に、確かこの国と関係の深いイルヴェニア皇国に嫁いでいるとかで、王位継承権は今のところレオン殿下に次いで第２位、だったっけ？」

			「テンプレきた～!!」

			　おおぅ、やっぱそう思うよな。日本人としては。

			「？　てんぷれ、ですか？」

			「イ、イエ、ナンデモナイデス、ハイ」

			　キョトンとした顔で問い返すメルに、慌てて首を左右に振って誤魔化す亜由美。

			　茜は何やらショックを受けたように俯(うつむ)いてブツブツと言ってる。

			　少し気になった様子で首を傾(かし)げていたメルだったが、亜由美がテンプレの意味を説明する気がないことを察したのか、レイリアの背から見えたこの世界のことや王城の印象なんかを、当たり障りなく２人に聞いている。

			　そして時折、気遣わしげに俺をチラリと見る。多分、俺の躊躇(ためら)いを感じ取っているのだろう。付き合いの濃さ故(ゆえ)か、あるいは俺がわかりやすいだけかもしれない。

			　そんなメルを見て、俺は覚悟を決める。どうせ今言わなくても、いずれ２人には知られるだろう。それなら自分で話したほうが、どんな結果になろうが受け止められる。

			「亜由美、茜、２人には話しておかなきゃならないことがもうひとつある。俺は……」

			「そのお話の前に！　私からお２人にお願いがございます」

			　いざ話し出そうとした矢先、メルが強い口調で俺の言葉を遮った。

			「お願い、ですか？」

			　いつもの穏やかな微笑(ほほえ)みとは異なる、メルの真剣な表情と強い決意を滲(にじ)ませた口調に、この話がとても大切なのだと感じたらしい２人は一瞬顔を見合わせ、そして頷(うなず)いた。

			「ユーヤさんがこちらの世界で行ったすべての行動の責任は、アリアナス王国にあります。ユーヤさんは私達に強(し)いられて行ったに過ぎません。ですから、ユーヤさんが何を言われても、その咎(とが)めはどうか私達にお願い致します」

			「ちょっ、メル！」

			「ユーヤさんは、最初にこの世界に来られたときと何も変わっておられません。誰よりも優しく、温かいままです。どうかそのことは信じてください。ユーヤさんに他にとれるような選択肢はなかったのです」

			　メルの言葉に俺は慌てる。この世界で人を殺してしまった俺の苦しみをメルは知っている。それが俺の世界では禁(きん)忌(き)とされていることもだ。俺が何を話そうとしているのか察したメルは、だからこそ、その責任は俺ではなく自分達にあると茜と亜由美に思わせたかったのだろう。しかし、俺は自分のしたことを人のせいにするつもりはない。

			　きっかけはどうあれ、俺は俺の意思で力を得て、戦い、そして人を殺した。それは厳然たる事実であって、メル達に責任があることじゃないのだ。強いて言えば本質的な責任は召喚の儀を行うように神託を下し、俺をこの世界に呼び出した女神ヴァリエニスにある。

			　メル達には、俺以上にそれを避ける選択肢はなかったのだから。

			「えっと、なんとなくメルさんの言いたいことはわかった。兄ぃの話そうとしている内容も、うん」

			「え？　亜由美ちゃん今のでわかったの?!　あ、あはは、えっと、はい、よくわからないけど、メルスリアさんがそう言うなら……」

			　メルの言葉で何かに思い至ったらしい亜由美と、何だかよくわからないけど言われたとおりにしようと決めたらしい茜。この辺はラノベに親しんでいるかどうかの違いかもしれない。

			「メル、ありがとな」

			　さらに言葉を重ねようとするメルを制して、俺は話し始める。

			「メルはああ言ってくれたけど、俺がしたことは俺自身が考えて、そして決めたことだ。王国にもメルにも責任なんてない」

			「ユーヤさん、それは……」

			　慌てて割り込もうとしたメルを手で制して、俺は続ける。

			「さっきも話したけど、俺はこっちの世界で３年の間戦ってきた。そしてその結果として……人を殺した。それも大勢だ。時には世界を救うこととは直接関係のない、盗賊や襲いかかってきた連中も殺した。中には命乞いしている相手もいた」

			　俺の告白に、茜はビクッと肩を震わせる。亜由美は無言で真剣に見つめている。

			「確かに俺はこの世界に呼び寄せられた。しかしそれは、ヴァリエニスという女神の神託と力によるものだ。メルが行った召喚の儀は、召喚場所の確定と召喚後の対応を、王国がヴァリエニスから丸投げされたに過ぎない。王国は滅びを免(まぬが)れるためには神託に従い異世界の人間を呼ぶしかなかったし、俺には受け入れる以外の選択肢はほとんどなかった。

			　けどな、戦いの技術を学んで剣技や魔法、体術を身につけたのは俺の意思だし、俺が戦いで生き残ることができたのは、紛れもなくメルや騎士であるブルーノ、ウィスパーのおかげだ。もちろんレイリアは禁を破ってまで力を貸してくれたし、ティアも色々な意味で俺を助けてくれた。そして、王国はそんな俺達を必要な範囲を超えてバックアップしてくれたんだ。

			　その他にも多くの国の王族や貴族、商人、職人、ちいさな力しかないような人達までが俺に力を貸してくれた。

			　俺がもし、どうしても人を殺すのが嫌なら、さっさと自分の命を絶てば良かった。けど俺は、他人の命よりも自分の命を優先した。何としてでも生き残って、元の日本に帰りたかったからな。そうして、俺は女神に押しつけられた役割をみんなに助けられながら果たし、結果として勇者だの英雄だのともて囃(はや)されるようになった、というわけだ」

			　俺の話が終わっても、茜と亜由美はしばらく何も言葉を発しようとはしなかった。俺に幻滅したのか、それとも別の何かを考えているのか、居心地の悪い沈黙が続く。

			　数十秒か、それとも数分か、俺の体感では数時間にも思える時が過ぎ、ようやく茜が俺を見て言った。

			「裕哉は、裕哉だよね？　６月１日生まれで、恋人いない歴＝年齢で、バイク好きで、タンスの３番目の引き出しにエッチな本を隠してる、妹に頭が上がらない20歳の大学生なんだよね？　何も変わってないよね？」

			　ちょっと待て!!　なんでお前が俺の秘密の隠し場所を知ってる?!　それに亜由美に頭が上がらないって何だ！

			　ツッコみどころ満載の茜の問いに、思わず亜由美を睨(にら)みつける。深刻な話を聞いて真面目な顔をしていた亜由美は、目が合った途端にそっぽを向いてピューピュー言いはじめやがった。せめて口笛くらいちゃんと吹けや。

			「一部に激しく否定したい内容があるが、概(おおむ)ねそのまんまだよ。けど、やっぱり多少は価値観が変わった部分があるかもしれないな」

			　いかん、今は真面目な話の最中だ。気を取り直して心情を正直に話す。

			「日本に帰って、命の危険がないのがもの足らなくなったり、とりあえず斬り殺そうとか魔法ぶっ放そうとか、気に入らない世界を支配したいとか、世界中の美女を侍(はべ)らせてハーレム作りたいと思ったり」

			「するか!!」

			　真面目な顔で阿(あ)呆(ほ)なことを言い出した亜由美に、即座にツッコむ。どこの異常者だ！　戦闘中毒者(バトルジヤンキー)通り越してんだろうが、ソレ！　……最後のはちょっとソソられ……いや、なんでもない。俺は正常だ。正常な……男子大学生だな、うん。

			「日本で、っていうか、向こうの世界で人を殺すつもりは毛頭ない。こっちの世界だと敵対した相手を殺さなきゃ、自分や自分の周囲の人間が簡単に死ぬ。特に盗賊や裏社会の人間は下手に生かしておいたら、次に死ぬのは何の罪もない一般人だ。だから相応の罪を犯した人間は、生かしておかなきゃならない理由がある場合を除いて殺すしかない。

			　だからこそ必要であれば誰であっても、たとえ相手が女や老人であっても殺してきた。けどその価値観はこっちの世界だからこそ、ってくらいの分別はついている。何より、俺が戻りたかったのは家族や茜、サークルの友達や先輩後輩と、時に馬鹿やったり真面目に勉強したり、そんなごく普通の生活だからな」

			　俺の誤魔化しのない言葉に茜は少し俯いて、そしてメルに向き直り、深く頭を下げた。

			「メルスリアさん、ありがとうございました。裕哉を、裕哉の命と心を守ってくれて、私達に返してくれて、ありがとうございます」

			「あ、アカネさん、あ、あ、頭を上げてください！　私達は自分達が滅亡から逃れるためにユーヤさんを、日本で平和に暮らしてきた普通の人を一方的に呼び寄せたのです。その方が無事に帰られるようにするのは当然のことで、責められることはあっても、頭を下げられるようなことは何も！」

			　慌てて駆け寄り言いつのるメルに、茜は首を振る。

			「裕哉が、変わることなく……というか、ちょっと、いや、すごく？　カッコよくなっちゃったけど……帰ってきてくれたのは、皆さんが裕哉を利用するんじゃなく、支えてくれたから。きっとそうなんだと思います。だから、やっぱりありがとうで良いんです」

			　そう言って（途中は小声すぎてしっかりとは聞き取れなかったんだが）メルに微笑み、そして俺の側(そば)まで来て、ギュッと抱きついてきた。
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			「な?!　な、ななな、ああああ茜?!　ど、どどどど」

			「帰ってきてくれて、ありがとう裕哉」

			　茜がそう言いながら顔を押しつけると、俺の胸が温かい何かで濡れる感触がした。涙、だろう。多分……鼻水じゃないよな？

			　俺はなんともいえない、安(あん)堵(ど)にも似た思いの促(うなが)すまま茜の肩に左手を回し、右手で頭をそっと撫(な)でた。

			　しばらくそうしていると、視線を感じる。

			　見回すと、レイリアとティア、亜由美の生暖かい目、目、目。

			　メルはというと、何でしょう、その拗(す)ねたような目は。

			「あ～、茜、ちょ～っと、離れてくれるか？」

			「え？　裕……あ、あ、あああ、いや～～～!!」

			　途端に気恥ずかしくなった俺が声を掛け、ちょっと不満そうに身を離した茜は視線に気付き、真っ赤になって叫び声を上げながらテーブルの下に隠れてしまった。

			　……子供か？　いや、俺もちょっと、いや、かなり恥ずかしいけど。

			　と、それは今は置いておいて。

			　茜は今の俺を受け入れてくれたようだ。話を聞いただけで実感はないだろうから、先のことはわからないけど、今はそれだけで十分だ。

			　となると、後は亜由美だが。

			「メルさん。ひとつ聞きたいんだけど」

			　先ほどまでのニヤニヤ笑いを引っ込めて、亜由美がメルに真剣な顔を向ける。

			「はい。何なりと」

			　問われるメルも表情を改め、緊張した様子だ。

			「…………私にも魔法って使えるの？　メルさんは教えることできる？　適性とかってあるの？　生まれつきじゃないと魔法って、いや、兄ぃが使えるんだからそれはないか。あ、魔法で空を飛んだり、火とか水とか風なんかを自由に操ったりできるの？　覚えるのに時間はどれくらいかかるの？　それから……キャン！」

			　怒(ど)濤(とう)の勢いで関係ない質問を繰り出す亜由美に一瞬脱力した後、何故かアイテムボックスに入っていたスリッパで頭を引っ叩く。

			　聞きたいことってそれかよ！　しかもひとつじゃねぇし！　俺の決死の告白はどこいった。

			「だって、兄ぃは兄ぃだし。そんなことより魔法だよ？　魔法！　身内に魔法使いがいるんだから、自分も魔法が使えるようになるチャンスじゃん！　ラノベの世界を私にも！」

			「アホか！　折角今まで保ったシリアス展開はどうしてくれるんだよ！」

			「…………ソレを本気で期待する？」

			　……うん、無理か。俺が悪かった。

			「だいいち、家族に何心配してんの？　…………兄ぃは兄ぃだよ。ずっと」

			　そっぽ向きながら恥ずかしそうに呟く亜由美に、一瞬涙が出そうになる。

			「……そっか、あんがとな」

			「ポタジェのケーキ、10日分で」

			「俺の感動を返せ！」

			　ちゃっかり、地元で有名な洋菓子のご指名ときやがった。まぁ、それくらいなら買ってやるけど。ちょっと顔を赤くしている素直じゃない妹の些(さ)細(さい)な望み程度なら（値段的にはそれほど些細じゃないけど）かなえてやっても、な。

			　何だか拍子抜けした気分だが、一番の懸念が払(ふつ)拭(しよく)できたので改めて落ち着いてお茶を再開することにした。

			　茜も何とか気持ちを持ち直し、まだ顔は真っ赤っかだが、少し冷めてしまった紅茶を飲む。

			「それで、メルさん。さっきの話だけど」

			「え？　ああ、魔法ですね。確かに適性はある程度影響します。でも一般的な初級魔法なら、よほど適性が欠けていない限り覚えることはできると思いますよ」

			「ホント？　じゃ、じゃあ教えてくれるの？」

			「あ、あの、私も良いかな？」

			　ブルータ……いや、茜。お前もか。

			「はい。良いですよ。基礎的な訓練なら日本でも問題ないと思いますから、向こうに戻ったら始めましょうか」

			「「はい!!」」

			　嬉しそうに返事をする２人。

			「それならば、ユーヤ様がどのような鍛錬をしてきたか、一度お見せになってはいかがですか？」

			「うわぁ！　え、エリスさん?!」

			　背後から突然声を掛けられて驚く。

			　まったく気配を感じなかったんですけど？　レイリアも驚いた表情。ティアなんか尻尾タヌキみたいになってるし。

			「わ、我が気配に気付かぬとは、あやつ何者じゃ」

			「び、び、ビックリしましたぁ」

			「い、いったい、いつからいたんですか！」

			「入ってきたのは先ほどですが、中の様子はユーヤ様とアカネ様の熱い抱擁を含め、しっかりバッチリ見させていただきましたとも。もちろん、その姿を見てハンカチを咥(くわ)えながら嫉(しつ)妬(と)に悶(もだ)える姫様のことも、見守らせていただいておりましたよ」

			「だ、誰が嫉妬に悶えていたんですか、誰が！」

			　赤い顔で抗議するメルと、何を言っているのかわからないといった様子で首を傾げるエリスさん。いや、もういいです。

			　戸惑う茜と亜由美にエリスさんを紹介する。

			「えっと、エリスさん？　さっき言ってた、裕哉がしていた鍛錬って」

			「はい。ユーヤ様は最初にこの国に召喚されてから、わずか１年で宮廷魔術師を超える魔力量と魔法技能、そして筆頭騎士を超える戦闘技能を身につけられました。勿論、我が国の魔術師も騎士も鍛錬を怠ったことはございません。

			　ユーヤ様に相応の才があったことは間違いありませんが、それだけでなく、誰よりも厳しい鍛錬を課しておられたからこそ、そのような短い期間でそれだけの力を得られたのです。ですので、お二方も同じような鍛錬をなされれば、同等の力を身につけることができるのは自明。

			　ちょうど先ほど王城に、帝国との戦いにおいて獅(し)子(し)奮(ふん)迅(じん)の活躍をされたという冒険者パーティが来られました。その方々にお相手をお願いして、一度ユーヤ様の鍛錬のご様子を見られてはいかがでしょうか」

			　い、いや、アレは自分でも結構無茶をやってた自覚があるから、女の子に見せるもんじゃないよ？

			「見たい！」

			「ん。兄ぃ以上に頑張らないと兄ぃに勝てないから。目指せ兄ぃのアフロヘア」

			　亜由美はいったい俺に何をしようとしてるんだ？　ってか、あんなの見せたら、折角うまく収まった俺の告白がまたややこしいことに。

			「裕哉。裕哉がどれくらい頑張ってきたのか知りたい。ダメ？」

			「兄ぃのケチ。そんなに私に負けるのが怖いのか」

			　茜にそんな上目遣いで言われると、もの凄く拒否しづらい。あと、亜由美は調子に乗んな。

			　結局、メルの口添えもあって、ちょっとばかし抑え気味で見せようということになった。エリスさんは間違いなく楽しんでるが。

			　

			「よう！　勇者殿。こっちに来てたんだな」

			　王城の練兵場まで戻ってきた俺達にそう声を掛けてきたのは、帝国との戦いで面識ができたＡランクのパーティ『ミノタウロスの牙(きば)』の面々だった。まぁ、エリスさんの話で予想はしてたけどな。

			「久しぶり、でもないか。そっちは何でまた王城に？」

			「ああ、帝国の降伏があって、当面他国との戦争は起きそうにないだろ？　となると騎士団が今後戦う相手は盗賊と魔物だ。基本的に騎士団は対人戦が専門だから、盗賊はともかく魔物相手の戦闘ノウハウは乏しいってことで、俺達冒険者の一部が訓練に参加することになったんだ。報酬はそれなりだけど、俺達にとっても騎士団とツテができるのは悪くないからな」

			　なるほど。国は戦争が終わったからといって、簡単に騎士や兵士を減らすなんてできないし、かといって遊ばせるほど余裕もないからな。邪神の影響で魔物はまだまだ多いままだし。

			　俺はミノタウロスの牙に、茜と亜由美を紹介する。レイリアとティアはすでに前の戦いで会ってるので必要ない。

			　リーダーで大剣使いのエレクト・コック(起つきしちやつた息子)、槍使いのブルー・フィルム(ＡＶ)、盾役のビニ・ボーン(エロ本)、魔術師のエロゥ・ゲマニア(エロゲー好き)の４人だ。実績がある高レベル・高ランクのガチムチおっさんパーティだ。

			「何か、紹介の仕方に悪意を感じるんだが」

			　気のせいだ。

			「で？　勇者殿が練兵場に来たってことは鍛錬か？」

			「まぁそういうことだ。２人が、俺がやってた訓練を見てみたいらしくてな。といってもあんまり再現すると泣かれそうなんで、適当に済ませるつもりだけどさ。というわけで、ちょっと相手してもらって良いか？」

			　俺がそう言うと、エレの顔がちょっと引き攣(つ)る。そして「ちょっと相談させてくれ」と、他の３人と隅っこでボソボソと言い合ってる。

			「どうする？」

			「一応、適当に済ませるとか言ってるが」

			「でもよ、勇者と手合わせなんてそうそうできないぜ」

			「け、けど、俺達に相手なんてできんのかよ。奴は化け物だぞ」

			　随分と酷い言い様だな。適当にって言ってんじゃん。本気でやんないってば。

			　しばらくそんな内緒話を経て、緊張した顔で了承したミノタウロスの牙(18禁カルテツト)。

			　メルが茜達を観覧席に連れて行き、俺達は練兵場の中央付近に移動する。

			　俺の手には刃引きした長剣。エレ達は普段使っている武器をそのまま手にしている。しかも１対４。傍(はた)から見たら不公平この上ないが、戦力としてはこのくらいじゃないと練習になりそうもない。最近鈍(なま)ってるから、ある意味ちょうど良い機会だし。

			「ルールは、そっちは禁じ手なし。俺の方は、即死級の攻撃と魔法の範囲攻撃、あと治癒魔法が通じない攻撃はしないってことで。別に侮(あなど)ってるわけじゃないけど、不満なら同じ条件でも良い」

			「「「「異議無し!!」」」」

			　さすがに馬鹿にするなって怒るかと思ったら、喰い気味に言われた。いったい俺はどんなイメージを持たれてるんだろうか。ちょっと不安だ。

			　

			　

			　Side　茜

			　私達の50メートルほど離れた場所、学校のグラウンドのようなところで、裕哉と冒険者とかいう身体が大きくて強そうな男性４人が向き合っている。

			　裕哉はローマ時代の映画で使われそうなシンプルな剣を、男の人達は私の身長くらいある剣とか巨大な槍とか鉞(まさかり)みたいなのを手に持っていた。

			　武器だけ見ても裕哉は圧倒的不利に見える。それに服装も、裕哉はＴシャツにデニムなのに相手は甲(かつ)冑(ちゆう)のようなものを身につけている。

			「め、メルスリアさん、裕哉は大丈夫なんですか？」

			　どっからどう見ても、一方的に裕哉が襲われる図としか思えない。

			「大丈夫ですよ。ユーヤさんも本気ではやらないでしょうし」

			　そうじゃないです。逆です逆！

			「アカネさん、心配いらないですよ。ユーヤさんは強いですから」

			「うむ。むしろ相手の心配をせねばならぬな」

			　ティアちゃんとレイリアさんまでそんなことを言い始めたが、私だけじゃなく亜由美ちゃんも顔を青くしている。当たり前だ。

			　そんな私達の心配をよそに、唐突に訓練？　模擬戦？　が始まった。

			　４人組の１人（確かエロさんって言ってた）の手から突然バレーボールくらいの火の玉が飛び出して裕哉に向かっていく。同時に別の、槍状の武器を持った人、えっと、ブルさんが裕哉に向かって走り出した。

			　対して裕哉はその場から動かず、持っていた剣で飛んできた火の玉を斬る。すると火の玉が爆発したかのようにその場で大きな火柱になって裕哉を包み込んだ。

			「!!　ゆ……」

			　叫び声を上げそうになる。

			　ブルさんが上段から、炎に包まれた裕哉に槍を振り下ろそうとした瞬間、火の中から裕哉が飛び出してブルさんの腕を掴(つか)んで片手で炎の中に投げ飛ばした。

			「え？　な、えぇ？」

			　裕哉はなんてことのない顔。遠いからはっきりとは見えないけど、Ｔシャツも髪も焼けたような跡はない。どうなってるの？

			　えっと、エロさんが魔法…で火の玉を出したんだよね？　でも裕哉は平気そうで、エロさんもそれほどショックを受けた感じには見えない。それに、同じく火の中に投げ込まれたブルさんも、ちょっと髪が焦げたっぽいけど割と平気そう。

			　裕哉がゆっくりとエレさん達のほうに歩き出す。

			　エロさんが右手を少し上に上げると、今度は炎の槍が現れた。それも、えっと、５本！　振り下ろす手に連動して、その５本の槍が裕哉に向かって放たれる。すると裕哉の周囲に透明な、水？　の槍が同じ数現れて飛んできた炎の槍にぶつかる。

			　バシュッ！

			　火が消えるような、水が蒸発する音と共に、飛び交った槍が全部消滅した。そして次の瞬間、裕哉の姿が消える。

			　バギンッ!!

			　エレさんが横薙(な)ぎに巨大な剣を振り、重機で杭を打ち込んだときのような轟(ごう)音(おん)が響く。そこにいたのは、自分の剣で大剣を受け止めた裕哉だった。

			　さらにビニさんが鉞を振り下ろす。その瞬間、車が衝突したような音がしてエレさんとビニさんが吹き飛ばされた。２人とも５メートルくらい先に落下して地面を転がる。

			　そこに裕哉の手から氷の塊(かたまり)が猛スピードで飛んでいくが、素早く起き上がった２人は手に持ったままの武器でたたき落とす。代わりとばかりに、エロさんから再度火の玉が裕哉に。

			　……な、なにコレ。

			　目の前で繰り広げられる光景に、私も亜由美ちゃんも口をポカンと開けたまま呆然とする。

			　火の玉や水の槍が飛び交ったかと思えば、地面から突然鍾(しよう)乳(にゆう)石(せき)のような突起が生えたり、突風が渦を巻いて襲いかかったりしている。そして、そんなことはお構いなしとばかりに剣や槍が交差して、男達が宙を舞う。

			　とても人間が出せるとは思えない轟音が、離れたところにいる私達の周囲の空気までビリビリと震わせていた。

			　正直言って動きはほとんど見えない。瞬間移動のように姿が消えたり現れたりしているし、武器だっていつ振り回したのかまったくわからない。ただ、ぶつかりあう音や男達が吹き飛ぶことで、武器を振っているんだろうと察せるだけ。

			　時折、というか頻(ひん)繁(ぱん)に、叫び声やら悲鳴やらが響いてるし、エレさんの手なんか片方ブラブラしてる。もしかして折れてる？　エロさんの顔は元の形がわからないくらい変形してるし、ブルさんは頭から血を流してる。ビニさん？　地面に転がったまま動きません。

			「ふむ。なかなか頑張るのぅ。主殿はまだ余裕はありそうじゃが、何度か攻撃が身体を掠(かす)めておる」

			「そうですね。私１人だったら、あの４人を相手にできそうにないです。凄いです」

			「レイリアさんもティアさんも、そういうことじゃなくて。あの、兄ぃはいつもこんな訓練してたの？」

			　亜由美ちゃんが真っ青な顔で聞く。私も同じ気持ちだ。

			「そうですね。最初の頃は騎士相手に逆の立場でしたが。早朝からお昼頃まで、ボロボロになるまで鍛錬していました。怪我は、常に控えていた治癒魔術師が治して、また鍛錬。

			　当初は騎士達も何の力も持っていないユーヤさんを侮っていましたが、数日も経つとあまりに過酷な鍛錬を自らに課す姿に、尊敬の念を抱くようになったほどです。午後は夕方まで、ひたすら魔法の訓練をしていましたね」

			「魔力を使い果たすと魔力量が増えるのですが、魔力の枯(こ)渇(かつ)は頭痛や倦(けん)怠(たい)感、吐き気などを伴いますし、酷い場合は意識を失います。ですが、ユーヤ様は日常的に何度も意識を失うまでやってましたね。そして鍛錬後には、この世界の知識と魔法理論、戦術などの勉強を夜遅くまでしていました。

			　たった１年の期間ではありましたが、その密度は普通の人の数年、いえ、10年分にも匹敵するのではないでしょうか。とにかく常に側に治癒魔術師が控えていなければならない状態で、それも日に数人がローテーションを組んでいましたから」

			「王城を出てからも相当な無茶をしておったようじゃからの、主殿は」

			　メルスリアさんとエリスさん、レイリアさんの言葉に、私達は何も言えなかった。

			　亜由美ちゃんほどではないけど、私も少しはファンタジー物のライトノベルは読んだことがある。だから、裕哉が勇者としてこの世界に召喚されたと聞いても、召喚ボーナス、チートみたいな考えがあった。

			　先ほど裕哉が人を殺したと聞いた時も、その辛そうな、悲しそうな表情から、それは現実にあったことで、裕哉が凄い努力の末に日本に戻ってきてくれたことはわかった。わかったつもりだった。

			　でもまさか、こんな、いつ死んでもおかしくない訓練を毎日してたなんて、思ってもみなかった。話を聞いて理解した気になっていた自分が恥ずかしい。

			　そして、そんな辛い思いを３年もの間してきた裕哉の側に私がいられなかったことが辛くて、共に過ごしていたメルスリアさんやティアちゃん、レイリアさんに対して猛烈な嫉妬心が湧き上がってくる。そんな資格は私にはないのに。

			「あ！」

			　亜由美ちゃんの声で私は裕哉に視線を戻す。

			　どうやら訓練は終わったようだ。エレさん達は全員倒れるか、膝(ひざ)をついて肩で息をしている。

			　そんな彼らに白いローブを着た魔術師風の人が数人駆け寄って、手をかざしている。多分、あれが治癒魔法なんだろう。

			　しばらくして立ち上がったエレさん達４人に裕哉が何かを話しかけ、１人１人と握手してから裕哉は私達のいる観覧席に歩いてきた。

			　

			　

			　Side　裕哉

			　ミノタウロスの牙の４人との模擬戦を終えて、茜達のいる観覧席に歩いて行く。

			　かなり抑え気味の模擬戦だったが、それなりに厳しい訓練なのは見て取れたと思う。思った以上に４人の実力は高かったし連携も良かった。さすがはＡランクパーティだけのことはある。俺も久しぶりに身体を動かすことができたので気分が良い。

			　まぁ、たまには全力を出したい気持ちもあるけど、相手になってくれそうなのがレイリアだけだしな。周囲に何もない場所じゃないと被害が恐いし。

			「どうだった？　こんな感じの訓練を毎日してたんだけど」

			「「…………」」

			　茜と亜由美が放心してた。あれ？

			「アカネさんとアユミさんは、訓練の様子に驚いてしまったみたいですね」

			　アレでもダメなのか。まぁ、普段武器を持った人間の模擬戦なんか見る機会がないし、しょうがないのか？

			「え、あ?!　ゆ、裕哉！　け、怪我は?!」

			　しばらくぼんやりと俺を見ていた茜の目の焦点がようやく合ったらしく、慌てて聞いてきた。

			　掴みかからんばかりに駆け寄ってきて、俺の身体をあちこち触る。

			　えっと、あの、ちょ、あんまり胸とか足とかナデナデしないでください。起きちゃいけないものが元気いっぱいになっちゃいます。

			　亜由美も我に返って、しきりに大丈夫か聞いてきたので安心させるように笑いながら、頭を撫でておく。いつもこんなにしおらしければ可愛いんだけどなぁ。

			　

			　２人が落ち着くのを待ってから別の部屋に移動して、改めてお茶を淹れてもらう。

			「で？　どうだった？　魔法の訓練は別のやり方だけど、そっちも結構キツいぞ。それでも良けりゃ訓練の仕方教えるけど」

			「「無理!!」」

			　即答ですか。まぁ、予想通りだけど。

			「普通の者には無理じゃろう。まぁ魔力を高める方法は他にもあるし、寿命を延ばすのもできぬこともない。どのみち日本では魔法なぞ、そうそう使えぬのであろう？　ならばゆっくりと覚えればよかろう」

			「そうなんですか？　え？　寿命？　って、どういう」

			　レイリアのフォローに茜が喰いつく。亜由美も興味津々の表情だ。

			「そういえば言っておらなんだな。魔力はな、高めれば高めるほど肉体を活性化させる故、寿命、というか、若い状態が長く続くのじゃ。主殿は人族の中では相当高い魔力を持っておる。なので普通の人の何倍もの寿命を得ておるし、メルスリアも主殿ほどではないが、それでも２００年近くは若いままじゃ。ティアでもそれなりの魔力を持っておる。我に至ってはそもそも寿命の概念がない」

			「と、ととと、いうことは」

			「魔法を覚えれば」

			「「ずっと若いままでいられるってこと?!」」

			　２人とも、特に亜由美はまだまだそんな心配をするような歳じゃないだろうに、やっぱり女の人にとっては重要なんだろうな。今までで一番の喰いつきっぷりだ。俺の告白の余韻は欠片(かけら)もない。……ちょっと切ない。

			「そういえば、お伝えし忘れておりましたが、ユーヤ様のお屋敷の準備と使用人の選定が終わっております。すでに一部の者は屋敷にて業務を始めておりますが、ユーヤ様はいつ頃居所を移されますか？」

			　は？　えっと、どゆこと？

			　突然のエリスさんの言葉に戸惑う。

			「転移の宝玉をヴァリエニス様より賜(たまわ)ったことで、この国と異世界の往来ができるようになり、王都に生活の拠点を設けるとお聞きしました。それで王妃陛下より、ユーヤ様が住まわれるのに最低限恥ずかしくない家を用意するよう命じられたのです。

			　丁度、貴族の邸宅が集まり王城にもほど近いエリアに、不正により没収となった元侯爵家の邸宅がございましたので、そちらを使用することとなりました。内装は悪趣味な成金丸出しで下品なものだったため、私の指示ですべて変更してあります」

			　ちょ、ちょっと待とうか。

			　確かに以前、転移の宝玉をもらったことを国王陛下に報告して、王都内にどこか住むところを探すような話をした覚えがある。うん、間違いない。

			　けど、それは王都のどこか適当な場所で、売りに出てるような小さな家を探すって話であって、別に国に用意してもらうつもりはまったくなかったんだけど？

			　俺がそう言うと、メルは困ったような顔でそれを窘(たしな)める。

			「ユーヤさんはこの国のみならず、この世界にとって比類ない功績を挙げているんですよ。そんな人が、たとえ多少は治安の良いエリアであっても、誰でも近づけるような場所に住めば不要なトラブルを招くことになります。それに王国にとってもユーヤさんに屋敷ひとつ与えないなど醜聞でしかありません。

			　更に加えるなら、今後ユーヤさんを利用しようと考えるような輩(やから)が出ないとも限りません。特に帝国がこのまま大人しくしているかわからないのです。そうなれば、ユーヤさんの家の周囲に住む一般国民に被害が及ぶ可能性もあります」

			「うっ！」

			　そこまで言われると受けざるを得ないか。

			　いや、それにしても、侯爵家といえば貴族の中でも王家の係(けい)累(るい)である公爵を除けば最高位にあたる。そんな家の邸宅となれば、かなりの大きさになるんじゃないだろうか。

			「元々領地貴族で本宅は所領にありましたから、王都の屋敷はそれほどでもありません。部屋数も精々60ほどです。勿論、敷地内に使用人用の建物が複数、計２００部屋ほどありますが、侯爵家の邸宅としては慎ましいですね」

			「いやいやいやいや、それ小さくないですよね？　領地もなけりゃ官職にも就いてない独身男の家としては、明らかにでかすぎますから！」

			　しかも貴族の邸宅ってひとつの部屋が20畳くらいの広さじゃなかったか？

			「それは当然踏まえて、使用人は１００名程度に抑えました。先ほど申し上げたとおりすでに人員は決定しております。勇者様のお屋敷で働けるとあって希望者が殺到しましたので、人選に大変苦労しました。その甲斐あって、貴族の紐付きや本人の思想、親類縁者に不審なところのある者は、ほぼ排除できたかと思います。

			　あっ！　勿論、使用人は各部門の責任者以外はすべて、容姿の良い10代前半から20代半(なか)ばまでの女性ですのでご安心ください！　胸の大きさも各種取りそろえてございますよ」

			　そんなこと聞いてねぇ！　いや、前半はともかく、後半はいらないから!!　しかも10代前半ってロリじゃねぇか！

			「兄ぃがお貴族様……ップッ！」

			「容姿の良い女の人ばかり……」

			　吹き出す妹、睨む茜。

			「はて？　ヴァリエニス様の神託により、ユーヤ様にはこちらの世界で数十人の御子様を生(な)していただくとのお話では？　で、あれば、少なくとも同数程度の妻や妾(めかけ)が必要かと思うのですが。さすがに姫様とティアさんだけでそれだけの御子を孕(はら)むのは現実的ではございませんし、わたくしも３人くらいまでしか自信がありませんので。アカネ様の御子は向こうの世界でお育てになるでしょうし」

			　な?!　ちょ、なんでエリスさんがそのことを。

			「ユーヤ様が転移の宝玉を賜った数日後に、神殿長へヴァリエニス様の神託がございましたので」

			　あ、あのクソ女神。ロクなことしやがらねぇ。

			　唖(あ)然(ぜん)としていたら、何やら部屋の気温が急激に低くなった気がした。

			　恐る恐る、振り向く。

			　顔を真っ赤に染めながら俺をチラチラと見ているメル。

			　何かを期待するように耳をピクピクさせているティア。

			　何故か偉そうに胸を反らせるレイリア。

			　……は、ともかく。

			　茜と亜由美の視線が怖ぇ！

			　………………。

			「すぅ～、!!」

			　俺は大きく息を吐いて、開いていた窓から飛び出した。

			　下までは10メートル以上あるが構うものか。

			「あっ！　兄ぃ逃げた!!」

			「ちょ、裕哉待ちなさい！　説明しなさい!!」

			　やだよ！　怖いもん！

		

	
		
			勇者はプレゼント？

			　

			「んじゃ、茜の誕生日を祝って、かんぱ～い！」

			『はっぴぃばぁすでい！』

			『ハッピーバースディ！』

			「あ、ありがとう」

			　俺の音頭でグラスが合わされ、ハッピーバースディと唱和する。異世界組の発音が微妙だが、まぁ馴(な)染(じ)みのない言葉だからしょうがない。

			　言われた茜は少し気恥ずかしそうに頭を下げた。

			　というわけで、この通り、今日、というか本当は先週だったのだが、茜が誕生日を迎えた。え？　時間の進み方に違和感がある？　細かいことは気にすんな。

			　誕生日当日は家族で祝ったらしい。なんでも、親父さんが『絶対にこの日は家族で祝うんだ！』と譲らなかったんだと。まぁ、20歳のある意味特別な日だから、気持ちはわかるのでしょうがない。

			　その後の数日は俺や茜がバイトを外せなかったりして、今日になってしまったのだ。

			　場所は繁華街にある居酒屋。参加者は俺と奈(な)々(な)ちゃん、斎(さい)藤(とう)、イベントサークルの事件の時に登場した同級生の水(みな)上(かみ)、異世界組のレイリア、ティア、メルの総勢８人である。

			　元々は俺と茜、異世界組だけでするつもりだったのだが、茜が奈々ちゃんと水上を呼びたいと言ってたので、ついでに斎藤を巻き込んだ。だって、なぁ、奈々ちゃん来るし。それにどちらかというとこっちの方が重要なんだが、斎藤でも呼ばないと女性陣の中に男が俺１人になってしまう。居心地悪いわ！

			　というわけで、このメンバー全員と面識のある斎藤をチョイスして声を掛けた。コイツもこれでなかなか忙しいみたいだが、奈々ちゃんが来ることを仄(ほのめ)めかしたら、スケジュールを調整して来ると返事が。……チッ！　上手くいくといいなぁ、こんちくしょう！

			　水上とはあの事件以来だが、茜に聞いたところによると特に精神的なショックはないようで、宍(しし)戸(ど)とも相変わらず上手くいっているそうだ。

			　とまぁ、サークルメンバー御用達のお店を予約して、個室でお祝いと相成ったというわけ。色気もクソもない居酒屋だけど、値段も安いし結構美味い。

			　亜由美も来たがっていたんだが、さすがに夜遅くまで居酒屋での会に中学生を参加させるわけにはいかないからな。今回はお留守番だ。

			　早速、各々が用意したプレゼントを茜に渡す。

			　まずは一番仲の良い奈々ちゃんと水上が、次いで斎藤が包装紙に包まれた何か柔らかそうな服っぽいものを渡しながら、茜に小声で何やら囁(ささや)く。途端に茜が頬を染めて、渡された物で斎藤の頭を引っ叩いた。……なに言ったんだ、アイツ。

			　と、とりあえず気にはなるが置いておこう。

			　その後はレイリアが魔力を高める効果のある秘薬を、メルが初級の魔法書をそれぞれ渡す。一応事前に相談は受けたし、包装紙に包まれているから問題ないんだが、なんて物プレゼントしてるんだか。念のため家に帰ってから開けるように言っておく。

			　ティアは無難に、こっちで買った生活用品らしい。茜が気を使わないようにだと。良くできた娘だ。他の女性達も、この心遣いを見習って欲しい。特に亜由美とレイリアに。

			　んで、俺の番。

			　合宿の時にちょっと早い誕生日プレゼントってすでに渡してあるけど、こういう場でそんなことを言うのはあまりに無粋だ。

			　だから、改めて準備したプレゼントを差し出す。

			「えっと、なんか恥ずかしいな。っと、誕生日おめでとう。二番煎じで悪いが、俺の手作り品だ」

			「あ、ありがとう。裕哉、開けても良い？」

			　俺が頷くと、嬉しそうに茜が包装を解く。

			　中から出てきたのは相変わらずのアクセサリーだ。薔(ば)薇(ら)をモチーフにいくつかのルビー、に見える魔石を使い、派手すぎず、それなりに高価そうに見えるネックレスと、同系統のデザインの指輪。どちらもプラチナの土台にびっしりとミスリルで魔法陣を刻んだ、渾(こん)身(しん)の魔法具である。

			　効果は、まぁ良いじゃないか。レイリアとメルには『やり過ぎ』と言われたけどな。

			「ひゅ～！　ちょっと、凄いプレゼントじゃない！」

			「茜ちゃん、良かったねぇ」

			　冷やかす水上と、純粋に祝福する奈々ちゃんに茜が顔を真っ赤にして俯く。それでも、おずおずと身につけていたネックレスと今渡した物を交換する。って、それも俺がやったやつだし。そして指輪を、左手の薬指にはめようとして、思い直したのか中指にはめた。

			　…………今の動作にどんな意味があったんでしょうか。

			「それにしても柏(かしわ)木(ぎ)にこんな特技があったなんてねぇ。売り物になりそうなくらいじゃない」

			「いや、実際にネットで売ってるぞ。これは一点ものだけど」

			「あ、うん。私も持ってる。凄いよね」

			　え？　あれ？　奈々ちゃんに売ったことあったっけ？　発送は俺がやってるが、見た覚えがないぞ？

			　俺の疑問の表情に気がついたのか、奈々ちゃんが〝しまった〟って顔でチラリと斎藤を見た。見た？　ん？　斎藤のほうを見るとサッと目を逸(そ)らされた。よく見ると顔赤いし。

			　そういえば夏のイベントの後、斎藤に頼まれてネックレスと、同じデザインの髪留めを渡したっけ。……頭からビール掛けていいかな？　いいよな？

			　

			　そんなこんなで宴もたけなわ、を過ぎて、今や混(こん)沌(とん)としてきております。

			　斎藤の誕生日は10月、奈々ちゃんは12月とか聞いたことがあるような気がしないでもない。となるとまだ２人とも未成年のはずなんだが、居酒屋でしこたま飲んで酔っぱらってるのだから、多分記憶違いだろう。うん。

			　といってもレイリアとメルは結構な酒豪なので、柔(にこ)やかに肴(さかな)をつまみながらお酒を楽しんでいる。２人とも元々異世界で普通にお酒を飲んでたし、こっちの世界のほうが種類が豊富だから色々試しながら飲めて楽しいらしい。

			　ティアは機嫌良くジュースを飲みながら、ひたすら料理に舌(した)鼓(つづみ)を打っている。

			　異世界組は実に手が掛からなくてよろしい。

			　問題は他の面(めん)子(つ)である。

			「っていうか、私も怪しいなとは思ったのよ。でも健(けん)二(じ)がいるっていうし心配だったからさぁ。でも！　行ったら先輩達しかいないし、いきなり捕まって、もうダメだって思ったら健二が来てくれたのよぉ！」

			　水上はもう３回目になるのだが、いかに宍戸がカッコよく自分を助けてくれたか惚気(のろけ)まくっていた。話がループするたびに、宍戸の行動が美化されていく。そのうち変身ヒーローになるな。しかもほとんど誰も聞いていない。

			「すぅすぅ」

			　奈々ちゃんは斎藤の肩にもたれ掛かって寝ている。フリだな。時々うっすらと片目を開けて、真っ赤な顔で自分をチラチラ見ている斎藤を確認して、ほんの少し唇が上がってるし。意外と黒いのかもしれない。

			　そして肝心の茜はというと、

			　ダンッ！

			「おかわり！」

			　ジョッキをテーブルに叩き付けるように置いて、俺に生ビールのおかわりを要求している。

			「お、おい、茜？　ちょ～っと飲み過ぎじゃね？」

			　これでもう６杯、いや７杯か？

			　２杯目を飲み終えたくらいから口数が少なくなり、目が座ってきた。飲むだけじゃなくて、ちゃんと料理も食べてはいる。けど、主にキムチと焼き鳥である。

			「何？　ダメなわけ？」

			「いや、ダメじゃないけど、今まで酒なんてほとんど飲んだことないんだろ？　なのにそんなに一気に飲んだら……」

			　ダンッ！

			「ダメなわけ？」

			「すいませ～ん！　中ジョッキ追加で！」

			　怖いよ。マジで目が怖い。勝てない勝負はしないのが吉だ。うん。

			　そもそも素面(しらふ)の人間は酔っぱらいには勝てないと、相場が決まってる。

			　なんだかんだで何故かこの会は、俺が幹事みたいなポジションになっていたらしい。料理の注文を聞いて、飲み物のオーダーを通し、斎藤をチクチクと弄(いじ)ってたら自分が飲むどころじゃなくなってしまった。

			　そうしているうちに他のメンバーが酔っぱらってしまい、今度は酔うわけにいかなくなり今に至る。

			「生中おまたせしました～」

			　若い、というか、多分俺と同じくらいの歳の女の子が、元気な声でジョッキを差し出す。それを受け取りお礼を言うと、ちょっと恥ずかしそうに「い、いえ、またご注文あったら言ってください」と笑ってくれた。ちょっと可愛い。人気ありそうな娘だな。

			　ほっこりしてジョッキを持ったまま振り返ると……い、いや、見間違い、だよな。

			「ん！」

			　茜が満面の笑顔でジョッキに手を伸ばす。

			　俺から受け取り、一気に半分ほどを喉(のど)に流し込むと大きく息を吐いた。

			「裕哉さぁ、最近モテるよねぇ。レイリアさんもティアちゃんもメルさんも、み～んな裕哉のこと好きみたいだし」

			　いかん、笑顔で絡みだした。

			「そ、それは、だな」

			「わかってるの!!」

			　ダンッ！

			　こ、怖ひ。

			「裕哉がとっても苦しいときに支えてくれた大事な仲間だってことは、わかってるの！」

			「お、おう」

			「な・ん・で！　そこに私がいないのよ!!」

			　いや、そんなことを言われても。

			　茜は残りのビールを飲み干すと、空のジョッキを俺に突き出す。

			「おかわり！　今度は男の人に持ってきてもらって！」

			　んな無茶な。

			　救いを求めるように個室を見回すと、興味津々な目が俺と茜に集まっていた。さっきまで寝たふりしていた奈々ちゃんまで……。

			　誰か助けろよ！

			「ふむ。さて、サイトーよ。我はパフェが食いたくなった。どこか今からでも食べられる店はあるか？」

			「あ、それなら私が知ってるよ！　ここからだと10分くらい歩くけど、お酒もスイーツもある洋風居酒屋」

			「おう、そうか。そなたはヨーコといったな。茜は酔っておるようじゃし、我等だけでパフェを肴に飲み直しといかぬか？」

			「サンセー！」

			「あ、レイリアさん、私もパフェ食べたいです」

			「そうですね。私(わたくし)もご一緒します」

			「そ、それじゃあ私も、あの、洋(よう)介(すけ)君も、どう？」

			「う、うん、そうだね。ここは柏木君に任せて、僕も」

			　こ、コイツら俺を見捨てる気か。

			「あ、そうそう、茜の親御さんには、奈々と私の家に泊まるって連絡しておくから！」

			　そんな気遣いはいらねぇよ！　茜も連れて行ってやってくれよ！

			「ではな、主殿、後は任せたぞ」

			「ちょ、ちょっと待てオマエら」

			「裕哉！　私の話聞いてんの?!」

			「いや、茜、だからな……」

			「じゃね～」

			「裏切り者～～!!」

			　……信じらんねぇ。マジで行っちまいやがった。

			　しばし呆然とする。

			　チラリと茜を見ると、皿に残っていた料理を摘(つま)みながら、ほとんど手付かずで誰かが残していったビールを手にしている。どうすんだよ、これ……。

			　半ば諦(あきら)めの境地に到らざるを得なかった俺は、それからさらに小一時間ほど茜に付き合うことになった。店員さんの協力で、ビールの追加はノンアルコールのものをジョッキに淹れてもらったから、それ以上酔いが酷くなることはなかったが、茜の意外な酒癖の悪さに閉口した。

			　そして、さすがにそろそろ終わりだろうと思った頃、おもむろに茜が立ち上がる。

			「お店出るわよ」

			「お、おう。会計お願いします」

			　…………そういえば誰からも金もらってねぇぞ？　マジか。

			　慌ててアイテムボックスから現金を取り出し財布に入れて、無事に会計は終わらせた。

			　茜と店を出る。

			　多少ふらついてはいるものの、自分の足で歩いている。が、どういうわけか、駅のほうではなく繁華街の外れに向かっている。

			「ちょ、茜、どこ行くんだよ」

			「決まってるでしょ？　ホ・テ・ル！」

			　はぁ？

			「ラブホ～、ラブホ～」

			　変な拍子付けて歌うな！　ったく、なにを考えて、って、酔っぱらいに言っても意味ねぇな。

			「と、とにかく帰るぞ。ほら、歩くのが嫌なら、おんぶなり転移魔法でも良いから」

			「い～や～！　い～く～の～！　ゆーやとホテル行くの～!!」

			　今度は幼児化しやがった。かといって、強引に魔法で転移しようにも人通りが途絶えないし。などと考えているうちに、茜に腕を引かれて到着しちゃったよ、ホテルに。

			　い、いや、抵抗はしたんだよ？　で、でもさぁ、酔っぱらった女の子を力ずくで引きずるわけにいかないだろ？　それに意外と茜の力が強かったし、ねぇ？

			　誰に言い訳してんだ、俺。

			　茜はというと、さっさと入口から中に入ってしまった。慌てて追いかける。

			　ロビーに受付のようなものはなく、パネルに部屋の写真が並び、その下にボタンがあるだけ。写真はバックライトが点灯しているのと消えているのがある。点灯してるのが空室ってことなのか？

			「ん～、ここ！」

			　ウィーン、カシュ。

			　軽い音とともにカードが出てくる。部屋の鍵、だろうな。部屋番号書いてあるし。

			　茜の様子が妙に手慣れているように見えて、何かモヤモヤする。

			　もしかしたら、茜は経験があるんだろうか。

			　…………結局来てしまった。

			　部屋に入るとすぐにキングサイズ？　のベッドがドーン！　奥には広い浴室。他にあるのは大きな液晶テレビと、これはゲーム機かな？　と、その前に２人掛けくらいの大きさのソファー、あと、当然トイレは付いてる。意外とシンプルな部屋だった。こういう部屋ってもっと、なんていうか全部ピンクとか鏡張りとか、派手派手しいのかと思ってたよ。

			　でも良いのか？　なんか成り行きでこんなところ来ちゃったけど。

			　いや、でも、さすがに鈍い俺でも茜の気持ちは察している。俺は、どうなんだろ。流されただけじゃなくて、茜と、その、そうなっても多分後悔はしない。俺にとって茜は間違いなく大切な存在で、異世界に連れて行った時も嫌われるのが恐かった。それにホテルに入るときの、あの感情。あれは、茜と一緒にホテルに来たかもしれない誰かに嫉妬した、下(げ)卑(び)た独占欲だ。

			　つまりは、そういうことだな。

			　そこまでわかれば、あとは覚悟を決めるだけだ。

			「あ、茜、その」

			「……気持ち悪い」

			　は？　え？　ちょっとショック。じゃなくて！　まさかこのパターンは。

			「トイレ行き……う」

			　なんてベタな展開だ。

			　マーライオンと化した茜の口から出たもんじゃ焼きが、床にぶちまけられる前に慌てて魔法で包む。

			　それをとりあえずトイレに流し、茜も便器とドッキング。しばらく良い子には見せられない状態を経て、便器を抱えたまま寝てしまった茜の顔を、濡らしたタオルで綺麗にしてからベッドに横たえる。

			　明日どこまで茜が覚えているかわからないが、起きるなりビンタされないことを祈ろう。

			　

			「ん……」

			　小さなうめき声で目が覚める。

			　俺はソファーからむっくりと身を起こした。やっぱ２人掛けの大きさじゃ俺には小さすぎるな。カーペットが敷かれてるから、床のほうが寝るには良かったかも。

			　スマホの時計を確認すると午前５時。まだちょっと早めの時間だ。

			　軽く伸びをしてからベッドを見る。茜のうっすら開かれた目と合う。

			　ぼんやりとしていた茜の目は次第にしっかりとしてきて、ボンッと音がしそうなくらい一瞬で真っ赤になった茜は、枕の下に頭を突っ込んだ。

			「み、みみみみ、見るなぁ！」

			　今の様子からすると、昨夜の自分の言動は覚えているようだ。酔った茜をホテルに連れ込んだ最低男、のレッテルは貼られずに済んだらしい。

			「あうぅぅ、私って……」

			「と、とにかく、おはようさん。昨日のことは、なんだ、まぁ、気にすんな」

			　こんな時になんて声を掛ければいいかわからんが、このままじゃ気まずいのでそう言っておく。

			「気にするわよ！　あ、痛たたた……」

			　二日酔いか。まぁ、ほとんど飲んだことないのにあれだけ生中がぶ飲みすりゃーな。

			　アイテムボックスから、冷えたスポーツドリンクを取り出して茜に差し出す。

			　知らない人のために一応説明するが、二日酔いってのは、摂取したアルコールがアルコール脱水素酵素によってアセトアルデヒドに分解される時に、その毒性で頭痛や吐き気等を引き起こす症状だ。アルコールによって脱水症状が引き起こされ、また肝臓がアルコールを分解するのに大量に糖分を必要とするから、二日酔いのときはスポーツドリンクが一番効果があるらしい。若い頃に散々お酒で失敗した古(ふる)狸(だぬき)の話だから間違いない。と、思う。

			「あ、ありがと」

			　茜は受け取ったスポーツドリンクを一気に飲み干す。ついでに俺が、解毒魔法で原因を元から解消する。これでもう大丈夫だろう。

			　昨日の時点で解毒すれば良かっただろって？　それじゃ経験にならないじゃん。まぁ急性アルコール中毒とかになったら、強制的に魔法使うけど。

			「あ、あの、ゆ、裕哉、き、昨日のことは、その」

			「ホントに気にしないで良いって。慣れない酒で醜態さらすなんざ、俺もやったからな。ってか、誰でも一度くらいはやらかすんじゃないか？」

			　古狸の知り合いなんかトイレに行こうとしたときに足がもつれて、口から〝ピー〟なものを撒き散らしながら転倒。周囲にいた人を〝ピー〟まみれにしたらしいぞ。

			「ご、ゴメン」

			「それは良いんだけどな、その、今の格好はな、ちょっと、ほれ、刺激が強いというか、目の保養というか、その……」

			　俺はそう言いつつ茜から顔を背ける。しかし目だけはしっかりと固定したままだ。

			　羞恥と二日酔いで身悶えしていた茜は、寝乱れていたのもあって、半袖のブラウスはボタンがいくつか外れ胸元が開いて下着がバッチリ見えてるし、裾の広がったスカートはまくれ上がって太ももがかなりきわどいところまで露(あら)わになっている。
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			「キャァ！」

			　慌てて胸元を隠しスカートを直す茜。ちょっと、いや、実に残ね……ナンデモナイデス。

			　なんともいえない沈黙が俺達を包む。茜は赤くなってモジモジしてるし、俺は俺でさっきの光景が目の奥にチラついて非常に気まずい。

			「えっと、さ、裕哉、昨日のことだけど」

			「お、おう、大丈夫だ。忘れることにするから」

			「そうじゃなくて、その、私がくだ巻いてたのは、忘れてほしいけど、言ったことは本当、だから」

			　言ったこと？　昨日の居酒屋で茜の口から出た言葉を思い出してみる。

			　まぁ、それなりの時間いたから色々と言ってたけど、主にレイリアとかティア、メルがどうとか、羨ましいとか、俺が自分に手を出してこないのが不満だとか、自分も一緒に住みたいだとか……。

			　できるだけ聞き流してたからな。じゃないと内容が内容だけにマズかったし、具体的には下半身的に。

			「そ、そうか、その、なんだ、ほれ、あ、茜、朝になっちゃったけど時間大丈夫なのか？」

			　なんて返したらいいのかわからず、話を逸らす。ヘタレと言いたきゃ言え。彼女いない歴＝年齢の童貞男子を舐(な)めんじゃねぇ。

			「もう！　今日は別に予定入ってないから大丈夫です！　で！　裕哉の気持ちを知りたいの。あ、これじゃちょっとズルいよね。……えっと、私は裕哉のことが好き。ずっと前から裕哉の恋人になりたいって思ってた。レイリアさん達と離れろなんて言わない。だから、その、私も裕哉の側にいさせてほしい」

			　ど直球な茜の告白。逃げ場は、ない。

			　真剣な想いには、俺も正面から答えなきゃいけない。

			「お、俺も、茜のことはす、すすす、好き、だ。あんまり意識しないようにはしてた、けど。大事な友人だって思ってたし、側にいてほしいと思う。茜が誰か他の奴と付き合うようになったら、なんか、嫌だし。け、けど、良いのか？　この間言ったように、俺はもう普通の人間じゃなくなってる。人を殺したこともそうだし、寿命だって」

			「いいよ。というか、裕哉じゃなきゃ嫌。あの後、レイリアさんやメルさんに色々教えてもらって、私でも少しくらいなら寿命延ばせそうだし、そうじゃなくても裕哉の側にいたい。だから……」

			　最後まで言わせずに茜を抱きよせる。

			　さすがにこれ以上は男として情けなさ過ぎる。もう手遅れのような気がしないでもないが、せめて最後くらいは俺のほうから言わなきゃな。

			「あ、茜、好きだ。俺とこ、ここここ、恋人になってくれ」

			　泣きたい。どこまでも決まらない俺。何故肝心なときにニワトリさんが降臨するんだよ。

			「うん！　うん!!　よろしくお願いします」

			　そんな俺の内心の涙をよそに、茜は心底嬉しそうに微笑んだ。そして、俺の頭に手を回し、唇を突き出す。

			　そんな茜に吸い寄せられるようにゆっくりと顔を近づけたところで、焦(じ)れたように茜の唇が俺の唇に押しつけられた。

			　頭の中が真っ白になって、でも唇の感触だけは妙に生々しい。や、柔らけぇ。

			　以前、レイリアがいきなりキスしてきたことがあったが、アレは一瞬だったし感触を楽しむ余裕なんてまったくなかった。

			　けど今は何にも邪魔されることなく、茜の唇を堪能する。

			　少し離したり強く吸い付いたり、幾度も繰り返す。そして衝動のままに、舌で茜の唇をノックする。茜がそれを受けてほんの少し口を開き、俺は舌で茜の口内を探り始めた。やがて茜もおずおずと舌を出してきた。そのまま舌を絡め、吸い、また絡める。

			「ん、痛、あっ」

			　どのくらいそうしていたのか、茜を抱きしめる腕に知らずに力が入ってしまったらしい。痛そうに身じろぎするのを慌てて離す。

			「ご、ゴメン」

			「ううん、大丈夫。あ、あの、しゃ、シャワー浴びてくるね。なんか、身体とかお酒くさいし」

			「あ、ああ」

			　え？　マジ？　良いの？　こんな急展開。

			「見ちゃ、ダメだから」

			　顔だけじゃなく、見えるところ全部を真っ赤にした茜がそう言い残して、浴室に飛び込んでいく。

			　俺は緊張しすぎてクラクラしてきた頭を冷やすために、アイテムボックスからコーラを取り出して口に含みつつテレビをつける。実にお約束なことに、大画面に映し出されたのはエッチな映像、いわゆるアダルトビデオだった。鼻からコーラが吹き出した。

			　慌ててテレビを消し、ソファーにどっかりと座り込む。茜に聞こえてないよな？

			　静かになってしまった部屋。激しいビートを刻む心臓。無駄に性能の良い俺の耳が、浴室のシャワーの音を拾う。妄想は爆発だ～!!

			　しばらくして、茜がバスタオルを身体に巻き付けた状態で出てきた。

			「ゆ、裕哉も浴びたら？」

			「お、おう、そうだな」

			　茜の顔をまともに見ることができず、足早に浴室に飛び込んだ俺は、服を脱ぎ頭から冷たいシャワーを浴びる。

			　肌が赤くなりかねないくらい入念に身体を洗い、腰にタオルを巻いて部屋に戻ると、照明が落とされベッドサイドのランプが頼りなく部屋を照らしていた。時間的にはもう外は明るいはずだけど、よく見ると窓がなかった。なので部屋の中は薄暗い。

			　ベッドでは茜が横になり、シーツで肩まで身体を隠している。

			　その現実感のない光景に、俺は大きく深呼吸してからベッドに腰掛けて、茜の顔を見つめる。

			「本当に、良いのか？」

			　今更な質問。自分でもどうかと思うが、童貞なんだからしょうがないじゃん！

			　恥ずかしそうに頷く茜に勇気づけられて、できるだけ力を入れないようにそっと抱きよせる。

			　そしてキス。

			　最初は軽く、次第に熱を込めて唇を交わし合う。茜の息が荒くなってくる。

			　頃合いを見て、茜の身体をベッドにそっと押し倒す。

			　茜を覆(おお)っていたシーツを剥(は)ぎ取ると、そこに全裸の、とても綺麗な肢(し)体(たい)があった。

			　仰向けになりながらも、重力に逆らうように盛り上がる双丘とピンク色の小さな突起、うっすらと縦に窪(くぼ)んだ中央にあるお臍(へそ)、キュッと引き締まったウエストに肉感的な太もも。そしてその間にある茂み。

			　どこまでも清らかで、同時に淫(いん)靡(び)でもある、よく知った、でも知らなかった女の子の姿。

			「黙らないで、何か言ってよ」

			「ご、ゴメン。見とれてた」

			　俺はそう言いながら茜の身体に覆い被さった。

			　

			「知らない天井だ」

			　ペチンッ。

			　額を叩かれた。いや、お約束なんで言ってみたかったんだよ。

			　腕の中にいる茜を見る。俺と目が合う、と恥ずかしそうに胸に顔を押しつけてくる。

			　なんでしょう、この可愛い生き物は。俺は茜の肩を抱きしめながら幸せをかみしめる。

			　当然のことではあるが、俺達は２人とも全裸である。ベッドサイドにある計器板の時計表示を見る。13：23……あ～、結構なお時間ですこと。

			　……全力でさかってしまった……。

			　いや、しょうがなくない？　恥じらう茜の姿とか、痛みをこらえながら微笑んで俺を抱きしめるとことか、可愛らしく声を上げるとことか、もう、男の獣欲刺激しまくりっすよ！

			　……おっぱい柔らかかった。そして茜は初めてでした。ホテルに入るのが手慣れているように見えたのは、女友達から教えられたらしい。

			「うぅぅ、身体が動かないよぉ～。裕哉のばかぁ、エッチ、けだもの～」

			「大変良ぉございました」

			　痛ぇ！　脇腹を爪先でつねられるとさすがに痛ぇ！

			　そんな風にじゃれながらも、名残惜しく身を起こす。

			　そろそろ帰りの準備を始めないと、茜はともかく、俺は夕方からファミレスでバイトが入っているのだ。俺としても、もっとイチャイチャしたいんだけどな。

			　茜に回復魔法を掛けてから、別々にシャワーを浴びる。一緒にと言ってみたけど拒否された。残念。

			　アイテムボックスにしまってあるみんなからのプレゼントを一旦すべて出して、忘れている物がないか確認した。他の荷物も含めて全部あったので一安心だ。

			　ちょっと気になったので、斎藤が何をプレゼントしたのか茜に聞いてみると、

			「えっと、ね、その、イベントの時に着た女性隊員のコスチューム。私が着たのと、裕哉が好きな特撮キャラの衣装だって」

			　茜が顔を真っ赤にしながら白状する。

			　包みを開けてみると、確かにイベントの時の科学特別捜査隊女性隊員のコスチュームと、もう一つ。宇宙刑事シャ○ダーに登場し、全国の少年の目をそのパンチラシーンでテレビに釘付けにした女宇宙刑事ア○ーのコスだった。

			　斎藤の野郎……なんて素晴らしい物を！

			　今度の機会には、是非茜に着てもらいたい！

			　思わず本音が飛び出て茜に引っ叩かれました。

			　気を取り直し準備を整えて、料金を支払い、ホテルを出る。

			　けど、こういうホテルから出るのって無性に恥ずかしいな。なにしろまだ昼過ぎだし。

			　時間には余裕があるので、茜と手をつないでゆっくりと歩く。まだ気恥ずかしさはあるが、徐々にいつもの気さくな会話が戻ってくる。

			「しっかし、なんだかんだで忙しかった夏休みも、もうすぐ終わりか」

			「そうね。それでも異世界に行ってた分、他の人よりも長かったのよね」

			　こっちの時間軸を固定してたからな。

			　多用すると、茜や亜由美は他の人よりも早く年取ることになるから注意が必要だが。

			「ま、遊びにだったらまた連れてってやるよ」

			「うん、考えてみれば王都の中あんまり回ってないし、また行きたい」

			「そだな。とにかく来週からまた大学だ。課題も全部終わってるし、サークルとバイトでちょっと忙しくなるかね」

			「…………課題……」

			「ん？」

			　さっきまで少し赤かった茜の顔が青く変わっていく。

			「課題……」

			「まさか……」

			「……忘れてた。２科目分丸々」

			　マジで？

			「どうすんだよ」

			「どうしよ～～!!」

			　お馬鹿がここにいます。

			「とにかく急いで帰るぞ！」

			「う、うん」

			　慌てて人気のない路地に茜と飛び込んで、転移魔法を展開する。とにかく時間が惜しい。

			　俺の家の玄関に転移して、すぐ茜に言う。

			「茜は家に帰って、課題に必要な資料とノートパソコン持ってこい。その間に俺も準備するから」

			「ど、どうするの？」

			「２科目分なんて残り３日徹夜したって間に合わねーだろ！　異世界行ってやるんだよ!!」

			「わかった！」

			　折角の甘い空気もなんのその。あんまりと言えばあんまりな夏休みの終わりに溜(ため)息(いき)を吐(つ)きながら、充電用のソーラーパネルを借りるために斎藤に電話を掛けた。

		

	
		
			勇者と異国からの留学生

			　

			　キ～ンコ～ンカ～ンコ～ン。

			　スピーカーが壊れかけてるのか、調子っ外れの間の抜けたチャイムが大学構内に響き、教室が弛(し)緩(かん)した空気に包まれる。

			　夏休み明け初日の講義は、これで終了だ。

			　２ヶ月弱、異世界に行っていた期間を合わせれば約４ヶ月ぶりの授業は、やっぱり大変だった。

			　もちろん課題もあったし、前期考査の結果が悪かったこともあり、ほぼ毎日それなりに勉強してはいたが、それでも授業というものは学生にとって苦行なのである。

			　校舎から出ると、多少涼しくなったとはいえ、まだ熱い空気と日差しが襲ってくる。冬なら昏(くら)くなってくる時間だが、９月半ばの今はまだまだ明るい。

			「あ、柏木君、これから部室？」

			「章(あき)雄(お)先輩お久しぶりです。そうっすよ。今日は学祭の計画ですよね」

			　サークルの部室に向かう途中で、章雄先輩に出くわす。先輩の法学部と俺の経済学部の校舎の位置関係上、よくこのあたりで会うのだ。

			　特に避ける理由もないので一緒に向かう。

			「うん。けど全員揃ってからだから、まだ時間あるけどね」

			　１年はまだあと一コマ基礎教育課程があるしな。高校なんかと違って、それぞれの時間がバラバラだからしょうがない。

			「ん？　あれって何すか？」

			　途中にある中庭の一角に人だかりを見つけて、章雄先輩に聞く。大学内のことなら先輩に聞くのが一番手っ取り早い。

			「あ、あれ？　何か、留学生が来てるんだってさ。えっと、イギリスからだったかな？　長身金髪のすっごい美人でさ、初日なのにあんな感じだよ。経済学部のはずだけど、講義で会わなかった？」

			　会ってないな。まぁ同じ学部でも取ってる講義が違えば、かち合わないしな。今日は学科共通の必須講義なかったし。まぁ、美人だってんならちょっと残念な気はするけど、今の俺は以前とは違うのだ。そんな少しくらいの美人にフラフラしたりなんかしないよ。

			「あ、そうだよねぇ。今の柏木君の目には外国美人なんて目に入らないよねぇ」

			　俺の顔を見て、章雄先輩がニヤニヤとイヤらしく笑う。

			「な、なんすか？」

			「工(く)藤(どう)さんと、とうとう付き合いだしたんだって？」

			　な?!　まだ限られた人にしか言ってないのに、何で先輩が知ってんだよ！

			「まぁ？　今まで付き合ってなかったのがおかしいくらいだったから、意外性はないけどさぁ。柏木君も大人の階段を登ったかぁ。あ、あれ？　柏木君？　その、俺の顔を掴んでるその手は何かな？　ふぎゃ～っ！」

			　ニヤニヤ笑いと、人差し指と中指の間から親指を出した握り拳がイラついたので黙らせる。っつか、どこまで知ってやがる。

			「ちょ、ちょっと、痛いって、ゴメン、悪かったから、掴んだまま引きずらないでぇ！」

			　そのまま部室まで章雄先輩をズリズリと引きずっていき、ようやく解放する。ドア開けるのに邪魔だし。

			「ちぃ～っす」

			「あ、裕哉、お疲れ様」

			　部室に入るとすでに茜と山(やま)崎(ざき)、と、初登場だが大(おお)竹(たけ)がいた。男２人は何やらスマホでゲームをやっている。

			「おう、茜も講義終わったのか？」

			「うん。今来たところだけど。って、章雄先輩、どうしたんですか？　その顔」

			　俺に続いて部室に入ってきた章雄先輩の顔に、真っ赤な手形がついているのをを見て茜が驚く。

			「柏木君酷いんだよ～。ちょ～っとからかっただけなのに、思いっきり俺の顔を掴んでさぁ」

			　思いっきりなんてやってねぇよ。全力なら地面に落ちたトマトみたいに潰(つぶ)れてるって。

			「……何を言ったんです？」

			「いや、ちょっと柏木君と工藤さんの初体験のことを……」

			　おおぅ、茜の顔が一瞬で真っ赤な般(はん)若(にや)に。

			「裕哉、やっちゃって」

			「ＯＫ！」

			　まったく懲(こ)りない先輩に、チキンウィングフェイスロックを極める。

			「の、ノー！　ギブ！　ギブ！　ウギャ～!!」

			「「お前らウルセー！」」

			　悲鳴を上げる章雄先輩と、ゲームを邪魔されてキレる山崎＆大竹。

			　ツーリングサークルは今日も平常運転である。

			　

			「そういえばさぁ。柏木君、休み中も大活躍だったんだって？」

			　少し落ち着いて、誰かが部室に持ち込んだコーヒーメーカーで全員分のコーヒーを淹れて談笑していたら、章雄先輩がそんなことを言い出した。

			「ん？　何のことっすか？」

			「ほら、柏木君が俺から情報聞き出してた、イベントサークルのことだよ」

			　ああ、アレか。休み中に色々ありすぎてすっかり忘れてた。俺の時間感覚だと２ヶ月近く前の話だし。

			「あ、それってあの、ニュースにもなったやつですよね？」

			　ニュースになったの？　マジで？

			「うん、それそれ。柏木君が何やら暗躍した後、サークルに所属してた２年の男子学生が先輩達を大学に告発したらしくて、大騒ぎだったらしいよ。確か柏木君の知り合いだよね」

			　宍戸だな。俺は宍戸本人と警察から聞いた範囲でしか知らなかったけど、そんな騒ぎになってたのか。あの頃は売人捜しに忙しかったから、ほとんどテレビ見てなかったしな。にしても、暗躍って人聞き悪いな。響きはなかなかそそられるけど。

			　続けて章雄先輩が語ったところによると、俺と宍戸が水上を助け出したその日のうちに、宍戸は大学にすべてを告白したらしい。そして翌日にはあの屑(くず)連中が警察に自首。宍戸の告白を受けて大学はすぐさま調査を開始。初動が早かったおかげで、警察発表によりマスコミが騒ぐ前に最低限の対応ができ、大学側は責任の追及を躱すことができた。

			　調査はまだ続いているが、連中の自白と大学の調査で複数の生徒が加担したりドラッグを買ったりしていたことが発覚。最終的な処分はこれからだが、そいつらは退学や停学になる可能性が高いらしい。まぁ、そりゃそうだ。

			　イベントサークルに関しては、現在進行していて学外に多大な影響が出るイベントのみ継続し、学内のものはすべて中止。新規の企画も当面凍結と、事実上の休止状態だそうだ。これは先日会った水上からも少しだけ聞いている。

			　被害に遭った女子学生達のことは、プライバシーに配慮してマスコミも具体的な報道を控えたらしいし、大学側も女子学生の名前が表に出ないよう細心の注意を払ったことで、個人の特定はされていない。もっとも噂になるのは避けられないが、それでも夏休み中の事件だったから拡散も最低限に収まっているようだ。

			　そして宍戸だが、あいつ自身は無理矢理ドラッグを飲まされたことはあったものの、自身の意思ではなかったこと、自ら買い集めることでドラッグの蔓(まん)延(えん)を防いだこと、大学側に報告をしたことを評価され、もっと早くに相談しなかったことは注意されたものの、不処分となる見込みらしい。

			　というか、章雄先輩、よくこれだけの情報集めたな。……ヒマなのか？

			「柏木君の武勇伝も噂になってるよ。鉄製の扉を蹴(け)り一発でぶち破ったとか、ナイフ持った４人の先輩相手に無双したとか、脅迫用のデータが入ったパソコンをグシャグシャに破壊して、脅されてた女の子を優しく抱き上げて『もう大丈夫だよ』って甘く囁いたとか」

			「異議あり！」

			　色々と脚色されてないか？　扉も蹴りは一発じゃなくて二発だったはずだし、ナイフも全員は持ってなかったし、グシャグシャにしたのはハードディスクだし、特に！　最後のは完全に捏(ねつ)造(ぞう)じゃねぇか！

			　ほら！　茜の視線が冷たい！

			「でもある程度は事実なんでしょ？　まぁ広めてるのは主に、告発した男子とその場にいたサークルの女の子らしいけどね。多分、他の被害に遭った女の子達に向かう好奇の目を少しでも逸らしたいんじゃないかな？」

			「ぐっ」

			　そういうことなら怒れないじゃないか。それにしても宍戸、どこまでイケメンなんだか。

			　茜っていう彼女ができてついた自信が、あっさりと砕(くだ)け散りそうだ。

			「にしても、やっぱ柏木って強ぇ～んだな。格闘技とかやってたのか？」

			　異世界流格闘術を少々。

			「ガタイもでかいしな。その上、工藤さんなんて可愛い彼女がいて」

			「……合宿の時に会った、ダイナマイツな褐(かつ)色(しよく)美人と銀髪お嬢様、茶髪の美少女とも知り合いだったよな」

			「「…………」」

			　な、なんだよ、そのジト目は。

			「山崎、藁(わら)人形ってどこで売ってるんだ？」

			「探しておく。俺と大竹の分で良いか？」

			「いや、道(みち)永(なが)と、多分野(の)村(むら)も欲しがるんじゃないか」

			「そうだな。いっそ他の連中にも声かけるか」

			　おいおいおいおい！　何でそうなる?!

			「ウルセー！　モテない男の怨念を思い知らせてやる!!」

			　マジでやめて。お願い。

			　

			「ここ、あいテますか？」

			　金融理論の講義を受けるために教室で準備をしていると、そう声を掛けられた。

			　聞き慣れない声と微妙なイントネーションに顔を上げると、背中の半ばくらいまである少しウェーブしたロングの金髪にサファイアブルーの瞳、透き通るような白い肌の外人が俺の隣で返事を待っていた。

			「あ、ああ、空いてるよ。どうぞ」

			「ありがとウ、ございます」

			　初めて見る顔だが、ああ、そういえば先週、章雄先輩が留学生がどうとか言ってたな。

			　そう思い至ってチラリと横目で見る。確かにそれなり、いや、結構、いやいや、かなりの美人だ。さっき聞いた声も、澄んでいて優しげで綺麗だった。目つきはややキツそうな印象を受ける釣り目だが、視線そのものは穏やかに見える。

			　が、目の前の彼女とは別の、それも複数の視線を感じたのでそちらを見る。と、男共が恨めしげな目で睨んでいた。いや、俺にそんな目をしても知らんがな。

			　とはいえ、気持ちはわかるのであまり刺激しないようにしよう。茜がいなきゃ俺も間違いなくあっち側だ。

			　うちの大学もそれなりに留学生はいるけど、これだけ人目を引く容姿なら騒がれるのもわかる。本人にとっちゃ迷惑かもしれんが。

			　あんまりジロジロ見るのも失礼だ。第一もうすぐ講義が始まるし、と思って俺は講義の資料とノートをバッグから取り出して準備する。が、時間になっても教授が来ない。

			　また講義の時間忘れてんじゃないだろうな。

			　講義を行う金融工学の教授は結構ずぼらで、たまにこういうことがある。といっても、まるっとすっぽかすことはまずなくて、普段は半分を切る前には慌てて駆け込んでくる。ただ、すごく遅れて終了15分前に来たことも。そして、この教授は最後まで教室にいた奴しか出席にしない上に、教授が来たときに席を立っている学生には容赦なく課題を出すのだ。なので私語をする奴はいても、席を離れる奴はいない。

			　まぁ、ここにいる奴は慣れているのであまり気にせず、おしゃべりを始めたりスマホをいじったりしている。

			　俺は仕方がないのでテキストを広げて、後期の範囲となる部分の資料をピックアップすることにした。こうしておくと論文を作るときに楽なのだ。なんて真面目な学生なんだろうか。誰も言ってくれないので自分で言う。

			　パサッ。

			「アッ、ごめんなサい」

			　お隣に座った美人留学生は俺の様子を見て、同じように鞄(かばん)から資料を出そうとしたらしく、そのうちの一冊が俺の足(あし)下(もと)にこぼれ落ちた。

			　俺はそれを拾い、差し出す。

			「ありがとウ。あの、わたし、スコットランドからの留学生でルーシー・フレイザーといいます。よろしくおねガいします」

			「あ、ご丁寧にどうも。俺は柏木裕哉。こちらこそよろしく」

			　本を受け取りながら挨(あい)拶(さつ)をされたので、こちらも返す。思ったよりも気さく、というか、溶け込もうと努力しているのがわかる。けど、これは勘違いする男(ヤロー)も出てきそうだな。俺はしないけど。

			　俺は彼女との会話を続けることなく作業に戻る。ノートに参考になりそうな書籍名を書き出していると、申し訳なさそうな声で話しかけられた。

			「あの、ちょっとだけ、ごめんなサい。これなんて読むンですか？」

			「ん？　どれ？　ああ『源(げん)泉(せん)徴(ちよう)収(しゆう)』だよ。給与支払者があらかじめ租税分を除いた金額を支払う、税金の徴収方法のこと。英語で言えばwithholding taxだね」

			「ありがとウございます。日常で使うカンジはだいたい読めるようになったと思っていたンですけど」

			　それは凄いな。日本に来る外国人が一番苦労するのが、漢字だっていうからな。そうとう努力したのと、元からかなり頭が良いんだろう。あれ？　ってことは今のは言葉通り読み方だけ教えれば良かったのか？　……うわっ、恥ずかし！　調子に乗って意味まで解説って……。

			「読めないカンジは人に聞いているんでスけど、自分で調べル方法がわからなくて」

			「ん～、漢和辞典の画数で調べるのもひとつの方法だけど」

			「カクスウってなんですか？」

			「漢字を指でなぞってみて、何回指を動かしたかって数だよ。まぁ、曲げたり跳ねたりで多少ずれることもあるけど、それでやると探しやすいよ。日本人も使ってる人結構いるし」

			　その場合はパソコンや電子辞書じゃなくて、紙の漢和辞典じゃないといけないけどな。

			　俺はバッグに手を突っ込むと見せかけるいつもの手で、アイテムボックスから漢和辞典を取り出して説明する。さすがに普段持ち歩くには重いからアイテムボックスに放り込んであるのだが、辞書って手元にあると便利なんだよ。ちょっとマニアっぽい気質かもしれんけど。

			　彼女は漢和辞典を見て目を輝かせている。存在そのものは知ってたらしいが使い方は知らなかったそうだ。普段は英和、英英、日本の国語辞典を使ってるらしい。まぁ、調べるだけならパソコンの日本語入力ソフトで手書き検索もできるけど。そっちは手軽ではあるけど、一度に複数の似た形の字や文字の意味を調べられる辞書が、やっぱり俺は好きだ。

			「ありがとウございます。今日か明日にワ買いにいきマす」

			　そう言って彼女は屈託のない笑みを浮かべる。笑うと少し幼く感じるな。とにかく何か一生懸命な印象を受けた。単身で日本に留学してるんだから、色々と大変なんだろう。

			『もし英語のほうが話しやすいならそっちでも構わないよ。何か困ったことがあったら言ってくれればいい』

			　俺は彼女に合わせて〝英語〟で言ってみる。異世界土産ともいえる言語理解の魔法のおかげで、相手が誰であっても一度相対すればその言語を話すことができるのだ。もちろん制約がないわけじゃないが、こっちの世界で普通に話をする分には問題ないだろう。

			　だが、彼女は意外なほど驚いた顔で俺を見る。ん？　この大学にも普通に英語を話せる奴は多いはずだけど、どうしたんだろうか。ひょっとして俺の英語は何か変だったか？

			『あの、驚きました。スコットランド英語、随分上手なんですね。凄く癖のある訛(なま)りでＵＫ（United Kingdom　イギリスのこと）でも聞き取れない人が結構いるのに。まるでネイティブみたい』

			　…………やっちまった。

			　英語って、発音やアクセント、果ては単語や文法に到るまで地域によって結構な違いがあるんだった。そして、俺の『言語理解』はどんな言語であろうが、一定数以上の人が使用する言葉ならネイティブで会話ができる。が、あまりに自然に頭に言語がインストールされてしまうので、発音とかをほとんど意識しないのだ。日本人は別に特別意識したりしないで日本語使うだろ？

			『そ、そう？　教えてくれた人があっちの人だったみたいな感じで』

			　みたいな感じってどんなだよ。我ながらアドリブ弱！

			『？　そう。でも助かります。このカレッジにも英語を話せる人はいましたけど、ほとんどがアメリカ英語だったので聞き取れないことが多くて』

			　随分と遠慮がちで控えめな表現だけど、アメリカ英語ってだけじゃないんだろうな。実際に日本で英語が得意だといって、海外行ったら全然通じなかったなんて話はよく聞くし。

			『と、とにかく、同じ学部みたいだし、また会うこともあるだろうから何かあれば気軽に声を掛けてくれればいいから』

			　俺はそう言って一旦会話を打ち切った。丁度教授が入ってきたからだけど、心情的にはちょっと助かった。どうも色々と気をつけてないと、ボロが出そうだ。

			　

			　それから１週間ほどが経過した。

			　今日も今日とてサークルに顔を出した俺と茜は、薄暗くなってきたキャンパス内をバイクが駐めてある駐輪場に向かって歩いている。

			「ようやく学祭でやる内容が決まったのはいいけど、大丈夫かね？」

			「あはは、盛り上がってたよね。でもバイクと関係なくない？」

			　今日のサークルは11月に行われる大学の文化祭、いわゆる学祭で我がツーリングサークルがやる内容を最終決定したのだ。

			　決まったのは『焼き鳥屋の屋台』である。茜の言うとおり、バイクともツーリングともまったくもって関係がない。むしろその対極にあると言っても過言ではない。

			　当初は色々と案が出ていた。バイクを使ったジムカーナ（舗装路面で行うタイムトライアルレースの一種。パイロンを置いて自由にコースを設定できるので、素人が適当に行うイベントレースには最適なのよ）とか部員のバイクにタンデムさせてショートツーリングとかね。

			　けど、ジムカーナならある程度の舗装されたスペースが必要だし、タンデムさせるには免許取得１年以上じゃなきゃ違反になる。となると１年生の半分は参加できないし、２年のバイクでもタンデムシートが付いてないのもある。何より、大学側の許可が出そうにないので却下された。ツーリングの写真を展示したり映像をモニターで映したりとの意見も出たが、そんなのわざわざ見に来る奴いるのか？　ってことでこれもなし。

			　んで、結局食い物関係の模擬店に絞(しぼ)られた。何より決め手になったのが、学祭で出た利益は部費の足しにできるということである。まぁ、去年もそうだったし、章雄先輩によると毎年ほとんど同じような議論の末に飲食系模擬店に決まるそうだ。

			　それはともかく、そこまで決まると今度はどんな食い物にするかだ。最初に上がったのが低い原価率の代表〝綿菓子〟だったのだが、子供ならともかく、学祭に来るのは主に大学生と、うちの大学を志望する高校生や中学生が中心。近隣住民の人達が子供を連れてくることもあるだろうが、絶対数はそれほどでもないはずなので期待できない。下手をすれば、機械のレンタル代で足が出る。

			　女子達から甘いもののリクエストがあったが、スイーツは原価が高くなる。メンバーの過半数が経済学部所属なので、原価や経費にはうるさいのである。となるとやはり残るのは粉ものか肉だ。

			　粉ものならたこ焼き、お好み焼き、焼きそばと屋台の定番目白押しだがその分目新しさはないし、ほぼ間違いなく他の連中と被(かぶ)る。実際に去年はお好み焼きをやったが、俺達の他に４つも屋台があった。というわけで残ったのが焼き鳥。ほら、牛とか豚とかは高いし。個人的にはアイテムボックスに死蔵されているオーク肉が大量にあるので使いたい気もするが、やっぱダメだろう。食品衛生法的に。

			　しかも大竹の叔父さんが鉄工所を経営していて、図面さえ引いて持って行けば端材を使って焼き台を作ってくれるそうなのだ。なんと無料(ただ)で!!

			　そして炭は、俺が「親父のせいで大量に余ってる」という名目で（実際には異世界で大量購入するつもりだが）用意することにした。だって王国のお金が大量に余ってて使い道ないし、向こうでお金を使うことは多少なりとも復興の手助けになるしな。

			　屋台そのものは、章雄先輩の家に少々ボロくなったターフ（骨組みと屋根だけのテントみたいなもの）があるのでそれを使う。そして肉を刺す串は、隣県にある相川の婆ちゃん家に竹林があるそうなので竹を分けてもらい、手分けして自作することになった。

			　残るはお肉だが、こっちはお金持ちの久(く)保(ぼ)さんが家の取引先から安く融(ゆう)通(ずう)してもらえそうとのこと。

			　普段はバラバラな我がサークルだが、こういうときはチームワークすげぇな。今名前が出なかったメンバーも、それぞれ図面を引いたり串を作ったりと、もれなく仕事を受け持っているし。ちなみに茜はタレを担当することになった。

			　駐輪場に着いた俺達は話を続けつつも、それぞれのバイクを押して校門まで歩く。

			　と、何やら騒々しい一団がいるな。

			「どうしたのかな。女の子に男の子が何か言ってるみたいだけど」

			　俺よりも早く気付いた茜の言葉で、俺も目を向ける。あれ？　そこにいるのはあのルーシー・フレイザーと名乗った留学生ではないかいな。

			　何やらあまり穏やかそうな雰囲気でもないので、俺と茜はバイクのスタンドを下ろして様子を窺(うかが)う。

			「いいじゃん。俺達が案内してあげるからさぁ。ちゃんと家まで送るし」

			「いえ、だいじょウぶです。もうすぐ迎えがくるのデ」

			「えぇ～、折角留学に来たんなら少しは日本人(おれたち)とも交流しなきゃ」

			　えっと、ナンパ？　にしてはかなり強引だな。フレイザーさんも口元ヒクヒクしてるし、目は前に見たときより釣り上がってる気がする。

			「いけない。ちょっとあなたたち！　嫌がってるじゃない！」

			　……突っ込んでいっちゃいましたよ、茜さん。

			　正義感が強いのも考えものだ。特に子供や女の子が困ってると、すぐに後先考えずに首突っ込むからな。まぁ、そういうところも茜の魅力ではあるんだが。少々危なっかしいぞ。

			　俺がいる限り絶対に怪我はさせないけどな。

			「んだよ。関係ないだろ！」

			「そうだぜ。って、この子も結構イケてんじゃん。どう一緒に」

			「へぇ。と～ぜん、俺もついてって良いんだよな？　な！」

			　薄暗いからか俺に気付かなかった男共がアホなことを言い出したので、ニッコリと牙を剥きながら返事をしてやる。スマイルは０円だから安心しろよ。痛い思い出もプライスレスだ。

			「人の彼女をナンパたぁ、なかなか良い根性してるよな。楽しませてもらおうじゃねぇか」

			「な、なんだよ」

			「げっ！　コイツあの柏木とかいう奴じゃ」

			　なんでこいつらが俺の名前知ってんだ？　俺は面識ないと思うんだが、って、あれか？　あの噂になってるって、これか？

			「ま、マジかよ！」

			「に、逃げるぞ」

			　…………え？　あれ？　脱(だつ)兎(と)のごとく走っていっちゃったんだけど？

			　ちょ、ちょっまっ、え～！　今俺って噂でどんなこと言われてんの?!　この間聞いたのはこんな反応されるほどじゃないはずだよな？　そうだろ？

			「えっと、裕哉、あの、ありがと、ね？」

			　あまりのショックにその場で地面の小石を数えだした俺を茜が気遣う。

			「茜、風評被害で深く傷ついた俺を慰めてくれ。具体的にはこのあとホテル行こう」

			「そんな誘い方あるか！　あ、ちょ、バカ、胸触るなぁ！」

			　内心のショックを和らげるため？　に茜とじゃれ合ってると、クスクスと小さな笑い声が聞こえた。あ、そういえばもう１人いたんだっけ。

			「あ、えっと、そうだ、大丈夫だった？」

			「あ、はイ。ありがとウございました。助かりまシた」

			　そう言いながら綺麗なお辞儀を見せるフレイザーさん。頭を上げたところで俺の顔を見る。

			「カシワギさんでしたよね。本当にありがとウ」

			「裕哉？　知り合いなの？」

			　気のせいか少し視線がキツくなったような気がする茜に、先日初めて会ったときのことを話す。疚(やま)しいところは俺にはありませんよ？

			『えっと、フレイザーさんはこれから帰りですか？』

			『はい。迎えが来ることになっているのですが、少し遅れているみたいです。それでここで待っていたら、さっきの人達に声を掛けられて』

			　ナンパされたと。ってか、慣れない外国に来た割には危機感薄い気がするな。まぁ、さすがに学校内で無茶なことをする奴はそれほどいないだろうが。

			『でも危ないわよ。そういうときは事務棟の待合室で待ってたほうがいいわ。この時間じゃ結構薄暗いし。他の国から日本に来ると、すごく治安が良いように思うかもしれないけど、それでも悪いことをする人はやっぱりいるんだから』

			『そうですね、ごめんなさい。今度からそうします。あの、クドウさん』

			『アカネで良いですよ。この大学に工藤は何人もいるので』

			『はい、アカネさんですね。その、アカネさんもカシワギさんと同じ人から英語を習ったんですか？　ネイティブとしか思えないスコットランド英語ですけど』

			『はぇ？　あ、そ、そう、教えてくれた人があっちの人だったみたいな感じ、なのよ』

			　あ、なんかデジャビュ。どっかのアホの受け答えみたいだ。類友か？

			『クスッ。ねぇ、良かったらお友達になってくださらない？　やっぱりこの国で母国語が話せるのは嬉しいし、折角だからお近づきになりたいわ』

			　欧米人らしいストレートな要求に、茜は少し驚きながらも笑顔で快諾した。

			『私のことはルーシーって呼んで。私もアカネって呼ぶから。それと、カシワギさんもユーヤって呼んでも良いかしら』

			　さっきの〝友達〟って俺も入るのか？　まぁ特に問題はない。べ、別に彼女が美人だからってわけじゃないよ。いや、マジで。

			『それじゃ、これからよろしくね、アカネ、ユーヤ。あ、迎えが来たみたい。今日は本当にありがとう』

			『ああ、またな』

			『あ、ちょっと待って。連絡先教えておくね』

			　茜はそう言って鞄からメモ帳を出して書き込むと、一枚ちぎってルーシーに手渡した。

			　ルーシーはそれを受け取って『後で連絡するわね』と言い残し、校門前に止まった車に乗り込んでいった。

			　へぇ、ただの留学生ってわけじゃなくて、結構なお嬢様なのか？　アルファベットの〝Ｂ〟に翼の意匠が施された高級車ベントレーで送迎とは。あと、気配的にボディーガードっぽいのも車内に乗ってるみたいだ。目をつけられないように気をつけよう。

			　……でも、ボディーガードだったら時間に遅れてお嬢様の危機に間に合わないって、ダメじゃね？

			　窓を開けてこちらに手を振りながら走り去るルーシーを見送り、俺達もバイクに跨(またが)った。

			「よし！　んじゃ、行くか」

			「帰る、じゃなくて行くって、どこによ」

			「もちろん、傷心の俺を慰めてもらいに！」

			「ちょ、さっきの、冗談じゃなかったの?!　……まぁ、ちょっとだったら良いけど」

			　マジ？　言ってみるもんだ。

			　

			　あの後、俺と茜のスマホにルーシーからのメールがあった。どうやら茜が俺の連絡先も一緒に教えたらしい。理由を聞いたら牽(けん)制(せい)だそうだ。どゆこと？

			　それはともかく、それから学内で話しかけられることが多くなった。彼女はこの大学で経済を勉強するために留学してきたらしい。なので、取っている講義が被ることがよくあるのだ。んでも、スコットランドって金融や経済学の分野で明らかに日本より進んでいる気がするんだが、学ぶことってあるんだろうか。

			　茜とはもうすっかり打ち解けているようだ。よく学食でランチを摂(と)ったりしているらしい。２人のコミュ力が羨ましい。

			『それにしてもルーシーの日本語力凄いよね。会話だけじゃなくて、読み書きもある程度できるんでしょ？』

			『会話くらいならできる留学生はそれなりにいるけど、ルーシーはずば抜けてるよな』

			『そ、そう？　大分慣れてきたけど、まだ不安なくらいなのよ。でも、２人にそう言ってもらえると自信が付くわ。ありがとう』

			　講義の合間に学食に立ち寄ったら、茜とルーシーがいたので合流。そこでの会話である。

			『読み書きはどうやって勉強したんだ？　日本に来た外国人が一番苦労するらしいけど』

			　何しろ日本語は50音図と濁音、半濁音、撥(はつ)音(おん)の83文字が、ひらがな、カタカナそれぞれにある。それに加えて小中の義務教育で習う常用漢字が２１３６文字。おまけに漢字には音・訓の読み方が複数存在するのだ。更に熟語もあれば当て字もある。自分で挙げてみて何だが、よくこれ当たり前にみんな覚えてるよな。ビックリだよ。

			『マン……い、いえ、日本の本で勉強したの。日本語って独特の表現とか翻訳できない言葉も多いでしょ？　だから、どうしても原文で読みたくて。言葉も日本の映画とかテレビ番組で勉強したわ』

			　一瞬別の何かを言いかけたみたいだけど、間違えたのか？　まぁいいけど。

			『そ、それに２人も凄いと思うわよ。アカネは別の留学生相手にアメリカ英語で会話してたし、ユーヤなんて私がＲＰ（Received Pronunciation　いわゆるクイーンズあるいはキングスイングリッシュと言われる発音）で話しかけても普通に応対できるじゃない』

			『あ、あはは、そ、そうかな』

			『い、いや、俺達に英語教えてくれた人が色々と、な。なあ茜』

			『そ、そうそう』

			　返答に困ってしどろもどろで返すアホカップル。俺や茜の語学力はチート(ずるつこ)だからなぁ。聞かれても言えないし。

			　なんかこっちに帰ってきてから、突発的な事態に弱くなった気がする。というか、そもそも俺って昔から隠し事苦手なんだよな。茜にも亜由美にも何か隠してるとすぐバレてたし。そして何故かここのところ茜にもそれが感染(うつ)ってるっぽい。

			『どうかしたのかしら？』

			　ルーシーの訝(いぶか)しげな問いに笑って誤魔化す。

			『そ、そういえば、ルーシーは経済学以外に日本で興味あることって何かあるのか？』

			『それはもちろんたくさんあるわ！』

			　話を逸らすための話題転換だったが、思った以上の喰いつきに俺と茜がのけぞる。

			『まずはなんと言っても神社とかお寺ね！　神道も興味が尽きないし、禅も体験してみたい。あとは密教とか陰(おん)陽(みよう)道(どう)をもっと知りたいわ！』

			『そ、そう、なの？』

			　あまりの勢いに圧倒されて顔が引き攣った茜にルーシーがハッとし、コホンと咳(せき)払いをして澄ました顔で取り繕(つくろ)う。いや、もう遅いってば。

			『そういえばスコットランドって、魔術とか呪術とかの伝承が多いんだっけ。日本から見たら結構神秘的な感じするしな。ケルト民話とか。日本のポップカルチャーに多いファンタジーの世界観って、スコットランドとかアイルランドから入ってきたものと北欧神話、ギリシャ神話が混ざったものだって話だし』

			　質問しておいて梯子(はしご)を外すわけにはいかないので、フォローを兼ねて言葉を繋ぐ。

			『そ、そうですわね。私の母方の家系も島(とう)嶼(しよ)ケルトをルーツにしていますし、幼い頃から民話や神話に身近に接していましたわ。ですから、私もそういったことにも興味を持っているの。スコットランドから見たら、日本の神話や神社などもとても神秘的に感じるわよ』

			　日本に住んでると神社とかは身近すぎてあんまり神秘なんて感じないが、外国人から見るとそうなるのか。

			『そういえばヨーロッパのファンタジー作品って、スコットランドとかイングランドが舞台なのが多いわよね。他にも占い、タロットとかもイメージにあるし』

			『タロット？　ああ、タローね。あれの本場は確かフランスではなかったかしら。映画とかのイメージが強いのかしらね。でもスコットランドでは、今でも妖精や精霊を信じている人は多いし、古い占いもまだ残っているわね。私の母方の祖母がウァテスだったらしくて、その道具も持ってるわよ』

			　スコットランドの古い占いの道具？　異世界魔法使いの端くれとしてはちょっと興味あるな。

			『ウァテスってなんだ？』

			『ドルイドの中で占いや呪(まじな)いを専門に行っていた人達のことよ』

			『ドルイドって……暗殺教団だっけ？』

			　それは何かのフィクションだろ。

			　幸い茜の勘違い発言をルーシーは怒ったりせずに、きちんと説明してくれた。

			　なんでも、ドルイドとはケルト民族の支配者階級で祭(さい)祀(し)を司(つかさど)っていた人達の総称らしい。インドでいうバラモンみたいなものか。

			　ただ、古代のケルトでは生(い)け贄(にえ)の儀式というのがあったために〝怪しげな宗教〟というレッテルが貼られてしまっているそうだ。中にはドルイド教団などという実在しない団体がゾロアスター教（拝火教）のルーツだとか悪魔崇拝だとかいう、トンデモ陰謀論をまことしやかに吹聴するエセ宗教学者もいるのだとか。

			　そもそもケルトとは、古代にヨーロッパに広く住んでいた人達の総称であって、人種、風俗、生活様式はほとんど統一性がないらしい。数少ない共通項は、ケルト語を話すことと独自の装飾文化を持つことだけで、信仰する神すら異なるのだとか。

			　ただ、大陸側のケルト人はローマやゲルマン民族の侵攻でその文化が廃(すた)れたのに対して、ブリテン島ではその影響が少なく、特にスコットランドやアイルランドは侵略されることがなかったため、ケルトの文化が独自に発展していったのだそうだ。

			　日本は島国で、さらに他国に侵略されたことも大規模な民族移動が起こった歴史もないからあまりルーツを気にする人はいないけど、海外には自分のルーツに興味を持って調べる人が多いと聞いている。

			　ルーシーもその類いなのだろう。それにしても詳しいな。

			『ケルト人の宗教観は自然崇拝、アニミズムよ。これは日本も同じでしょ？　だから私は日本の宗教のことも知りたいと思っているの』

			　なるほど、まぁ、外国人の話としてはよく聞く内容だし理解できるな。ただ、そっち方面はあんまり俺も茜も役に立ちそうにないが。

			　なにせ俺も茜もお彼岸にはお墓参りをして墓前に手を合わせ、ハロウィンにはパンプキンパイを食べながら馬鹿騒ぎをし、クリスマスにはリア充に呪(じゆ)詛(そ)を吐きながらケーキをやけ食いして、お正月には神社に初詣という、日本ではごく一般的な宗教観しか持ってないからな。つまりある程度伝統には従いながらも、基本は楽しめればなんでもＯＫである。占いも12星座から姓名判断、四(し)柱(ちゆう)推(すい)命(めい)、果ては干(え)支(と)や血液型まで、なんでもござれの日本人なのだ。

			　ルーシーにそのことを言ったら、すごく微妙な顔をされてしまった。やっぱり理解され難いらしい。

			『ところで、アカネが首に下げている物、見たことがないけれどお守りなのかしら？』

			　首にってことは、ああ、あの俺があげたネックレスか。茜は寝ているときですら外さず、常に身につけているらしい。けど、よくわかったな。

			『無意識なのだろうけれど、よく胸元の何かを手で触るような仕草をしていたし、私、そういうことには結構勘が働くのよ』

			　茜が問うように俺を見たので頷いて返す。別に隠すようなことでもないからな。少々こっ恥ずかしいが。

			　茜がノースリーブのブラウスのボタンをひとつ外し、胸元からそっとネックレスを引き出す。その仕草だけでも、茜が俺の渡したそれをとても大事にしているのがわかる。そして俺は、開いた胸元に視線が釘付けである。中身は何度も見てるだろって？　全裸とチラリズムは別腹です。

			　茜は少し考えてからネックレスを首から外し、ルーシーに差し出した。

			『とても可愛らしいわね。プラチナ、かしら？　石はルビーに見えるけど……』
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			　?!　今のは？

			　ルーシーが手に持ったネックレスのトップ部分をしげしげと見つめていると、ネックレスに仕込んだ魔法陣がわずかに反応した？　いや、それは有り得ないことじゃない。それよりも、ルーシーから一瞬魔力を感じたんだが、気のせいか？　その瞬間ちょっとピクッとした気もするんだが。

			『ありがとう。これはどこかで買ったのかしら？』

			『ううん。裕哉の手作りだって。先月私の誕生日だったからプレゼントしてくれたの』

			　それを聞いてひどく驚いた顔をするルーシー。一瞬の間を置いて褒めちぎられた。その反応が少し気になったものの、自分にも作って欲しいと頼まれたので、ネット通販していることを伝えておいた。一応、高級路線のラインナップも増やしたので大丈夫だろう。

			　上手くいけば外国人のお得意様が増えるかもしれん。日常での営業活動も重要なのである。

			　

			「ふむ、おそらくは無意識で魔力を使っているのではないか？」

			「ん～、確かに魔力の動きを制御している感じはなかったんだけど、な～んか隠してるような気がするんだよなぁ」

			　数日後、俺はレイリアとメルの２人と駅前を歩きながら話をしていた。ただし、会話は異世界のウィルテリアス語だ。内容が魔法に関することだから、他人に聞かれるとちょっと痛い厨(ちゆう)二(に)病患者扱いされてしまいかねないからな。

			　ルーシーが茜のネックレスに触れたときに感じた魔力が気になって相談しているのだ。レイリアは言わずもがな、メルも聖女と呼ばれるだけあって俺よりも遥(はる)かに魔法に関する造(ぞう)詣(けい)が深い。

			「ユーヤさんがヴァリエニス様から伺った話では、この世界では〝魔法が失伝しているのであまり使う人がいない〟ということでしたね。それでも、まったく使われないということではないのでしょう？」

			「うむ。我も少々興味があったのでな、アユミに案内してもらってジンジャとやらに行ってみたが、確かにいくつか魔法的な痕(こん)跡(せき)が見つかったからの。失伝したとはいえ、すべてがなくなっているわけでもなかろう。いくらかは受け継がれたものもあるじゃろうし、そもそも魔法的素養はある程度遺伝するものじゃ。それなりの素養があれば、その程度の些細なものであっても魔法が発動することがある」

			　そういうものか。なら、そう神経質になることもないか。

			「それにアカネさんやアユミさんに渡してある魔法具は、魔法防御も組み込んであるのでしょう？」

			　メルの質問に頷く。それほど強力ではないが、念のため魔法陣に組み込んだ。といっても魔法攻撃を防ぐというより、魔力や呪力が心身に与える影響を防ぐためだ。人の強い思念は、魔法と同じ効力をもって人の精神に作用することがあるからな。

			「ならば尚更気にすることもなかろう。主殿の魔法具に組み込まれた魔法はそう簡単にわからぬだろうし、仮にそれだけの素養があっても、術式がウィルテリアスとこちらの世界ではまったく異なるから理解はできぬよ。それよりもまだ着かぬのか？」

			「あ、ああ、もうすぐ。おっ、そこだよ」

			　気楽な調子で言うレイリアの催(さい)促(そく)に、俺は苦笑いを浮かべながら答える。

			　着いたところは駅近くのショッピングモール。目的地はその中にある大型書店である。

			　知識欲の旺(おう)盛(せい)なレイリアはこのところ市営の図書館に入り浸っているのだが、やはりいくらかは自分の手元に置いておきたい本があるらしい。

			　とはいえ、そういった本はそれなりの値段がするものだ。活版印刷に毛が生えた程度の印刷技術しかないため、異世界の本は下手をすると一冊で平民の年収数年分というものも珍しくはないのだが、こちらの世界の本なのでさすがにそこまでではない。それでも一冊１万円前後する本を複数買うのは、少々躊躇われる。

			　だが、お金に関しては母さんに協力してもらって、持っていた異世界産の金塊を適当にアクセサリーに加工してから貴金属買取店に売った。成人して間もないような外見の俺が、まとまった数の貴金属を売れば間違いなく悪目立ちするだろうし、盗品と思われたら面倒だ。けど、母さんならさほど不審に思われることもないからな。

			　というわけで、異世界組の３人がこちらの世界で不自由しないように、家具や衣服、日用品を揃えてもまだしばらくは小遣いに困らない程度のお金が残った。それは３人に分配したのだが、そのお金でレイリアが本を買うために、今日こうやって出かけてきたわけだ。メルも知識欲はそれなりに強いのでついてきたのだ。

			　ただし、この世界の科学技術は絶対にウィルテリアスに持ち込まないように約束してもらった。ちょっとしたアイデアや発想の転換くらいなら問題ないだろうけど、科学技術をそのまま異世界に持ち込むのは問題が多すぎる。

			　レイリアは元から人に教えるつもりはまったくなくて、自分の好奇心と知識欲を満たすことしか考えていないし、メルは少し残念そうではあったが、王国に持ち帰りたい知識は事前に俺に相談してもらうことでフィルターを掛けることにした。ティアは、これから先もずっと俺の側にいるので関係ないそうだ。

			　２人ともこちらの世界での立ち振る舞いはある程度弁(わきま)えてきているので、それほど心配することもなく適当にばらける。

			　レイリアとメルは一緒に専門書のコーナー、俺はコミックコーナーに直行ですが、なにか？

			　

			　書店で１時間少々を過ごし、レイリアの強い、それはもう強い希望により、近くにあるカフェへ。パフェを食べる２人を見ているだけで俺は胸焼けを起こし、店を出たときには昼間の暑さも和らいで、涼しい風が吹く時間になっていた。

			　俺はこの後、斎藤の家に行くことになっているので２人とは別れる。というか、人気のない路地に入り転移魔法で消えるレイリア達を見送る。念のため周囲の様子を窺うのは怠らない。

			　人目を気にしつつ路地から出ると、駅の反対側に向かって歩き出す。

			　斎藤の家は、駅から徒歩15分のところにあるマンションである。元々は両親と一緒に住んでいたのだが、父親の海外赴任に母親がついて行ってしまったため現在は実質１人暮らしなのだ。

			『あの、誰か、言葉がわかる方……』

			　駅を抜けてロータリーを過ぎ、ビルが建ち並ぶ通りを歩いていると、ビルの角で通りすがる人に声を掛けている女性が。

			　都市部の主要駅にほど近い通りである。それも夕方ともなれば、それなりに人通りもある。サラリーマン風の男性や私服姿の女性、制服を着た学生等々。

			　女性が声を掛ける相手に区別はないようだが、すべての人が避けるように通り過ぎていく。それだけ聞けば冷たい都会人の人情のない対応のようだけど、一目見て無理もないと思ってしまった。

			　まず、声を掛けている女性だが、女の人としては少々高めの身長に明るい赤毛、やや赤みがかった真っ白な肌、そして話す言葉は英語である。要は外国人なのだ。

			　それだけでも日本人なら６割方避けるだろう。そして、極めつけがその女性の服装だ。

			　……何故にメイド服？

			　秋葉原に出没するピンクのメイド服のような紛(まが)い物じゃなく、ロングスカートに上まできちんと締まった襟(えり)、長袖のクラシックなメイド服。デザインは多少異なるが、異世界で何度も見た代(しろ)物(もの)だ。作業性とかを考えると同じような形になるのだろうけど、現代日本の街中で見ると違和感がハンパない。そりゃ普通の人なら避けるわ。絶対めんどくさそうだもの。

			　そうして思わず注目してしまった俺と、声を掛ける度にスルーされ肩を落とす女性の目が合う。あ、ロックオンされた。

			『あの！　お願いします！　助けてください!!』

			　ドピュンと音がしそうなくらいの速さで、数メートルの距離を一瞬で詰めたメイド服の女性が、俺の進路を塞(ふさ)ぐように立ちはだかる。

			『あ、は、はい、えっと、どうされましたか？　俺も予定があるので簡単なことくらいしかお力にはなれないと思いますけど、それでよろしければ』

			　その勢いにちょっとビビリながら返す俺。少々の厄(やつ)介(かい)ごと程度なら何とでもする自信があるので問題ない。それに本当に困っているのなら、多少は力になろうとは思う。

			『おお、神よ！　あなたは言葉がわかるのですね？　助かります。あの、道に迷ってしまって。聞こうとしてもみなさん何故か逃げてしまうし、声を掛けてきた男の人達はクソ下っ手糞な英語で、こっちの言葉は聞き取れないクセにイヤらしい目で見やがるし……』

			　おおぅ、毒々しいオーラが吹き出てるよ。しかもいつの間にか腕をガッシリと掴まれてる。逃走防止かよ。

			『大体、こんな美人が困っているというのに誰も助けてくれないなんて、日本はどうなっているのですか！　世界一親切な民族じゃなかったんですか？　散々テレビで紹介していた美談は観光用ＰＲですか！』

			『ま、まぁ、そりゃ大変でしたね。そういう俺もそろそろ逃げたくなってきたんだけど、帰って良いですか？』

			　めっちゃ注目集めてるんだけど。マジで帰りてぇ。

			『だ、ダメです！　本当に困ってるんです。こんなところに取り残されたら、私は今夜にも変態鬼(き)畜(ちく)中年クソ野郎にお持ち帰りされてしまいます。というか、絶対に逃がしません！』

			　変なのに捕まってしまった。

			『わかりましたから。まずは落ち着いてください。はい、深呼吸して』

			　宥(なだ)めるように手を振りながら逃げないことをアピールする。

			『す～、は～、す～、は～……失礼致しました。私としたことが取り乱してしまいました。もう落ち着きましたので、話を聞いてくださいますでしょうか』

			　落ち着いたことをアピールする女性。でも腕は放してくれないらしい。

			　改めて女性を見る。メイド服なのは置いておいて、ベリーショートの髪は赤みがかった明るい茶色、瞳もブラウンだ。やや目尻の下がった優しげな目元には、小さな黒子(ほくろ)。外国人の年齢は見た目ではイマイチよくわからないが、20代半ばくらいだろうか。少し地味な印象はあるものの、結構な美人さんである。

			『それで、どうしたんですか？』

			『あ、はい、実は道に迷ってしまって。幸い住所が書いてあるメモは持っているのですが、少しの買い物だからと携帯電話を持たずに出てきてしまったので、場所がわからないのです』

			　住所のメモを見せてもらう。ローマ字で書かれた住所って読みづれぇ。

			『あ、ここならわかりますよ。ちょうど向かっている方向と同じですから、案内しましょうか？』

			　住所からすると斎藤のマンションから近いようだ。一応スマホの住所検索で見ても間違いないみたいだから、そう提案する。

			『え、えっと、案内すると言いつつ私を人気のない廃屋(はいおく)に連れ込んだり』

			『しません!!』

			　いきなり何言い出しやがる。

			『しないんですか?!　そんな、私はそんなに魅力がありませんか？　た、確かにもう20代後半ですけど、自分ではまだまだいけると思って……』

			『そんなことは聞いてねぇ！　っつか、ホントに帰るぞ』

			『じょ、冗談です。逃げようとしないでください』

			　関わったのすっごく後悔してるんだが。とはいっても、ここで見捨てるのも寝覚めが悪くなりそうだし、何より、このままじゃ本当に腕を放してもらえなそうなので大人しく案内しよう。

			　俺は腕を掴まれたまま歩き出す。今度は彼女も抵抗することなくついてくるようだ。
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			『本当に助かりました。私はアメリア・ベネットと申します。お名前を教えてください』

			『ユウヤ・カシワギです。ベネットさんはどちらからいらしたんですか？』

			　何とはなしに自己紹介から会話を再開する。

			『アメリアで良いですよ。私は仕事でスコットランドから来ました』

			『えっと、仕事って、メイドさん？』

			『いえ、メイドの真(ま)似(ね)事のようなこともしていますが、言ってみれば秘書のようなものでしょうか。この服はただの趣味です』

			　ますますよくわかりません。ってか、やっぱり変な人だった。

			　その後は、安心したのか上機嫌で色々と話すアメリアさんに適当に相づちをうっている間に、目的地に到着した。別に会話に消極的だったわけじゃなく、単に怒濤のように話すアメリアさんに割り込むことができなかっただけである。

			　いつのまにか、俺の腕を抱え込むように抱きしめたアメリアさんの感触に気をとられ気味だったのも、否定できない。どこの感触かは言えないが。

			　到着したのは大きなタワーマンション。賃貸か分譲かは知らないが、とっても高級そうだ。

			『ここで間違いないですか？』

			『もう着いちゃいましたか。ええ、ここで間違いありません。本当にありがとうございました。あの……』

			『それじゃ、俺は行きますので、じゃあ』

			　アメリアさんが何か言いかけるが、構わず俺はその場を離れる。理由は、恐そうな顔の厳(いか)つい男が２人ほど、アメリアさんを見つけて駆け寄ってきたからだ。

			　疚しいことをしているつもりはないが、これ以上面倒なことは御免である。

			　逃げ出した風に見えないよう気を付けながら、足早に斎藤のマンションへ急ぐことにした。

			　

			　

			　Side　アメリア

			　バタンッ。

			「ふう」

			　部屋に戻った私はようやくひと息つくことができました。

			　今日は大変でした。昼過ぎにちょっと買い忘れていたものを思い出して、小銭入れだけ持って買い物に出たのが大間違い。

			　駅まで行くのは問題なかったのですが、いざ買い物を終えて帰ろうとしたら、道がまったくわかりません。

			　見覚えのある道を逆に辿(たど)ったのですが、出たのは全然知らないところ。何とか駅まで戻ることはできたものの、闇雲に歩き回っても先ほどの二の舞です。幸い小銭入れにマンションまでの住所を書いたメモが入れてありましたので、人に尋ねることにしました。

			　ですが！　まず人がつかまりません。いえ、人はいるのです。けれどどういうわけか、私が近寄るとサッと身を翻(ひるがえ)して逃げてしまうのです。男性も女性も、若い人も年配の人も、近寄ることすらできませんでした。一度、一気に間合いを詰めようともしましたが、本気で怯(おび)えた顔で見られたので心が折れました。

			　何人かの男性が声を掛けてはくれましたが、英語の発音が酷すぎて何を言っているのか凄く聞き取りづらく、私が必死に道を尋ねてもまったく理解できない様子でした。それはまるで、宇宙人とでも話しているようでした。

			　確かに私は少々のスコットランド訛りはありますが、それほど酷くはないはずです。それに標準英語でも話してみたのですが、それも通じませんでした。

			　結論、日本人は英語ができない。プラス、外国人を見ると逃げる。そう判断しました。

			　決して、私の容姿が日本人に受け入れられないからということはないはずです。た、確かに日本人の女性は非常に若く見えます。先日テレビで見たキャスターの女性は、同じくらいの歳かと思っていたら40歳過ぎてました。かなりショックを受けました。

			　とはいえ、私だってまだ20代です。まだまだいける、はずです。

			　コホン！

			　途方に暮れましたが、諦めるわけにもいきませんので近くの人に声を掛け続けました。すると、私を熱く見つめる視線を感じたのでそちらに目をやると、日本人としてはかなりの長身の若い男性がこちらを見ています。

			　イヤらしい目ではありません。それに凹(おう)凸(とつ)の少ない東洋人顔ですが、なかなか悪くない。身体つきもガッシリしていて、鍛えられた腕がシャツから伸びています。うん、割と、いえ、ぶっちゃけ結構好みですね。

			　今の私の苦境を何とかしてくれるのであれば、少しサービスしてあげても良いくらいです。

			　それはともかく、逃げない日本人は極めて貴重なのです。このチャンスを生かすべく、驚かせないように且(か)つ速やかに近寄って話しかけてみました。

			　すると、なんということでしょう。返ってきたのは、紛うことないスコットランド英語ではないですか。ごく自然でスッと耳に入ってくる、遠く離れた故郷の言葉。品のないアメリカ英語やごくたまに粗雑なコックニー(ロンドン)訛りの英語しか聞くことのできなかった日本で耳にできるとは。

			　この縁を逃がすわけにはいきません。私は彼の腕をガッシリと掴み、ついでに胸の谷間に挟み込むことでハートも鷲(わし)掴みです。

			　彼は私を、探している場所まで案内すると言ってくれました。てっきり誘っているのかと思いましたが違うようです。冗談めかして挑発してみましたが、否定されてしまいました。実に残念です。

			　彼と歩く道は甘美なものでしたが、それほど離れていなかったためにあっという間に終わってしまいました。連絡先も聞けないままです。それもこれも警備担当のビーンとロッシュが彼を驚かせたからです。逃げるように彼は立ち去ってしまいました。今期の彼らの査定を３段階ほど落とすのが確定した瞬間です。

			　とはいえ、諦めるのはまだ早いでしょう。わずかな会話の中で、彼もこの街に住んでいるのはわかりましたから、会えることもあるはずです。

			　彼の凛(り)々(り)しい顔と甘い声を思い出しつつ、歩き回って汗を吸ってしまったメイド服を着替えます。本当はシャワーを浴びたいのですが、まだ仕事中なので諦めましょう。クローゼットから洗濯済みのメイド服を取り出して着替え、リビングに行くと、お嬢様がキッチンでゴソゴソと何かをしています。

			「お嬢様、お茶ですか？」

			「あ、アメリア、ええ、紅茶を飲みたくなったから淹れようと思って」

			　家事能力が壊滅しているお嬢様にお茶を淹れさせれば、余計な仕事が増えます。大人しく座っていてもらいましょう。

			「アメリア出かけていたの？　とても機嫌が良さそうだけど、何かあった？」

			　私が淹れた紅茶を飲みながら、お嬢様が聞いてきました。相変わらず勘は鋭いですね。とはいえ、別に隠すようなことでもありませんから、今日会った彼のことを話しました。

			「へぇ、スコットランド英語を話す男の人ねぇ。カレッジにもいるわよ。ひょっとしたら同じ人かもね。ユーヤっていうんだけど」

			　ま、まさか。

			「お、お嬢様、その方のファミリーネームはもしかして『カシワギ』ですか？　それにカレッジというと、その人はもしかして学生ですか？　その、講師とかではなく？」

			　恐る恐る聞いた私にお嬢様の答えは非情でした。

			「ええ、間違いなく『カシワギ』よ。カレッジの２年生。歳は20歳って言ってたわね」

			　20歳……私の９歳年下……。

			　失恋の理由としては切なすぎます。

			「言っておくけどアメリア。ユーヤには恋人がいるわよ。とても仲睦(むつ)まじくて、見ていて恥ずかしいくらいの。私はその彼女とも友達なんだから、変な気起こさないでよね」

			「あまりのショックで仕事ができそうにありません。当分の間、具体的には恋人ができるまでお休みをいただきたいのですが」

			「馬鹿なこと言ってるんじゃないわよ！　あなたに恋人ができるなんて、いつになるのよ」

			「お嬢様に巻き込まれなければ、今頃私は結婚して幸せな家庭を築いているはずでした。それなのに、エディンバラだけでは飽きたらず日本への留学まで。そのせいで私は20代最後の誕生日をお１人様で迎えることに……」

			　そう、私は元々大学をそれなりに優秀な成績で卒業して、とある大手投資コンサルタント会社で働いていたのです。そこがお嬢様の父上が所有する会社だったのですが、実はその前、大学在学中にお嬢様の家庭教師をさせて頂いており、その時から旦那様は随分と良くしてくださいました。事情があって学費を払えなくなった時には、援助までして頂いたのです。

			　ただそのせいで、お嬢様が進学のためにエディンバラに移ったときも、そして今回の日本留学も、同行して娘を助けて欲しいと言われれば断りづらいのです。

			「そ、それは私のせいじゃないでしょ？　それにエディンバラに移ったときは『ダメ男に引っかかって別れたい』からちょうど良いって喜んでたじゃない」

			　ぐっ、それを言われると弱い。確かに私はあまり男運が良くないのです。決してモテないわけではないのですが。ええ、モテないわけじゃないのです。

			「そ、それでも、貴重な時間をお嬢様のために費やしているのは間違いありません。はい、ぶっちゃけ恋人が欲しいのです。結婚もしたいです。高齢出産とか嫌なんです」

			「わ、わかったわよ！　スコットランドに帰ったら、あなたの希望する条件に見合う男性を紹介できるように、お父様に頼んでおくから！」

			「……一度紹介したら、上手くいかなくても後は知らないとか？」

			「ちゃ、ちゃんと最後まで、アメリアが幸せな結婚ができるまで面倒見るわよ！」

			　言(げん)質(ち)とりました。これで、そんなことは覚えてないとか言わせません。うん、ちゃんと録音できてますね。

			　私は先日ビッ○カメラで買ったペンタイプのボイスレコーダーを、即座にチェックします。

			「あ、あなたねぇ、そこまでする？」

			　放っておいてください。資産家で古くからスコットランド貴族の称号を持つ家のお嬢様には、わからない苦しみなのです。

			　お嬢様ほど恵まれた環境であれば、たとえ日本への留学の真の目的が、マンガやアニメを心ゆくまで堪能したいという俗に塗れたものであっても、神秘主義に傾倒しすぎて日本のパワースポットを網(もう)羅(ら)したりオンミョードーやらミッキョーなどという怪しげな儀式を体験したいというくだらないものであっても、何とでもなるのです。

			「そ、そこまで言わなくても良いじゃないの！」

			　しかし！　私のような庶民にはそうそうチャンスは訪れないのですから、利用できるものはなんでも利用するのです。

			　まぁ、お嬢様の場合は血筋もあるのでしょうかね。代々、魔術とか錬金術を研究していた家系だそうですし。

			「い、良いじゃない。好きなんだから。あ、そうそう！　ユーヤで思い出したわ！」

			「誤魔化し方が雑ですね」

			「うるさい！　そうじゃなくて、今度、ユーヤとその恋人のアカネと一緒に有名な神社に行くことになったから、車の用意をお願いね」

			「わかりました。日程と人数が決まったら改めて教えてください」

			　憂いが少しだけ解消した私は、大きな心でお嬢様の我(わ)が儘(まま)にも付き合えそうです。

			　まぁ、なんだかんだで長い時間を共にしていますからね。もうしばらくは振り回されてあげても良いでしょう。

			　私が幸せな結婚を実現するまで、ですがね。

			　

			　

			　Side　裕哉

			『ユーヤ、持ってきたわよ』

			『お！　本当か？　ありがとう！』

			　講義を受けるために早めに教室に入っていた俺は、ちょうど同じ講義を取っていたルーシーの言葉に笑みを浮かべる。

			『といっても、あまり人に見せるものじゃないから、講義が終わったら別の場所で』

			『わかってる。ん～、じゃあ４限が終わった後、俺と茜が所属しているサークルの部室はどうだ？　その時間なら多分人いないと思うし。今日は俺も茜も５限取ってないから』

			『それで良いわよ。私も午後は特に受けたい講義ないから』

			　本来ルーシーの籍は、スコットランドの首都エディンバラにある、エディンバラ大学の人文科学・社会学部だそうだ。16世紀に設立されたヨーロッパでも有数の名門大学で、シャーロックホームズシリーズのアーサー・コナン・ドイルや、電話を発明したアレクサンダー・グラハム・ベルの出身大学としても有名だ。

			　ルーシーはこのエディンバラ大学を休学する形で留学している。こっちの大学で単位を取得することもできるらしいのだが、色々手続き上の煩雑さもあり、また彼女自身がエディンバラ大学の講義をしっかり受けたいと思っているので、そうするつもりはないそうだ。なので興味のある講義には学部問わず顔を出しているし、逆に興味がなければ経済学部の講義でも出席しないことが多い。

			　俺は茜に、４限が終わったら購買で食べる物を買って部室に集合するようにとメールを送る。

			　少し経って、了解の返事があった。

			　そしていつも通り学生の本分である講義を受け、ルーシーと連れ立って購買へ行き昼飯を買う。

			　ルーシーと一緒にいると、男共の視線が突き刺さって居心地が非常に悪い。今も、刺すような嫉妬の視線が俺に降り注いでいる。この連中は俺に茜という彼女がいることも、茜とルーシーが仲が良いことも知っているはずなんだけどな。なかなか感情というものは厄介らしい。

			　俺１人で学内を歩いていると、高い確率で上から物が降ってきたり横からボールやバット、石や犬のウンコまで飛んでくる。いい加減そろそろキレようかと思っているところだ。それでも、茜やルーシーと一緒にいるときは何もしてこないだけ、まだ理性は残っているらしい。

			　部室の前まで行くと、ちょうど茜も来たところだった。

			　予想通り部室には誰もいない。

			　ルーシーの持ってきた物は楽しみだが、まずは食事を済ませようということでウエットティッシュで机の上を拭いて、買ってきた食べ物を並べる。といってもルーシーはサンドイッチ１パックとオレンジジュースだけだし、茜は総菜パンを２つにサラダとコーヒーだ。俺は唐揚げ弁当と総菜パンを３つに、ペットボトルのお茶だ。燃費の違いが顕(けん)著(ちよ)だな。

			　軽い雑談をしつつ、さっさと食事を終わらせる。

			『そんなに楽しみだったの？　あれだけあったランチが、あっという間に消えていったけど』

			『まぁな。そりゃケルトの占い道具と聞けば、やっぱ気になるよ』

			『あ、あはは、私も結構興味ある』

			　そう。今日ルーシーが持ってきたのは、以前話に聞いた、ウァテスだった祖母から譲り受けたという占いの道具である。

			　先日、俺と茜はルーシーと一緒に、長野県北西部にある戸(と)隠(がくし)神社に行ってきた。全国的にも有名なパワースポットで、天(あま)照(てらす)大(おおみ)神(かみ)が隠れた天(あまの)岩(いわ)戸(と)をこじ開けた大力の神、天手力雄命(あめのたぢからおのみこと)を祀(まつ)っている奥社が特に有名だ。天手力雄命が投げ飛ばした天岩戸が現在の戸隠山であるという伝説があり、他にも日本神話に縁のある神々が祀られている。ルーシーは以前から行ってみたかったらしい。

			　参道の手前までは車が入れるが、そこからは歩きだ。驚くほど太く大きな杉が立ち並ぶ参道を２キロ以上歩くのだが、長い期間信仰の対象とされた神社は静(せい)謐(ひつ)で荘厳な空気に包まれていて、意外な新鮮さがあった。

			　特にルーシーのはしゃぎようは凄かったのだが、参道の往復の時にスコットランドの宗教やケルトの占いの話が出たので、思い切って見てみたいとお願いしたのだ。

			　少し考える素振りはみせたものの、最終的にルーシーは笑って了承してくれた。そして、今日持ってきてくれたというわけだ。

			『これが、私の祖母が使っていた占いの道具よ』

			　そう言ってカバンから包みを取り出し、机に広げる。

			　そこには木の瘤(こぶ)のようなものから枝が数本出ている木(もつ)塊(かい)と、13枚の手の平大の木の板がある。

			　木塊は直径20センチくらいで、枝は瘤から７～８センチで切り揃えられている。横から見ると鏡(かがみ)餅(もち)のようなシルエットだ。木の板は楕円に近い四角で、大きさはすべて同じくらい。無(む)垢(く)で素材が違うのか、色や木目の入り方などがすべて異なるようだ。そして中央に、何か記号のようなものが刻まれている。

			『ケルトの人達にとって神聖なものであるオークの木に付いた宿り木と、守護樹木とされている13種の木板よ。中央に書かれているのは、オガム文字と呼ばれているらしいわ。これで占いをしていたの』

			　素材自体は素朴で、水晶やタロットのような、いかにもな神秘性はない。だが、長く占いで使われていたからか、俺の目には微(かす)かに魔力が籠(こ)もっているのが見えた。

			　とはいっても、何かに影響するほどの強さではない。これ単体ではとても魔法具と呼べるような代物じゃないが、確かにこれはこの世界の魔法の残(ざん)滓(し)であり、魔法具の名残なのだろう。

			『えっと、ルーシーはこれの使い方を知っているの？』

			　道具を見れば、それを使っているところも見てみたくなるのが人情というものだろう。茜が期待を込めた目でルーシーを見る。実のところ俺も見てみたい。

			『え、ええ。少し、というか、ひとつだけなら占い方を知ってるわ。本当はいくつかやり方があるらしいのだけれど、私はひとつしか祖母から教わることができなかったから。ただ、ここじゃできないわ。土の上じゃないと』

			　少し躊躇った後、茜の視線にほだされたのか、そう言って実践してくれることになった。

			　占ってもらう内容は、ごくオーソドックスに茜の恋愛運である。何故に俺という彼氏！　がいながらそれをチョイスしたのか、小一時間ほど問い詰めたい。これで、近い将来運命の人が現れますとか言われたら泣くぞ。

			　まぁそれはともかく、占いとはいえ初めて見る異世界の魔法、いやこの世界の魔法か、ややこしいな。魔法に関しては異世界(向こう)が主眼になってしまうな。

			　こっちの世界では魔法はほとんどが失伝しているという話なので、あまり期待すると拍子抜けしてしまうかもしれないが、それでも内心のワクワク感が止まらない。

			　土、というか屋外でコンクリやアスファルトじゃなければ問題ないらしいので、一旦部室を出てあまり人の来ない大学の外れ、数本の桜と芝が敷かれた一角に移動する。

			　ルーシーは芝の上に座ると、まず宿り木を置いた。そして５枚の木板をその手前に３枚と２枚に分けて並べる。この時点からすでに占いは始まっているのか、ルーシーは捲(まく)れ上がったスカートから太ももが覗(のぞ)いているのを気にする様子がない。
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			　思わず視線が引き寄せられてしまう。しょうがないよね男の子だもん。だからそんな怖い目で見ないでください、茜さん。

			　何とか視線を太ももから引きはがし、改めてルーシーの動作を見る。

			　ルーシーは小声で何か呟きながら、残りの木板を１枚ずつ宿り木の上に乗せ、それをまた手にとって並べてある木板の手前に重ねて置いていく。

			　呟いているのは英語ではなく、別の言語のようだ。言語理解の魔法のおかげで内容は理解できるのだが、言葉自体は聞いたことのないものだった。

			　まず大いなる自然への感謝、それから聖なる宿り木と神聖な木々に力を乞う言葉が続き、知りたい内容へと繋がっていく。その後は意味不明ないくつかの単語、多分呪文のようなものなのだろう。

			　手で持っていた木板のすべてで同じ動作を繰り返し、それが終わると並べた木板を再度束ね、数回シャッフルするように混ぜ合わせる。そして束ねた木板を50センチほどの高さから宿り木に落とすと、木板はバラバラに周囲に散らばった。

			　一つ一つの動作にどういう意味があるのかはわからない。多分、トランプやタロットのように不作為にシャッフルすることで、木板が意味する内容を占いに当てはめていくのだろうが、それよりも俺が注目したのは、ルーシーの魔力の流れだった。

			　ルーシーは魔術師ではない。というか、魔力量も魔力制御も俺の知る異世界(向こう)の魔術師とは大きく隔たっている。多分異世界の一般的な平民の方が、よほどレベルが高いだろう。ごく簡単な初級魔法なら使える人は少なくないからな。魔力自体は異世界の人もこっちの人も普通にあるし。

			　その意味ではあまりに稚(ち)拙(せつ)で魔法と呼べるようなレベルではないが、占いを始めてからルーシーの持っている魔力が明らかな意思の下(もと)に動き、占いの道具に流れ込んでいた。そして道具は、その魔力を受けて何らかの反応をしている。

			　俺ではそれ以上のことは判断が付かないが、レイリアあたりが見ればもっと詳しくわかるだろう。とにかく、こちらの世界の人であるルーシーが、異世界とは異なる手法で魔法を行使したことは間違いない。

			　実に感動ものである。だって、剣と魔法のファンタジー世界ならともかく、魔法なんてのはただのフィクションだと考えられているこの地球で、確かに魔法が存在して使われたんだから。

			『えっと、占いの結果が出たわ。……アカネの恋愛、だけど、その、とっても変な結果なの。恋愛自体は上手くいくと思うわ。でもえっと、その相手にアカネとあと３人が示されている。このまま解釈すると、アカネの相手には全部で４人の恋人がいることになるんだけど……』

			　そう言って俺をチラッと見るルーシー。

			『う～ん、どういうことなのかしら。相手がユーヤなのは間違いないと思うんだけど、ごめんね、私もあまり詳しく読み取ることまではできないから』

			　何だろう、非常に引っかかる内容だな。３人……い、いや、なぁ。

			　茜も同じことに思い至ったのか、俺と目が合うと困ったような苦笑いだ。

			『大丈夫だよ。ありがとうルーシー。私もちょっと思い当たることがあるし、多分当たってるんじゃないかな』

			　いや、俺にそんな気はないぞ。そもそもそんな甲斐性ないし。

			『そう？　まぁ、３人の人物とは明示されているけど、必ずしも恋人とは限らないし、近しい人って解釈もできるから、あまり気にしないでね。私なんか、ほとんど見よう見まねの素人なんだから、必ず当たるってわけじゃないしね。祖母だったら、多分違う解釈になってると思うわ』

			　ルーシーが気を使ってそう言い足す。

			　そう、その通りだ！

			『そ、それよりもさ、その木や動作の意味とか聞いてもいいか？』

			　変な方向に行く前に話題を変えてしまおう。

			『そうね。えっとね、ケルトの文化では樹木はとても重要な意味を持っていて……』

			　幸いにもルーシーも話題転換に乗ってくれて、知っている範囲で色々と説明してくれた。

			　それからしばらく、ケルト人の風習とかヨーロッパの魔術や錬金術について軽い調子で話を重ね、５限終了のチャイムを合図に解散した。

			　どうやらルーシーは、そういった神秘主義的な方面の知識も豊富なようだ。素直に感心したのでそう言うと、何故か大いに慌てていた。何でだ？

			　

			　それからしばらくは平穏な日々が続いている。

			　バイトに行ったり、茜とツーリングデートしたり、学内で駄(だ)弁(べ)ったり、時々ルーシーも交えて学食で食事をしたり。

			　まぁ、突然教授に呼び出されて難題を押しつけられたりもしたのだが、それはまた別の話である。

			　その日、たまたま同じ講義を取っていたサークルの山崎と、他愛ない話に興じながら次の必須講義のある教室に移動中、大きな声が響いた。

			「ん？　なんだ？」

			　俺と山崎は顔を見合わせる。

			　うちの大学は、一部の古い校舎以外は建物の中央部分に階段があり、奥側にエレベーターが設置されているのだが、階段周囲は少し広いロビーのようになっている。

			　俺達は上に行くためにその手前まで来ていたのだが、声は上の階のロビーから響いてくるようだった。男の怒鳴り声みたいだけど。

			「あれって、ビビット須(す)藤(どう)じゃね？」

			　山崎が階段下から見上げて言う。

			　俺も同じように窺うと、確かに見覚えのある似(え)非(せ)イケメンが誰かに怒鳴っているようだ。しかも英語で。

			　この、ビビット須藤と山崎が呼んだ男。本名は確か須藤タクミだかタクヤだかいったと思うが、中学までイギリスにいた帰国子女ってのが自慢の、いけ好かない奴だ。やたらと英国帰りを鼻にかけて、立場の弱い奴をこき下ろすなかなかイイ性格をしている男で、そのくせ身体の大きな奴や強(こわ)面(もて)の奴相手には卑(ひ)屈(くつ)になるというビビりである。

			　何故かやたらと、元イングランド代表のサッカー選手ベッ○ムを引き合いに出すので、一部でそのファーストネームをもじってビビットと呼ばれている。

			「んで、あのバカの被害者は誰よ」

			「ん～、人が邪魔で、あっ！　あれルーシーさんじゃん！」

			　山崎が驚いた声で呟く。

			　山崎に限らず、サークルメンバーや比較的親しい学部の連中は、俺を介してルーシーと何度も話をしたりしている。というか、嫉妬の視線が怖かったので簡単に紹介しておいたのだ。

			　ともかく、俺は須藤のことは嫌いなので、どちらにしてもアイツの被害者ならばほぼ問答無用で味方しようとは思っていたが、ルーシーならば尚更だ。

			　急いで階段に足を掛けると、声が鮮明に聞こえてきた。

			『何お高くとまってんだよ、僕がこんなに声を掛けてるのに！　ああ、そういえばスコットランドってＵＫの中でも田舎だったか？　だからあんな下品な連中と平気で仲良くしてるんだな』

			　……馬鹿だ。底抜けの馬鹿がいる。

			　日本だと〝イギリス〟って一口に言ってしまっているが、広く知られているようにイギリスという国は存在しない。単に日本人が江戸時代に交流があったのがイングランドの人だったために、ポルトガル語でイングランドを表す〝イングレス〟が変じたものらしい。

			　正式名称はグレートブリテン及び北アイルランド連合王国（United Kingdom of Great Britain and Northern Ireland）で、略す場合はＵＫあるいは単にブリテン（Britain）と呼ばれる。首都機能がロンドンに集中していて人口も桁(けた)違いなためにイングランドが中心のように見えるが、ＵＫの首都というのは明確には定められていないし、構成する４つの国はそれぞれ首都を持つ。

			　そしてそれぞれの国は、日本の都道府県とは比較にならないほど高度な自治権が認められているし、そこに住む人は自分達の国の伝統や文化に誇りと並々ならぬこだわりを持っている。特にスコットランドは法形態ですら他の３カ国とは異なるし（もちろんＵＫの法律が上位法とはなっているが、その法律自体スコットランドの同意が必要らしい）、ＵＫからの独立の賛否を問う国民投票では、独立賛成派と反対派が拮(きつ)抗(こう)するという結果になるほど、独立独歩の気風が強い（他の３カ国は独立反対派が大多数）。

			　ヨーロッパでも有数の金融センターを擁(よう)し、ＩＴ産業も盛んだ。北海油田もある。ある意味、イングランド以上に安定した経済を誇るのだ。

			　そんなスコットランド人に対して、十数年外国人としてちょっとロンドンに滞在しただけの日本人が訳知り顔で祖国を馬鹿にすれば、どんな感情を持たれるかなんて、考えなくてもわかるだろうに。

			『さっきから聞いていれば、あなたはいったい何様のつもりなの？　私が話をする相手は私が決めるわ。少しコックニー(ロンドン)訛りの下手くそな英語ができるくらいで親しげにされたら迷惑よ！　あなたが自分にどれくらい自信を持ってるかは知らないけれど、私はあなたに何一つ魅力を感じないわ。二度と私に話しかけないで！』

			『な?!』

			　わぁお。

			　初めて見るが、ルーシーも怒ると結構キツいな。まぁ、この程度言われて当然だが。

			　須藤はルーシーの剣幕に顔が青くなる。相変わらずのビビりである。その後、言われた内容を理解したのか、怒りに顔が赤く染まる。

			　言いたいことを言い終えたルーシーが踵(きびす)を返して階段に向かう。それを、金切り声を上げながら須藤が追いかけ、そしてルーシーの肩を強く突いた。

			『え？』

			　あまりの予想外の事態に、周囲に集まっていた野次馬連中も固まる。階段を降りようとしていたルーシーは、そのまま宙に浮く形となったのだ。

			『キャァァァァ!!』

			「ッチッ！」

			　ルーシーの剣幕に毒気を抜かれて足を止めていた俺は慌てて踏み出す、が、タイミング的にちょっと厳しい。クソッ、もう２、３歩上っておくべきだった。

			　即座に、ルーシーが落下しようとしている地点にごく小さな風魔法(エアハンマー)を叩きつける。エアハンマーの風圧で一瞬落下が止まる。その隙(すき)に階段下の床とルーシーの間に身体を滑り込ませる。

			「ヨッと！」

			『キャッ』

			「うぎゃぁ!!」

			　あ、踏み出すときに山崎の肩を掴んでグイッとやったから転げ落ちたか？　まぁいいか。ルーシーを助ける役に立ったんだから本望だろう。うん。

			『あ、ありがとう。その、大丈夫？』

			『俺は大丈夫。怪我はないか？』

			　俺に受け止められたルーシーは、一瞬呆(ほう)けるもすぐに慌ててお礼を言ってきた。

			　とっさにお礼と相手への気遣いが言えるのは、本当に良い娘だよな。

			『ちょっと！　あなたどういうつもり?!　絶対に許さないわよ！』

			「え？　あ！　そ、その」

			　俺が感心している間にルーシーは階段を駆け上がり、須藤にくってかかる。

			「あ、あの、何を」

			　自分のしたことが理解できていないのか、ルーシーに怒鳴りつけられても須藤は呆然としたままだ。

			『何とか言いなさいよ！　ユーヤが助けてくれなかったら大怪我してたわよ！　自分の思い通りにならないから突き飛ばすなんて！　頭が子供のままなら、家でママのおっぱいでもしゃぶってたら？　それともあなたは、親にそうしろとでも言われてるの？』

			『あ～、その辺にしとけよ。言いたいことはわかるけどさ』

			　もの凄い剣幕で須藤を罵倒するルーシーの肩をポンポンと叩いて宥(なだ)める。

			『ユーヤ?!　で、でも、私だけじゃなくてあなたまで怪我させてしまうところだったのよ』

			『気持ちは嬉しいけどさ。まぁ、これ以上騒ぎが大きくなっても、ルーシーだって困るだろ？　後は俺に任せて』

			　そう言って笑いかけると、俺は須藤に向き直る。

			「須藤」

			「あ、か、柏木？」

			「ひとつ教えておいてやろう。ルーシーの家、な。ものすっげぇお金持ちらしくてな。マンションのワンフロアを娘の留学のためだけに借り切って、屈強なボディーガードを何人もつけてるんだよ。そんなお嬢様を、お前はフラれた腹いせに階段から突き落として殺そうとしたわけだ」

			　ニッコリと笑いながら現状を教えてやる、優しい俺。

			　実際に言ってることは本当だしな。この間、戸隠神社に一緒に行ったときにすっごい高級車で迎えに来た上に、ボディーガードも４人ついてきたし。親御さんは大学内でも付けておきたかったらしいが、それじゃ息が詰まるとルーシーが拒絶したそうだ。マンションのこともその時に聞いた。

			「え、え？　い、いや、オ、オレ、殺そうとしてなんか」

			　客観的にどう見えるかようやく理解したのか、一瞬で蒼白になって言い訳を始める須藤。

			「お前の主観なんかどうでもいいんだよ。重要なのは、お前の行動が傍からどう見えるかということと、彼女が並外れたお嬢様で、かつ、スコットランドでも有数の名門大学で優秀な成績を収めている留学生だということ。そして一歩間違えれば、良くて大怪我、悪ければ死ぬような状況だったということだ」

			「そ、それは」

			「彼女の親御さんはどう思うかねぇ。ま、俺としては英国帰りしか自慢の種がない、いけ好かない奴なんて、死のうが消されようが闇に葬られようが刑務所で不審死しようが、別に構わないんだけどな」

			「！　…………」

			「明日も朝日が見られるといいなぁ。まぁ、頑張れよ」

			　俺の言葉に固まる須藤の肩を叩いて、踵を返した。

			　これくらいは脅しても良いだろう。俺としてはザマぁで、ちょっとスッキリだ。性格悪い？　上等だよ。

			『あ、あのユーヤ。その……』

			『ん？　ルーシー、どこか痛むところでもあるか？』

			　内心で人の悪い笑みを浮かべる俺に、ルーシーは何か言いたそうなそぶりを見せる。

			『い、いえ、大丈夫。何でもないわ。助けてくれてありがとう』

			　そう言ってルーシーはぎこちない笑みを浮かべた。

			　……何で？

		

	
		
			Side Story　お嬢様の目(もく)論(ろ)見(み)

			　

			　私はここ数日のことを思い返す。

			　

			　荒い息を整えながら、最後の難関である石段を登る。

			『お～い、大丈夫かぁ？』

			『ルーシー、あとちょっとだからね。頑張って』

			　私の前で大柄な身体を豹(ひよう)のように軽やかに運びながら笑う青年と、私の隣で手を差し伸べながら励ましてくれる女性。

			　青年はユーヤ・カシワギという、私の留学先の大学で経済学を学ぶ学生だ。欧米人にも引けを取らないほどの長身と細身ながら鍛え上げられた体(たい)躯(く)を持ち、それでいて成績も優秀なようだ。不思議な存在感と人懐っこそうな表情で、大学内でも割と人気があるという。

			　女性の方はアカネ・クドウ。明るい表情と気さくな人柄、私よりも小柄ながらメリハリのあるスタイルで、こちらも学内の男性によく声を掛けられている。何よりも、東洋人らしい肌理(きめ)の細かな肌としっとりとした艶のある髪が羨ましい。

			　この２人は恋人同士らしいが、ユーヤが出席していた講義に私が聴講に行ったことで知り合えた。

			　何よりも幸運なのが、この２人は誰に習ったのか英語、特にスコットランド英語が非常に堪能なのだ。いえ、もうネイティブと言ってもおかしくないほど。だから私は、日本にいながら母国語で会話できる友人を得たことになる。

			　日本に来るため、というわけでもないけれど、日本語はかなり勉強したし、一応日常会話程度なら不自由はしていない。けれど、やはり複雑な言語である日本語では、言いたいことが伝わらないことも多々あるので非常に助かっている。

			　そんな２人と共にその日やってきたのは、海外でも知られている日本のパワースポットのひとつ、戸隠神社だ。

			　舗装された山道を通り、奥社へ続く参道近くまで車でやってきて駐車する。そして本番はここから。

			　案内に従って鳥居をくぐり、杉並木に囲まれた参道を登る。この１本１本の杉が１人では手を回せないほどの太さで、天まで届くかのようにまっすぐ上に向かって立っている。そんな凄い木が何百本も参道の両側に立ち並んでいる光景は、もうこれだけでも来た甲斐があったと思えるほど神秘的で素晴らしいものだった。

			　樹木を神聖なものとして崇(あが)めていたケルト人の血を引く私としては、時間を忘れて見入ってしまいそうなくらい。

			　ただ、問題はここからだった。

			　素晴らしい景色に感動しつつ、ユーヤ達と会話を楽しみながら歩いていたのだけれど、これが結構大変だったのだ。

			　参道は、道とはいっても平坦ではない緩やかな登りで、所々苔(こけ)むして滑りやすい。半分ほどのところにある随(ずい)神(じん)門(もん)を通る頃には、すっかり息が上がってしまった。少し前からアカネに手を引いてもらっているくらい。

			『ルーシー、体力なさ過ぎだろう』

			『う、うるさいわね。しょうがないでしょ？　まさかこんなに山道がきついなんて思ってなかったんだから』

			　見るからに体力のありそうなユーヤはともかく、アカネも平然としているのだ。やっぱりマンガやアニメを見てばかりじゃなく、少しは運動した方が良さそう。

			　ちなみに、今日は私達だけじゃなくて、私の世話を色々としてくれているアメリアと、護衛を担当しているビーンにロッシュも数歩後ろをついてきている。あと２人いるが車で待機している。見ると、ビーンとロッシュだけじゃなくアメリアも平気そうな顔をしている。

			『熊(くま)野(の)古(こ)道(どう)の小(こ)辺(へ)路(ち)を歩きたいとか言ってたろ？　あっちは確か70キロくらいの距離で、もっと険しい山道を何泊かしなきゃならないはずだぞ？』

			　……really?

			　え？　そうなの？　えっと、で、でも、高(こう)野(や)山(さん)から熊野三山に繋がる小辺路は、是非とも行ってみたい場所よ。折角日本に来たんだから、絶対に外せないわ。

			　……明日からウォーキングでもしよう。

			　奥社の手前にある九(く)頭(ず)龍(りゆう)社に参拝した後、さらに石段の先へ。

			　最後の石段を登り切りようやく奥社に辿り着くと、その荘厳な雰囲気に圧倒される。

			　戸隠山を背景として歴史を感じさせる木造のお社(やしろ)は、正に信仰を集める聖地に相応(ふさわ)しいと感じられた。

			　深呼吸すると何かが身体に入り込んできて身体の隅々まで巡っていくような、そんな感覚がある。本当に来て良かった。

			　しばらくは口を開くこともできず、ただその空気に身を委(ゆだ)ねた。どのくらい時間が経ったのか、ユーヤもアカネも少し離れたところで何も言わずに佇(たたず)んでいた。多分私が満足するまで待っていてくれたのだろう。

			　私がそちらを見ると近寄って来てくれた。それから参拝して、社の脇に立っていた説明の看板をユーヤに解説してもらい、奥社を後にする。

			　石段を下りるときは少し足元が危なかったが、帰りは少しだけ楽だった。

			　参道まで戻り、アカネが名物だと言うので蕎(そ)麦(ば)を食べる。どうにも啜(すす)る食べ方は上手くできなかったのが残念だ。まだまだ練習が足りないらしい。

			　意外だったのは、私達が蕎麦を食べる習慣がないと思われていたこと。確かに日本のような麺状にはしないけど、スコットランドでも蕎麦は普通に食べられている。実を炊いたリゾットや粗(あら)挽(び)きにしてガレットにしたり、クレープも蕎麦を混ぜたのは好きだし。

			　そんなふうに日本の友人達と一日を楽しく過ごせたのだけど、ひとつだけ少し困ったことが。

			　２人ともケルトの文化に興味があるようで、参道を歩いているときも色々な話をした。日本の文化との比較や共通点などは、私も実に興味をそそられるものが多かった。

			　それは良いのだけれど、その話の流れで祖母の使っていた占いの道具を見せて欲しいと頼まれたのだ。ところが、残念ながらケルトの占いは木を使った素朴なもので、一般的な水晶やタロー（タロットカード）を使った物に比べると、かなり地味なのだ。それに当時のヨーロッパにおける宗教的な環境もあったのだろうが、祖母は占いを人に見せるのをあまり良しとしなかった。

			　だから躊躇ったのだけれど、ユーヤやアカネの期待した目に負けてＯＫしてしまった。

			　

			　その数日後、占いを実際に披露することになったが、そこで気になることがあった。

			　祖母に教わってから何度もやっているけれど、その日は占いを始めた直後から自分の身体に木々のエネルギーが満ちてくるのをはっきりと感じたのだ。こんなことはこれまでなかった。もしかしたら、戸隠神社に行ったことが影響しているのかも。

			　ユーヤとアカネが、私の一挙手一投足に真剣な目を向けているのが肌で感じられた。特にユーヤからは、何か私のすべてを見透かすかのような視線を感じて、思わず胸が高鳴り集中を乱しそうになってしまった。

			　占いの結果でも予想外のことがあった。13枚の木板にはそれぞれ意味があるのだけれど、当たり前だがすべてのことをたった13枚で表せるはずがない。占いをする者がその木板を通した精霊の言葉を感じ、読み取ることで形になるのだ。そして、この時の占いの結果はいつになく鮮明なイメージが脳裏に浮かんだ。

			　内容そのものは、ちょっとアレな感じで、アカネを含めた４人の女性とユーヤの親しい関係を示(し)唆(さ)していた。まるでドン・ファン、いえ、どちらかというとカサノヴァかしら。

			　ちょっと羨ま…いえ、何でもないわ。

			　そのときはあまりに自分の占いが上手くいったので首を捻(ひね)ったものの、特に気にすることはなかった。まぁ、ユーヤの女性遍歴は大いに気になったけれど。

			　決定的なことが起こったのは今日。

			　私は１限、２限ともユーヤとは別の講義を取っていたのだけれど、そこにやたらと私に絡んでくる男がいた。

			　本人が言うには、セカンダリースクールの途中までロンドンで暮らしていたそうで、確かにそれなりに聞き取れる標準英語で話しかけてきた。ただ、あくまで〝それなり〟であって、ユーヤやアカネとは比ぶべくもない。

			　時折混じるコックニー(ロンドン)訛りも粗野で、ロンドンを頻繁に引き合いに出して自慢げに話す様子も、同郷の日本人を貶(おとし)めるような発言も不快感を抱くものだった。

			　適当に受け流していた私もいい加減イライラしてきたので、しつこく話しかけてくる彼に対して少し強い口調で拒絶の意思を伝える。

			　すると激高した彼は、私の愛するスコットランドを田舎呼ばわりし、さらにあろうことか日本の友人達までも侮辱する。

			　これには思わず感情的になってしまった。我慢していた分思いっきり怒鳴りつけ、彼を残して立ち去ろうとした直後、肩に強い衝撃を受けて前のめりになる。それも場所は階段の上。

			　悲鳴が口からこぼれ、衝撃を覚悟して身を固める。わずかな浮遊感の後、身体の下からもの凄い力を感じた。直後、まるで高品質な羽毛布団で突き上げられるように身体が浮き上がり、何かに包まれるような感触とほんの少しの衝撃が伝わる。

			　聞き覚えのある声がしたので固く閉じていた目を開けると、すぐ目の前にユーヤの顔が。

			　ビックリした。もの凄くドキドキする。これは驚いたせいだ。そうよ。

			　いきなりのことで頭の中が混乱するが、慌てて身体を起こす。多分すぐにお礼は言えたと思うけれど、正直自信がない。

			　ただ、どうしてこうなったのかはすぐに思い出した。

			　私は、突き落とした彼にくってかかる。彼は自分のしたことが理解できないのか、呆然と私の顔を見ているだけだ。

			　しばらく怒鳴りつけていると、ユーヤが私を宥めた。まだまだ言い足りなかったが、ユーヤが自分に任せろと意地悪そうな目で彼のことを見たので、何とか我慢することにした。私を助けてくれたユーヤがそうしろと言うのなら仕方がない。

			　ユーヤが彼に何を言ったのかは、ほとんど聞き取れなかった。結構な早口の日本語だったし、少し距離も取ったから。

			　けれど、ユーヤが言葉を掛けると彼の顔は見る間に土気色に変わり震えだしたので、相当な脅しを掛けたのだと想像できる。

			　その姿を見て少しだけ溜(りゆう)飲(いん)を下げた私は、ようやく冷静にものを考えられるようになった。そうすると、今度は疑問が浮かび上がってくる。

			　私が階段を降りようとしたとき、階下の踊り場にユーヤの姿はなかった。ただ、そのさらに下の階段途中にチラリと今ユーヤが着ている赤いシャツが見えた気がする。

			　その直後に私が階段から落ちたとして、そんなに早く私を抱きとめることなんてできるのだろうか。それに、床に叩きつけられる直前に感じた凄い力と、まるでエアーマットに突き上げられるような感触、あれは何だったんだろう。

			　そしてもう一つ――。

			　

			　その後の講義はまったく頭に入ることがなく、私は考えに考えた上で、ある結論に達した。

			　いくつか受けた誘いをすべて断って帰宅した私は、アメリアとロッシュを呼ぶ。

			「ユーヤのことを調べて欲しいの。できるだけ詳しく、スクール時代のことから家族のことまで。一月(ひとつき)くらい前に起こった事件でも活躍したって噂だから、そのことも」

			　私の言葉にアメリアは目を丸くする。

			「わ、私には恋人がいるとか言って諦めさせておきながら、お嬢様はストーカー行為に手を染める気ですか？」

			「違うわよっ！　彼のことが気になるだけよ！」

			「それをストーカーと言わずに、何をストーカーと言うんですか」

			「ち、違うから！　そういうんじゃなくて、彼は魔法使いよ！」

			　慌てて言いつのる私を見るアメリアの目が、まるでかわいそうな子供を見るようなものになる。

			「……お嬢様、お嬢様が月刊○ーも真っ青なくらい神秘狂いなのは知っていましたが、まさかここまでとは。旦那様にご報告しないとなりませんね。もう手遅れだと」

			「お嬢、私もさすがにそれはどうかと……」

			　アメリアのこの上なく失礼な言い草はともかく、ロッシュまで呆(あき)れた目で私を見る。

			　さすがに慌てて、どうしてそういう結論になったかを話す。

			　アメリアはそれを聞いても、まだ不審の目を向けたままだ。

			「しかし、それはたまたまユーヤさんの運動神経が優れていただけではありませんか？」

			「もちろんその可能性は私も考えたわ。でもそれだけじゃないのよ。私も後になって気付いたのだけれど、私ね、突き落としてきた男を責めたとき、英語じゃなくてゲール語だったの」

			「は？」

			　アメリアのなんともいえない間の抜けた顔を見て、ちょっとスッとする。

			　ゲール語、正確にはスコットランド・ゲール語といい、スコットランド国内ではれっきとした公用語である。しかし、外国人で話せる人はほとんどいない。英語が話せれば一切不自由しない上に、他国で活かせる場面もないし、同じゲール語でもアイルランドとは文法も発音も異なるからだ。

			　同じスコットランド人でも話せない人が多いけれど、私は祖母や幼い頃よく遊んだゲール語を話す友人の影響で、英語以上に慣れ親しんでいた。そのため、興奮するとつい口に出てしまうのだ。

			「そもそも、ユーヤとアカネのスコットランド英語は発音が完璧すぎるわ。いくらスコットランド人に習ったとしても、現地で何年も過ごさない限り身につくはずがないじゃない。ましてや、使う機会がほとんど考えられないゲール語を覚えられるはずないわよ。いくら彼が優秀でもね。方法とか理屈なんかは想像も付かないけど、彼らがある種の特殊な異能を持っているとしか考えられないわ。

			　それともうひとつ。アカネが身につけているネックレス、とても精緻なデザインでプラチナ製だったのだけど、手にした瞬間、不思議な力を感じたわ。まるでお祖母(ばあ)様の道具を手にしたときのような。

			　それにゴールドやシルバーならともかく、プラチナをただの大学生が加工なんてできるのかしら。イギリスやフランスの宝飾業界ですら、加工の難しさから近代に入るまでほとんどプラチナを宝飾品に使わなかったくらいなのよ？」

			　さらにユーヤの持つあの不思議な存在感。これまでは、ある種のカリスマ的なものかと思っていたけれど、噂では武器を持った男達を相手に、寄せ付けないほどの強さを見せつけたらしいし、やっぱり普通じゃないと思う。

			「ロッシュはどう思うの？　戸隠に行ったときに会ったでしょ？　彼の強さとか雰囲気とか、何か感じたことはない？」

			　私は、黙って聞いていたロッシュに話を振ってみる。

			「私が感じたこと、ですか？　そうですね、最初に会って感じたのは『絶対に敵対しちゃいけない』ってことですね。ありゃあヤバい。アリーは感じなかったらしいんですが、ビーンは一瞬構えそうになってましたしね。正直、どんなに武装しても勝てないかもしれないって思ったのは確かです」

			　……えっと、返ってきた答えが予想以上すぎて困るんだけれど？

			　ロッシュはＵＫ海軍の特殊部隊ＳＢＳ（Special Boat Service）にいた経験がある。イラク戦争や中東ソマリアの海賊対策の作戦にも参加したことのある、実戦経験者だ。うちの家の護衛の中でもダントツの腕を持っているはず。そのロッシュにそこまで言わせるユーヤっていったい。

			「とにかく、わかりました。まぁ、お嬢様の安全確保のためにも周囲の人を調べるのはおかしくはありませんからね。ただ、ユーヤさんの性癖や情事に関することがわかっても、報告からは外しますからね」

			「そ、そそそんなこと誰も報告しろなんて言ってないわよ！」

			　アメリアが余計なことを付け足したので、顔に熱が集まる。ちょ、ちょっと興味はある、かも？

			「ま、私も彼に関しては少々興味がありますからね。どんな修羅場をくぐり抜ければ、あの歳であれほどの圧力を身につけられるのか、別方面から調べてみますよ」

			　ロッシュもそう請け負ってくれた。

			　まあなんにせよ、目的は果たせそうなので安心する。

			　彼の能力が魔法かどうかはわからないけれど、せめてその一端でも掴みたい。そしてできれば、教えてもらったりしてみたい。

			　目指せ子供の頃に夢見た魔法使い！

			　…………色仕掛けとか、通じないかしら。

		

	
		
			勇者の教育実習

			　

			「え～、と言うわけで、皆さんにはこれからの季節、身体に気を付けて……」

			　眠気を誘うＢＧＭのような声を聞きながら、俺は必死に欠伸(あくび)をかみ殺している。

			　なんだって校長先生ってのは、だれもかれも内容のない長話が好きなのかね。

			　これまでで、１時間以上覚えていられた校長先生の話なんて一つもないぞ。

			　中学校の時に炎天下の中、校長の話が長すぎて何人もの生徒が倒れ、それでもまだ話を続けて他の教師に止められてたのは覚えているが。

			「……というわけで、今日から３週間、教育実習の先生が皆さんの指導に当たります。では、各先生から挨拶をしてもらいましょう」

			　その言葉を合図に、俺を含めた６人が壇上に上がる。

			　体育館に集まっている生徒達の視線を浴びながら、どうしてこうなったかをウンザリとした気持ちで思い出していた。

			　

			　夏休みが終わり大学生活を再開させていた俺は、経済史の教授から呼び出しを受けた。ルーシーに占ってもらった頃のことだ。

			　特に問題を起こした覚えはないし、前期の試験は確かにちょっとアレだったが、休み中の課題も問題なく提出している。正直呼び出される覚えがまったくなかった俺は、首を捻りながらも教授の研究室に向かう。学生に教授からの呼び出しを拒否する権利なんぞあるわけないしな。

			　研究室に入ると、大量の書籍が並んだ書棚と、同じく大量の書籍が積み上げられたデスクに隠れるように、経済史学の宮(みや)崎(ざき)先生が座っていた。

			「お。来たか。適当に掛けてくれ」

			　と本当に適当な感じで言われる。

			　この教授、見た目は40代前半くらいだが、気さくで話しやすいので割と生徒に人気がある。

			　俺が長机の横にある椅子に掛けると、教授もデスクから俺の正面に移動した。

			「悪いね、急に呼び出して」

			「いえ。えっと、何で俺は呼ばれたんでしょう」

			　単刀直入に理由を尋ねる。

			「突然なんだけど柏木君、来月の17日から教育実習行ってくれない？」

			「は?!」

			　唐突すぎてついていけない。

			「Ｋ市の中央第一中学校に３週間。担当は数学ね」

			「いやいやいや、何でっすか？　俺、教職課程取ってないっすよ？」

			　いきなり何言うんだこのオッサン。早くもボケたか？

			「何か失礼なこと考えてない？」

			　慌てて首を横に振る。カンが良すぎだろ。

			「驚くのは無理もないけど、少し事情があってね」

			　そう前置きして、教授はその理由を語り出した。

			　ことの始まりは、俺も関係したイベントサークルの不祥事だ。

			　以前に章雄先輩に聞いたとおり、あの事件はメディアにも取り上げられ大学内でかなりの問題になった。女子学生のプライバシーに配慮して暴行に関しては報道されなかったが、ドラッグはそうもいかなかった。

			　さすがに、学内で違法薬物の売買を行った学生が処分されないなんてのはあり得ない。関わったほとんどの学生が退学か無期限の停学となり、その停学になった学生もほとんど自主退学したらしい。

			　ただ今回問題となったのは、処分を受けた中に教育学部の学生が複数おり、その学生が大学を通じて教育実習の申請を行っていたことだ。

			　建前としては、教育実習は学生自ら希望する学校へ申し込み、許可が出れば実習を行えるという仕組みらしいが、実際には大学側が代理で近隣の小中高校へ申し入れをするケースが大部分だとか。

			　そのため、大学側の一方的な理由で実習生の数を減らすのは、今後のことを考えると非常にマズイらしい。

			　しかも、この時期に替わりの学生を用意するのはかなり難しい。

			　それでも何とかほとんどの枠を埋めることが出来たが、どうしても一枠だけ埋まらなかったんだと。

			「いや、事情はわかりましたけど、なんで俺なんですか？」

			「期間が期間だからねぇ。単位の関係で、ある程度余裕のある生徒しかできないんだよ。その点柏木君なら単位には結構余裕があるみたいだし、数学も問題なさそうだよね」

			「そうは言っても、俺だって色々忙しいんで無理っすよ。それに数学の実習やっても、うちの学部じゃ意味ないっすよね」

			　俺にとってデメリットしかないじゃん。教師になるつもりは欠片もないし。そもそも経済学部で数学の教員免許とれなかったはずだろ？

			「……前期の試験、結構酷かったよねぇ」

			「[image: vu_gaiji.png]っ」

			「柏木君、それまで成績良かったから僕も期待してたんだけどねぇ」

			　痛いところ突いてきやがった。

			「もちろん？　課題はちゃんと提出されてたけどさぁ。あの成績じゃあ評価は下がっちゃうかなぁ？」

			「…………」

			「さすがにタダとは言わないよ？　僕のところと、あと経済理論の墨(すみ)田(だ)教授と金融工学の木(き)田(だ)君のところ、それと第一外国語の教授には許可貰(もら)ってるから、実習期間中の講義は出席扱いにするし評価も加点してあげられるんだけどねぇ」

			　大人って、汚い。

			　

			　そんなわけで、教授の飴(あめ)と鞭(むち)に屈服した俺は教育実習を承(しよう)諾(だく)した。

			　よりによって、自分が通学した中学に実習に行くことになるとはね。しかも亜由美が現役で通ってるし。唯一の慰めは、同じ実習生の中に教育学部の茜がいることか。

			　とりあえず壇上で無難に挨拶をこなし、全校生徒の朝礼が終わる。

			「随分落ち着いてるんだね。緊張とかしてないの？」

			　俺の隣にいた別の実習生が小声で聞いてくる。

			「あ～、緊張しててもあんまり表には出ないみたいなんだよね、俺」

			　慣れてるっていうのも変なので、適当に誤魔化す。

			　数万人の兵士達の前で話したこともあるし、日本の中学生が数百人程度じゃ大して緊張もしてないな。異世界(向こう)と違って殺気を飛ばしてくる冒険者とかいないし。

			　生徒が出て行くのを待って、教員や実習生も職員室に移動する。

			　自己紹介は先週の事前説明で終えているので、今日はそれぞれの担当教員について実習がスタートする。

			　実習生は６人。

			　俺と茜、あともう１人が同じ大学で他は別の大学だ。

			　茜と一緒なのは正直心強い。実習が初めてなのは茜も同じだけど、教職課程の講義を取ってるから完全な門外漢の俺よりは学校教育に関して詳しい。

			　それにやっぱり、彼女と一緒に実習ってのは素直に嬉しいしね。

			　あ、目が合って少し笑った。うん。恥ずかしいがちょっとほっこり。

			「今日からよろしく頼む。２年３組の担任で、数学の教科担当をしている松(まつ)山(やま)茂(しげ)造(ぞう)だ！」

			「あ、はい。柏木裕哉です。改めてよろしくお願いします」

			　意味もなくでかい声で、俺の指導担当が自己紹介をしてくれる。

			　とても数学担当とは思えないほど日に焼けた肌と、蛍光塗料でも塗ってるのかと思うほどに輝く白い歯。そして爽やかな笑顔。たとえるなら、松○しげると松○修造を足して２で割らないくらいの印象。名前も混じってる感じだし。ぶっちゃけ暑苦しい。

			　しかも数学担当なのに何でジャージなんだか。

			　とはいっても、とりあえず悪い人間ではなさそうなのでホッとする。

			　あと、この学校では実習生が志望した教科の先生が指導してくれるらしい。

			　大学で聞いた話では、学校によっては志望教科と指導担当は同じにならないことが多いらしいから、その点では良いのかな。他の教科のことはまったくわからないし。

			　他の実習生達も、各々の指導担当と挨拶が終わったようだ。

			　茜の担当は20代半ばくらいの女の先生みたいだ。結構胸が大きい。って、茜に睨まれた。

			　俺達が卒業してから５年経っているが、約半数の先生は今でも残っていた。

			　半数が異動や配属で新たに来た先生達なのだろう。

			　ちなみに校長先生は知らない人だったが、50歳くらいの女性である教頭先生は当時と同じ人だ。厳しそうな雰囲気だが、生徒には優しかったことを覚えている。

			　教頭先生から教育実習に関する注意事項を改めて伝えられて、各クラスに移動することになった。

			　でもなぁ～。２年３組かぁ……亜由美のクラスじゃん。やりづれぇ～。

			　

			　教室に到着する。

			　松山先生が扉を開けて中に入る。転校生じゃないので俺も続いて教室に入った。

			「よ～し、皆席に着け～」

			　散らばって雑談していた生徒達が着席する。この雰囲気は変わらんな。

			　あ、亜由美と目が合った。手を振ってやがる。

			「全校集会でも話があったように今日から３週間、教育実習の先生が私達と一緒に皆の指導に当たる。多少戸惑うことがあるかもしれないが、落ち着いて接するように。まずは教生の柏木先生から自己紹介。その後は質問タイムだ。今日は１時間目が数学だから、少しぐらい授業時間に食い込んでも構わんぞぉ～」

			　松山先生が軽い感じで話す。

			　生徒達も笑いながら、やいのやいのと応じている。

			　どうやら見た目通り、爽やかで気さくな先生として受け止められているようだ。

			「え～、３週間という短い間ではありますが、今日から教育実習生としてこの学校で皆さんと過ごすことになりました『柏木裕哉』といいます。私自身この学校の卒業生です。まだ学生でもありますし、それほど歳が離れているわけでもないので気楽に接してください」

			　無難な自己紹介を終えると同時に、１時間目が始まるチャイムが鳴る。

			　本来ならこれで授業開始なのだが、今日はこれから質問タイムということらしい。

			「どんどん質問していいぞ～。君らの先輩で、現役の大学生だ。気になることやアドバイスなんかの聞きたいことを何でも聞いとけ。多少困らせるくらいでいいぞ～」

			　良くないです。煽(あお)るのは止めてください。

			「ハイ！」

			　前列の女の子が手を挙げる。

			　俺は席次表を見ながら、顔と名前を覚えるように気を付けて指名する。

			「はい、えっと、長(なが)野(の)さん」

			「先生はうちのクラスの柏木さんのお兄さんなんですか？」

			　そっから来ましたか。ま、亜由美から兄が実習にくることくらい聞いてるだろうから、その質問も予想通りだ。

			「そうですよ。このクラスの柏木亜由美さんとは兄妹です。だからといって他の皆さんと区別するつもりはありません。いや、逆に容赦なく日頃の恨みを晴らそうと思ってますから、安心してください」

			　俺の答えに女子達は軽く笑い、亜由美は頬を膨らませた。

			「先生は恋人いるんですか？」

			　今度は挙手せずに直接質問が飛んでくる。でもこの手の質問って必ずあるよな。

			「えっと、いてもいなくてもその質問には答えないように言われているので、内緒です」

			　ちょっとブーイング。

			　しょうがないじゃん。ホントにそう言われたんだよ。

			　それからも定番の質問や大学生活、受験のコツやサークルなんかの質問に答えていく。

			「ハイ」

			　ある程度質問が出尽くしたかなと考えていると、１人の男子生徒が挙手をした。

			「はい、山(やま)田(だ)君」

			「えっとぉ、数学なんて社会に出たら使う機会ないですよねぇ。なんで勉強しなきゃいけないんですかぁ？」

			　ニヤニヤ笑いながら質問してきたところを見ると、実習生を困らせてやろうって意図なのがわかる。ただ、これは想定内の質問なんだよな。

			　ってか、多分誰でも一度は考えたことがある疑問。なので俺なりに答えは持っている。

			「その疑問は、僕も君らくらいの時に考えたことがある。答える前に、僕からも君たちに問題を出そう。人類の発明の中で、最も重要な３つを知っているかい？」

			　質問した山田君だけでなく、他の生徒も戸惑った顔をする。

			「思いつくまま言ってみても良いよ。それじゃ、柏木さん」

			　俺は敢えて亜由美を指名する。

			「……ラノベと…」

			「はい違います！」

			　台詞(せりふ)の途中でぶった切る。睨んできたが無視だ。おバカかアイツは。

			「えっと、火とか電気とかですか？」

			　隣の女子生徒が自信なさげに答えた。

			「その２つは元々自然にある物理現象だから、発明と言うよりも発見と言った方が正しいだろうね。もちろんそれを自由に使えるようにしたのは大切な発明だけど、今回の答えとはちょっと違います」

			　見渡してみても、答えられる生徒はいないようだ。実際、発明は沢山あるけど『最も重要な』って言われても困るよな。

			「それじゃ答えを言うよ。異論もあるだろうけど、僕の考える３つの重要な発明とは、『文字』『貨幣』『ゼロの概念』です。

			『文字』は知識の積み上げ、継承、拡散を可能にした。確かに口(く)伝(でん)で伝わっている文化も沢山ある。アイヌとかケルトとかね。けれどそれらの多くは失伝してしまって現代に伝わっていないし、文字を持たないがために忘れ去られてしまった文明は沢山ある。人間は文字を創り出すことによって文化を継承し、発展してきたと言えるね。

			『貨幣』は様々な物やサービスに対して〝価値〟というものを生み出した。これは石であろうが紙であろうが金属や物々交換であろうが、意味としては同じ。そこにあるものをただ消費するのではなく、他のものと交換できるようにする。これによって人、あるいは集落がすべてのことをしなくても、必要なものを手に入れられるようになった。

			　そして、『ゼロの概念』。これが数学の原点となります。元々自然数には０(ゼロ)はなかった。もちろん、ゼロという概念が生まれる前にも数学はあった。でも、それはいわゆる算数、四則演算の域を出ていない。日本でも江戸時代までゼロの概念はなかった。しかしそれでは大きな数字を表すのに不都合が多かったんだ。ゼロの概念が生まれた、発明されたのは７世紀のインドでのことだ。そしてその概念はイスラム文化を通じてヨーロッパに伝わり、数学が発展する原動力となった。みんな習っている方程式には０(ゼロ)という数字が必ず出てくる。特に２次方程式では欠かせない。

			　いま身の回りにある人工物は、それを作るために必ず複雑な数式を用いて作られている。設計はもちろん素材を作るときにも、どの材料を何とどういった組み合わせで混ぜ合わせるとどうなるのかを数式を用いて計算し作られているし、金融や株式なんかは計算式だらけだ。

			　文明の発展に、数学は切っても切り離せない役割を持っている。今の社会に数式や方程式は欠かすことができないんだ。なのに数学を忌(き)避(ひ)していたら、自分達の将来を狭めてしまうことになってしまう。

			　もちろん数学が判らなくても問題ない仕事も沢山ある。でも君たちは中学生だ。これから将来どんな職業に就くか。可能性は無限にある。

			　そして職業は鉱工業であれ建設業であれ、金融業、医療、学問、様々な職種のほとんどすべてに数学が関わっている。一定以上の収入を得ようとするなら、間違いなく数字と深く関わっていくだろう。一見数学と無関係に思えても、試験問題のような形でないだけで、実際にはほとんどの人が中学校の数学程度の計算は普通にこなしているんだ」

			「でも、計算なんて今はパソコンでやってしまいますよね」

			「確かにコンピューターは常に正確な答えを出してくれる。でもそれは人が入力した数式に対する答えであって、必ずしも『正しい答え』ではない。あくまでその式を入力するのは人間だし、その人間に答えを出す力がなければ、コンピューターが出した答えが正しいかどうかすらわからない。

			　それに、数学は学問としてはとても〝楽〟なんだよ。数式を正しい方法で計算すれば、誰がやっても必ず同じ答えになる。こんな学問は他にはないんだ。他の学問だと、解釈の違いなんかで複数の答えを持つことが当たり前にある。つまり、計算の速い遅いに個人差は出ても、答えに個人差はでない。誰でも必ず問題を解くことができるんだ。

			　それに方程式を解く頭の使い方と仕事を処理する頭の使い方は、とてもよく似ているんだ。

			　数学を真剣にやることは、君たちの将来に必ずプラスになる。

			　僕は数学を好きになって欲しいとまでは言わない。でも君たちの将来を豊かにするために、少しだけ数学を真剣にやってみて欲しい」

			　俺がそこまで言って生徒達を見渡すと、多くの納得したような顔と少しの理解しきれていない顔が見て取れた。ちなみに亜由美はまだ頬を膨らませていた。アイツは後で説教だな。

			　担当教師の松山先生の方を見る。

			　目が合った松山先生は、無言かつ真剣な顔で俺の方に歩いてきた。

			　……何かマズったか？

			　俺の目の前まで来ると、いきなり俺の手を両手で握りしめた。

			「素晴らしい!!」

			「……は？」

			　いきなり？　しかも両目から物凄い勢いで涙が溢れてるんですけど？

			「そう！　そうなんだよ!!　柏木先生が言ったとおり、数学というのは本当に偉大なんだ！　素晴らしい人生の扉を開いてくれる学問なんだ!!　ああ！　僕は今モーレツに感動している。できることなら、この感動を歌にして全校生徒に聞かせてあげたい!!」

			　……感動しているらしい……。

			　いや、それは良いんだけど、この先生、その、うぜぇ。激烈にうぜぇ。

			　情熱的と表現できなくもないだろうけど、これ街中でやったら通報されるんじゃないか？

			　どうしたら良いものかと生徒達を見回すと、皆ヤレヤレって顔で見てる。

			　この反応を見るに、どうやらいつものことのようだ。

			　とにかく何とか松山先生を宥めて授業を再開、引き継いでもらう。

			　男に手を握られても非常に困る。情熱的すぎて汗ばんでるし。手洗いたいよ。

			　ちなみに松山先生の授業は丁寧でわかり易かった。何か物凄い気合い入ってるみたいだけど。

			　良い先生なんだろう。多分。きっと。

			　１時間目終了のチャイムが鳴り、ようやくこの何とも言えない雰囲気から解放される。

			　実習初日の今日は、とりあえず担当クラスの授業を一日見学することになっている。

			　なので、名残惜しそうにこちらを見ている松山先生は無視する。

			　何故だか少し恨めしそうに俺を見た後、先生は次の授業のために教室を出て行った。

			　疲れた。なんだかすごく疲れた。

			　クラスの生徒達はまだ距離感を掴めないのか、興味深そうな視線を向けてくるものの近寄っては来ない。これは俺から話しかける方が良さそうだ。

			　そう思って、まず男子生徒の方に歩き出そうとしたとき、１人の女生徒が俺の目の前にやってきた。そして、

			「あ、あの、私のこと憶えていますか？」

			　……はい？

			『Ｉ(わたし)おぼえていますか』？　マクロスか？

			　いやいやいや、ナニ言ってんだ俺？

			　なんでいきなり、異性に言われるとパニックになる台詞第３位（古狸調べ）の試練を受けるハメになったんだ？

			　ちなみに第２位は『私、できちゃったみたい』。第１位が『あなた、私に隠してることあるよね？』だとか。古狸の交友関係が非常に気になる。

			　いかん、少し落ち着こう。

			　改めて声を掛けてきた女の子を見る。

			　髪はショートよりは少し長めくらいかな。背も体型も普通くらい。顔は派手さはないが愛(あい)嬌(きよう)がある感じ。……見覚えが……ないな。

			　亜由美の友達は、家に遊びに来た何人かには会ったことがあるが、多分その中にはいなかったと思う。特に疚しいことはない、はずだ。最近卒業したとはいえ、苦節童貞歴20年（＋３年）の俺にそんな甲斐性があるわけもなし。しかも相手は中学生だし。

			　なのに何故こんなに冷や汗が止まらないのか謎だ。

			「え、えっと、どこかで会ったこと、あった、かな？」

			　内心の動揺を抑えて尋ねる。いかん、声が裏返った。

			　女の子は少し落胆した表情をしたが、すぐに思い直したように言った。

			「あの、夏前に駅前で私が車に撥(は)ねられて、その時に助けてくれましたよね？」

			　暫(しば)し記憶を辿る。あぁ、そう言えばこっちに戻って来たばかりの時に、宝くじ売り場で当たりスクラッチを不正入手(鑑定)した日にそんなことがあったっけ。

			　その時の子か。確か亜由美がクラスメイトだとか言ってた気がしないでもない。

			「ああ、あの時の。怪我の方はもう大丈夫？　亜由美からは１週間くらいで治ったって聞いてたけど」

			「はい！　あのときは本当にありがとうございました！」

			「いや、俺は何もしてないよ。救急車を呼んだのは俺の友達だし、ただ救急車が来るまで側にいただけだから」

			　実際には酷い怪我だったので『治癒魔法』掛けたりしたけど、それはバレてないはずだ。

			　なので傍から見たら事故で倒れた女の子の横で声を掛けるくらいしかしてない。

			「そんなことないです!!　痛くて身体が動かなくて、どんどん寒くなってきて、でも柏木先生が声を掛けてくれて、そしたら何だか暖かくなってきて……」

			　女の子は感極まったように目から涙を溢れさせ、そうなると成り行きを見守っていた周囲の生徒達が騒ぎ出す。だよね。

			　ヒューヒュー！　とか漫画やアニメでもあるまいし、本当に言うなよ。

			　その状況に我に返ったのか、女の子の顔が真っ赤になる。

			　教室で顔を赤くしながら涙を流す女の子と、若い教育実習生の男。絵(え)面(づら)的にヤバくね？

			「何の騒ぎですか？　席に着きなさい！」

			　その状況の中、凛とした声が教室に響く。

			　次の授業を担当している、国語の大(おお)沢(さわ)先生。俺が在学中からいる女の先生で、感情的になることはほとんどないがとにかく厳しかったはず。

			　生徒達が慌てて席に着く。すると当然俺と目の前の女の子が取り残されるわけで、大沢先生の眼前に先ほど俺が危惧した光景が広がっているのだ。

			「……柏木く、先生、少し廊下でお話を聞かせてください」

			　目がめっちゃ怖いです。

			「上(かみ)山(やま)さん、授業は受けられる？　そう、なら席に着きなさい」

			　大沢先生は女の子、上山さんに声を掛け、頷くのを見ると着席を促した。

			　その視線はとても優しい。声も。

			　俺は大沢先生に続き廊下に出る。

			　気分はまるで罪人です。先ほどの優しい視線と声を俺にもください。

			「で？　いったい何があったんですか？　何故女生徒が泣いていたのですか？」

			　決して大きくはないが底冷えするような声音で、先生が詰問する。

			　俺は誤解を解くべく、必死になって先ほどのやりとりと数ヶ月前の事故のことを説明した。

			　いくら俺が教員志望ではなく、大学の指示で人数あわせのために実習を受けているとはいえ、そのことは他の人には内緒なので、間違っても『評価は気にしない』態度は取れないのだ。

			　それに先ほどのシチュエーションを誤解されたままだと、俺の人格に重大な疑義を持たれかねん。

			「事情は判りました。とりあえず柏木先生には落ち度はなさそうですね。しかし、多感な年頃の生徒達と接するのです。その言動には充分に気を付けてください。特に上山さんに対してはそのような事情があるならば一層の注意が必要であることを自覚してください。いいですね？」

			「はい！　了解であります！」

			　俺は気を付けの姿勢で返事をする。

			　口調が変だって？　いや、こうなるって。

			　それから教室に戻り授業が始まる。

			　俺は後ろに立って見学である。授業の進め方や問題の出し方、生徒を指名するときや生徒が答えた後のやりとりなど、気が付いたことや疑問、感じたことなどをノートにメモしていく。

			　俺の本来の目的はともかく、日報や大学に提出するレポートは真面目にやらないと、単位もらえないしね。

			　真面目な顔で授業を観察しているが、チラチラと視線を感じて居たたまれない。

			　特に先ほどの上山さんからの視線が非常に気になる。強いし熱いんだよ！　視線が!!

			　何か妙なフラグでも立ってるのか？　だとしても放置以外の選択肢はないぞ。

			　

			「はぁ～～～……」

			　昼休み、俺は実習生に割り当てられた部屋で机に突っ伏しながら溜息を吐いた。

			　何か、初日から物凄い気疲れをした。

			　教室棟には各階に生徒指導室が３部屋ずつある。そのうちの１階の角にある部屋が、教育実習生の学習室として割り当てられていた。広さは６畳程度で、長机が２つにパイプ椅子が人数分＋壁際にいくつかある。実習生は朝の授業前、昼休み、放課後をここで過ごすことになっていた。

			　給食は１年生の一番近いクラスの生徒が持ってきてくれるらしい。

			「どうしたのよ。ゆ…柏木君。そんなに大変だったの？」

			　茜が声を掛けてきた。一応実習中は名前呼びをしないことにしている。

			　付き合ってることも内緒である。評価にも響きかねんし、面倒なこともあるかもしれないので、事前に茜と話し合って決めた。

			　とはいえ、同じ大学と言うことで気楽な接し方くらいは大丈夫だろう。

			　もう１人同じ大学の中(なか)村(むら)は俺と茜のことを知っているが、秘密にして貰うよう頼んである。

			　他の実習生も全員戻って、少々手狭になった指導室に生徒達が給食を持ってきてくれたので、全員で食事を始める。久しぶりに給食なんか食べたけど、懐かしさからか結構美味しい。

			　食べながら、茜に教室での出来事を話す。

			　他の実習生も興味深げに聞いていた。特に秘密にする必要もないので気にしない。

			「でもそれって、相手の女の子にしたら『運命的！』とか考えちゃうかもしれないよ？　特に中学生くらいだと」

			　他の大学から来た、野(の)岸(ぎし)さんっていう女の子がからかうように笑う。

			　当事者じゃないから気楽なもんだ。

			「そう言う場合って距離感難しいよなぁ。柏木って押しに弱そうだし」

			　中村は少々同情的だ。後半は余計なお世話だが。

			　他の人に午前の感想を聞いてみたが、皆特に問題ないそうだ。

			　実に羨ましい。ただ、まだ会ったばかりで少しぎこちない状態だったのが、俺の話をネタに打ち解けたのは良かった。のか？

			　打ち解けついでに、今日実習が終わったら皆で懇親会を開くことに相成った。

			　今日は実習初日なので５時間目が終わった後、この指導室で教頭先生から指導を受け実習レポートを作成して終了だ。

			　明日以降は部活動の見学や授業の準備があるので、比較的早く帰れるのは今日だけだろうし、気分を切り替えるには良いかもしれない。

			　

			　教育実習二日目。

			　今日から本格的な実習が始まる。

			　とは言っても、いきなり授業を担当するなんてことはない。当然ではあるが、まずは志望教科の授業を指導担当教師について見学しながら、授業の進め方を学ぶ。

			　文部科学省の学習指導要領を元に学校毎(ごと)、教科毎に決められた進捗計画に従い、一定の範囲をその授業時間内に進めなければならない。

			　説明の時間、板書の時間、生徒に答えさせる時間をバランスよく割り振り、生徒毎に理解度に差が出ないように心がけることとなっている。しかし現実には難しいので、何(ど)処(こ)かで妥協点を見いださなければならない。その辺が教師の頭を悩ませる部分なんだろう。

			　教わる側だったときは文句ばかり言ってた気がするが、いざ自分がやるとなるとどこから手をつけるかすらわからん。

			　教科書と時計をチェックしながらそれぞれの所要時間をメモし、補足説明や生徒の答えが間違った場合の指摘の仕方などを書き留めていく。

			　松山先生の授業は俺が中高生時代に受けた授業に比べると、トップクラスにわかりやすく飽きさせないものだった。

			　時にユーモアを交え、答えがわからない生徒にも考えさせながら正解に誘導していく。この先生に指導を受けたら、数学が苦手な生徒は減るだろうと思う。

			　外見の印象からイメージする、暑苦しい熱血指導だけの教師ではないらしい。見かけによらないのか見かけ通りなのか、どっちかね。

			　授業の入っていない時間は、生徒指導室を借りて指導教師への質問と指導を受ける。

			　代役で半ば無理矢理受けることになった教育実習だが、色々と知らなかったことを知ったり参考になることが多いので無駄にはならなそうだ。

			　新しいことを覚えるのは純粋に楽しいしね。

			　ただ、教育実習というのは基本的に受け入れる学校側の善意で行われるものらしい。故に指導してくれる教師もボランティアに近い。特に給与に反映されることもないそうなので、熱心に教えてくれる松山先生には頭が下がる。

			　将来教師になるかどうかは別として、少なくとも実習期間中は真剣に取り組むべきだろう。

			　そんなこんなで授業時間が終わり、ホームルームの後は部活動見学だ。

			　実習期間中は、各クラブ活動も見学する予定になっている。一応任意ってことで評価基準にも単位にも影響しないが、教師を志望なら当然必要なことなので全員が参加する。もちろん俺もだ。これでブッチできるほどメンタルは強くない。

			　この学校も運動部と文化部があり、普段は基本的に男女で分かれて活動している部が多い。

			　実習生は２人１組で毎日別の部活を見学する。見学ができない日もあるし、数的に全部はまわれないので何日かは２箇所くらいまわる必要がある。んで、初日の今日はバスケ部。

			　中学時代に俺が所属していたクラブだ。

			　一応それなりに真面目に活動してたが、成績は今ひとつだった。２年の冬に県大会準々決勝までいけたのが最高で、他は３～４回戦敗退の常連。それでも部活は割と楽しかった。特に上級生がいなくなった２年の夏以降は。

			　始めた一番の動機だった『女の子にモテたい！』ってのは実現しなかったが……。

			　ちなみに一緒にまわるのは野岸さんだ。音楽科教師を志望している芸大３年生の女の子。

			　屋内履きから体育館用に用意した新品のバスケットシューズ(バツシユ)に履き替えて体育館の中に入る。

			　野岸さんも屋内用シューズだ。ってか、上履きはさすがに駄目だし新品であってもスニーカーは論外だからね。服装も動きやすいジャージ姿だ。

			「おお！　柏木か。久しぶりだな」

			「お久しぶりです。まだバスケ部の顧問やってらっしゃったんですね」

			　すでに部活は始まっているようで、生徒達の指導をしていた先生が俺達を見て声を掛けてくれる。

			　茂(も)木(ぎ)先生は、俺の在学中も男子バスケ部の顧問をやっていてお世話になった。

			「そう言えば工藤も実習に来てるんだったな。相変わらず仲良いのか、お前ら？」

			「高校も大学も一緒ですからね。相変わらずですよ」

			　茂木先生の言葉に笑いながら答える。実際は相変わらずどころか進展しましたけどね。言えないけど。

			　そうやって話し込んでいるうちに、女子バスケ部の顧問の先生（女性）が活動中の生徒を呼び集めて整列させる。

			「今日は実習の先生が見学されます。特別意識する必要はありませんので、普段通りの練習をしてください」

			　その言葉に続けて、俺と野岸さんが簡単に挨拶をする。

			　生徒達の好奇の視線に晒(さら)される中、一際強い視線を感じる。

			　その視線を辿ると……上山さんでした。

			　女子バスケ部だったのか。まぁ、誰であれ対応を変えるわけにはいかないので、距離感に気をつけながら接するとしよう。バスケ部の見学は今日だけだし。

			「それじゃあ、それぞれ練習を再開して！」

			　その言葉を合図に、男女が分かれて練習を始める。

			　野岸さんは女子、俺は男子にとそれぞれ分かれて、顧問の先生に説明を受けながら見学する。

			　ドリブルやパス回し、シュート練習と見ていると中学時代を思い出して、少し身体を動かしたくなってくる。

			「柏木も久しぶりにやってみるか？」

			「いいんですか？」

			「いいぞ。ＯＢとして少し鍛えてやってくれ。よーし!!　紅白戦やるぞ～！」

			　茂木先生の声を合図に、部員達が紅白のビブスを付けてチームに分かれる。

			　俺もその輪に入り、ジャージの上からビブスを付ける。

			　先発メンバーを決めている間に、ボールを借りてドリブルとシュートを軽く練習。何せ久しぶりだからな。何度か感触を確かめているうちにメンバーが決まったので、紅白戦を開始する。

			　何故か俺は先発メンバーに入っていた。

			　お手並み拝見ってところかね。

			　最初はあまり積極的に動かずに、ボールが来てもパス回しを中心に全体の動きを見ていく。レベルは俺がいた頃とそれほど変わらないと思う。

			　まぁ、公立の中学校でそれほどスポーツに力を入れているわけじゃないから当然か。

			　様子を見つつ少しずつ動きを速くしていく。本気を出すわけにいかないけど、どうせなら少しくらいは参考になるようにドリブルやパス、シュートを決める。できるだけ基本に忠実に、っと。

			　メンバーをどんどんローテーションさせて数十分。そろそろ部員達の息が上がってきているから終了も近いだろう。

			　最後にちょっと派手にやってみようか。

			　自陣ゴールのリバウンドを取り、ドリブルで切り込んでいく。そしてフリースローラインで踏み切り、ダブルハンドでダンクシュート。

			「うぉぉぉ！　すげぇぇ!!」

			「きゃぁぁ！　凄い！」

			　歓声が上がる。実に気持ちいい。

			　中学の時にこれができたらモテたかもしれない。もっとも、今なら自陣ゴール下から助走なしで相手ゴールにダンク決めれそうだけど。

			　直後にホイッスルが鳴り、紅白戦が終了する。

			　気分良く元の場所に戻ると、野岸さんが呆れたように声を掛けてきた。

			「柏木君ってさぁ、結構お馬鹿？」

			「へ？」

			　いきなりなんでディスられてんの？

			「昨日言ってた事故の時に助けたのって、さっきからずっと柏木君のこと目で追ってるあの娘でしょ？」

			　そう言って女子バスケ部の方、具体的には上山さんの方に目を向けて聞いてくる。

			「あ、あぁ、そうだけど？」

			「そんな娘の前でカッコ良いところ見せつけてどうすんのよ。アレ絶対拗(こじ)らせたわよ？」

			　……マジ？

			　そう言われて見てみると、上山さんは顔を赤くしながらこっちを潤んだ目で見てくる。

			　あれぇ～……ひょっとして、失敗した？

			　

			「はぁぁぁぁ……」

			　俺は実習生の控え室になっている生徒指導室で、机に突っ伏しながら溜息を吐いた。

			「大丈夫？」

			「あははは、大変そうだねぇ」

			「やっぱり完全に拗らせたわね、アレ」

			　俺の状況に茜は心配そうに、中村は面白そうに、野岸さんは苦笑いで声を掛けてくる。

			　俺が消(しよう)耗(もう)している理由。

			　それは当然上山さんの行動だ。

			　バスケ部に見学に行った翌日から、上山さんの視線に一層の熱が籠もるようになった。

			　授業中やホームルーム中はもちろん、廊下を歩いているときや部活見学にまわっているときにも、たびたび視線を感じるようになっていた。聞けば部活も休んでいるらしく、今日もテニス部の見学中に視線を感じて振り返ると、部室棟の陰(かげ)から星(ほし)明(あき)子(こ)（星飛雄(ひゆう)馬(ま)の姉ちゃん）みたいにジーっと見てたし。このままストーカーと化しそうで怖い。

			　学校が給食じゃなかったら、間違いなくお弁当イベント(テンプレ)が発生していただろう。

			「実習期間が過ぎれば落ち着くんじゃないか？」

			　別の実習生、大(おお)森(もり)君はそう言うが、実習はまだ２週間以上残っている。

			　最後までこの状況ってのは、できれば勘弁して欲しい。

			　かといって向こうが何も言ってこないので、俺としてはどうしようもない。

			　陰(いん)鬱(うつ)とした気持ちのまま今日の分のレポートを仕上げ、帰路についた。

			　途中で駅へ向かう他の面子と別れ、俺と茜は暗くなった道を歩く。

			「どうにかならんもんかなぁ～」

			「難しいよね。あれくらいの年頃って思い込みも強いし」

			　俺の実習評価はともかく、下手な行動を取られてクラスメイトである亜由美との間に何かあっても困る。そこまで短絡的ではないとは思うが、あれくらいの女の子がどう考えるかなんてまったく想像できないし。

			「やべぇ、実習放り出して大学戻りたくなってきた」

			「戻っても似たような状況じゃない？　ルーシーとか」

			　茜が苦笑いで発した言葉に頭を抱える。

			　そうなのだ。このところ、スコットランドからの留学生ルーシーが妙に俺に絡んでくる。どうも須藤のバカがルーシーを突き飛ばした時、彼女が使った珍しい言語を理解してしまったため、俺の何かを疑っているらしいのだ。

			　直接ぶち当たっても無駄だと悟ったのか少し沈静化してきたものの、チョロチョロと周囲に聞き込みをしたり家の人間を使って俺を調べたりしているらしい。

			　俺の迂(う)闊(かつ)さが招いたとはいえ、なかなか気が休まらない状況になってしまったのだ。

			　そう考えれば、この教育実習の３週間はほとぼりを冷ます意味でもうってつけなのだけど、その肝心の実習先でもこの状況である。

			　女難の相でも出てるんだろうか。それこそルーシーに占ってもらうんだった。

			「まぁ、ちょっと精神的にキツいけど、最悪実習が終われば落ち着いてくれるとは思うけどな」

			「えっと、一応、念のため聞くんだけど、上山さんの気持ちに応えるつもりはないんだよね？」

			「あるわけないだろ！　妹と同級生ってだけで論外だ」

			　俺をいったいどういう男だと思ってんだ。

			　茜を軽く睨むと『あはは』と誤魔化しながら目を逸らす。一度しっかりと話し合う必要がありそうだな。ベッドの上で。

			　そんな話をしているうちに、茜の家が見える交差点まで来た。

			「それじゃ、また明日ね」

			　別れの挨拶を告げる茜を抱き寄せ、唇を合わせるだけの軽いキスをする。
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			「じゃな」

			「……もう」

			　俺の行動に、照れくさそうに口だけで抗議する。

			　そんな茜の表情を楽しんだ俺は、自宅へ足を向けた。

			　そのときは誰にも見られていないと思ってたんだけどな。

			　

			　自宅に帰るとティア、メル、レイリア、ついでに亜由美がリビングで寛(くつろ)ぎながら迎えてくれる。最近になってようやく慣れてきた光景だ。

			　一旦自室に引っ込み着替える。そして再びリビングに降りると、すでに食事の用意が調(ととの)っていた。

			　この世界に来てからティアが家事全般を一手に引き受けてくれているので、母さんも俺や亜由美も任せっきりになってしまっている。感謝に堪えません。

			　最近ではこちらの調味料や調理器具にもすっかり慣れて、毎日美味しい料理を作ってくれるのだ。このところの我が家のティアに対する依存度がヤバい。

			　どうやら俺の帰りを待っていてくれたらしく、ここにいる全員分の食事がダイニングテーブルに並んでいる。ちなみに母さんは本日準夜勤で不在である。

			　俺が卓に着き、食事が始まる。

			　新しい習慣として、夕食の場で各自がその日にあったことや疑問などを話し合う。これは慣れない異世界生活で生じた問題や、わからないことを早めに解消するためだ。

			　今日もそのルールに従って話し始めたのだが、当然というか、自然と俺の教育実習の話が中心になる。

			　特に今日は、半ばストーカーじみてきた上山さんの話だ。

			「中々苦労しておるの、主殿も。異世界(向こう)だけでなくこちらでも女(によ)性(しよう)の心を掴むか」

			「いや、異世界で女心を掴んだ記憶はさっぱりないぞ？　……まぁ、それは置いておいて、んな良いもんじゃねーよ。にしても上山さんは何でまた、それほど俺にこだわるんだ？　事故の時だって彼女からしたら俺は大したことしてないだろ？」

			「あ～……それ、もしかしたら私のせい、かも？」

			　なぬ？

			「事故の後、一応同じクラスだしその場に居合わせたから、病院にお見舞いに行ったんだけど、その時に兄ぃの話をした」

			「……どんな話をした？」

			「上山さんもお兄さんがいるけど仲が悪いんだって。なので兄ぃの自慢をガッツリ。んと、成績良くて、スポーツ万能で、背が高くて、バイク乗ってて、極度のシスコン。ここぞとばかりに自慢しまくった」

			「何してんだよ……ちょっと待て！　誰がシスコンだ！」

			　全員が『何言ってんだコイツ』みたいな目で見るんだけど？

			　割と仲が良いほうだとは思うが、普通だろ？

			「主殿は、アユミが誰か恋人を作ったらどうするのじゃ？」

			「どーもしねーよ。でもまぁ、最低限思いやりがあるってことと、国立大学に一発合格できる程度の学力があること、俺に勝てるくらいの腕力は必要だが」

			　これくらいは当然だろ？

			「シスコンじゃな」

			「シスコンですね」

			「えっと、仲が良いことは素敵なことだと思います、よ？」

			「大丈夫。私は兄ぃに一生養って貰うから」

			　何で?!

			「学力はよくわからぬが、腕力で主殿に勝てる相手がこの世界におるのか？」

			　いやいるだろ？　多分。きっと。おそらく。そんな気がする。

			「い、いや、それはこの際置いておこう。それにしても彼女、極端すぎないか？」

			「私から上山さんに話、してみようか？」

			　さすがに自分の発言が原因かもしれないと亜由美がそう提案してくる。

			「……それは止めといた方が良いだろうな。下手すれば感情的になるだろうし、クラス内で揉めごと起きると居心地悪くなるぞ」

			「大丈夫。私元々友達少ないし」

			　大丈夫じゃねぇよ。ってか友達少ないのかよ。

			　確かにコイツの友達って３人くらいしか見たことないし、小学校の時から面子変わってないけど。ちょっと人見知り傾向があって、アニメ漫画ラノベにドはまりしてるオタクなのは確かだが、水泳もしてるしそこまでインドアじゃない、はず。なんだけどなぁ。

			「まぁ、実習期間が終われば会う機会もないだろうし、このまま様子を見るよ」

			「それしかないかもしれませんね」

			「そうですねぇ」

			「受け入れてしまうのが一番楽ではないかの」

			　無茶言うなよ。

			　

			　食事が終わり、交代で風呂に入る。何故か俺が一番風呂だ。

			　俺はあまり長風呂する方じゃないし、レイリアもティアも元々風呂に入る習慣がなかったので割と早く風呂から出てくる。メルと亜由美は長風呂好きなんで、まだしばらくはかかるだろう。

			　Purrrrrr！　Purrrrr！

			　メルが戻り、最後に亜由美が風呂に向かおうとしたとき家の電話が鳴り、丁度側にいた亜由美が出る。

			「はい。そうです。あ、はい…………え？　いえ、家には来てませんし電話も……はい。わかりました。はい」

			「どうした？」

			　亜由美が微妙な表情をしていたので問いかける。

			「松山先生から。上山さんがまだ家に帰ってないんだって。親御さんの話だと『クラスの柏木さんの家で勉強を教わってくる』って言ってたって」

			「は？」

			　何だろう。何か猛烈に嫌な予感がするんだが。

			「そのカミヤマサンなる者は先ほどの話の女子(おなご)であろう？　アユミは約束しておったのか？」

			　レイリアの確認に亜由美は首を振る。

			「えっと、そうするとカミヤマさんは約束はしていないけどここに来るつもりがあって、そのまま行方が判らないってことですか？」

			　……そうなりますね。

			「兄ぃ、何か知ってるの？」

			「いや、知ってる訳じゃないが、えっと、もしかしてもしかすると、上山さんの目的は俺で、家に来るってことはひょっとして学校から俺をつけてたりしたりするのか、な？」

			「……その可能性はある、かも」

			　ってことは、まさか茜とのアレを見られた、とか？

			「心当たりがあるんですか？」

			「心当たりっていうか、帰り茜と一緒だったんだけど……」

			「兄ぃ、もしかして茜さんと盛(さか)った？」

			　中学生が盛ったとか言うなよ。そこまでのことはしてねぇよ。

			「見られてたかもしれぬと。それにしても気配にも気づかぬとは。色ボケじゃな」

			　しょうがないじゃん。元々敵意がない視線には、それほど敏感じゃないんだよ。

			　いちいち視線に反応してたら街も歩けんわ。

			「と、とにかくちょっと探してくる」

			「私も！」

			　亜由美も協力を申し出る。

			「わかった。それじゃ住宅街を見て回ってくれ。レイリアも亜由美と一緒に行って欲しい。ティアとメルは留守番を頼む」

			「うむ」

			「わかりました」

			　俺はそれだけ言うと、上着を掴んで家を飛び出す。

			　中学校までは住宅街を通るのでそちらは亜由美に任せ、俺は駅周辺の繁華街を探すことにする。

			　家の敷地を出る前に影狼を召喚しなおす。コイツは最近ずっと茜にくっついている。

			　茜にはお守り代わりの魔法具を持たせてあるし心配ないので送還しようとしたら、何故かすごく不満そうだったので、『やたらと姿を見せないこと』を命じてそのままにしていたのだ。

			　姿を見せた影狼に、魔力パスを通じて上山さんのイメージを伝えて捜索させる。特に重点は繁華街の裏道周辺だ。

			「ワフッ」

			　一声鳴いてから、影に潜って姿を消す。

			　すでに時間は９時を過ぎ、辺りは真っ暗なので影狼は超高速で移動できる。

			　俺もすぐに駅へ向かって走り出した。

			　

			　駅周辺を探し終わり、繁華街へ足を踏み入れる。

			　平日とはいえ、繁華街はそれなりに人通りが多い。時間的に一番賑(にぎ)わっているタイミングなのだろう。

			　足早に歩き回りながら上山さんの気配を探るが、人が多いために探索範囲を広くできない。

			　どこかの建物内にいるとすれば、探すのはかなり難しくなる。

			　亜由美からの連絡もないので、向こうも見つけられていないのだろう。焦りがつのる。

			　まだ中学生の女の子だ。何としてでも無事に自宅へ帰したい。

			　もう少し範囲を広くするか思いを巡らせていると、影狼から上山さんらしき女の子を見つけたイメージが届いた。

			　急いで影狼の居場所を探り、その場所へ向けて走り出す。

			　急に駆けだした俺に驚いた視線を向ける人がいるが、構わず陸上選手真っ青の走りで影狼のいる路地へ飛び込む。

			　向かった先には、黒いミニバンに女の子を乗せようとしている男が２人見えた。遠目だが上山さんに間違いない。影狼も車の影に潜っているのが解った。

			「よし、じゃあ行くか」

			「何処に行くって？」

			　俺は車のサイドドアを閉めようとしている男達の背後から、２人の髪の毛を掴んで持ち上げる。

			　同時に上山さんの状態を『鑑定』して確認すると、泥酔して眠ってしまっているようだ。特に薬物は使われていないらしい。

			　中学生が、自分からお店に入って酒を飲むなんてことは考えられない。粋(いき)がってる男子ならともかく、普通の女子中学生だ。

			　となると、こいつらが彼女に声を掛けてお店に連れ込み、酒を飲ませたってことだろう。どう考えても有罪である。

			「ぐあ！　だ、誰だよ」

			「い、痛ぇ！」

			「その女の子の学校の教師だよ。中学生に酒飲ませて何処に連れて行く気だ？」

			　驚いて振り向こうとする男達を宙づりにしたまま答える。

			　まぁ、実習生なんで正確には教師じゃないけどな。別にこれくらいの嘘は構わないだろう。

			「は？　ちゅ、中学生？」

			「痛！　お、俺達は、てっきり高校生くらいかと」

			　いや、高校生でも駄目だろ。アホかこいつら。

			「ザビエル・カットと逆モヒカン、選ばせてやるよ。どっちが良い？　それが終わったら全裸土下座をネットで晒してやるよ」

			　頭頂部の髪を鷲掴みしたまま意地悪く聞く。もちろん全むしりでも可だ。

			「お、俺達まだ何もしてないです!!」

			「そ、そうです！　許してください!!」

			　男達が悲鳴を上げながら懇(こん)願(がん)する。

			　脅してはみたものの、さて、どうするか。俺が間に合わなければ上山さんは悲惨な目に遭ったのは間違いないだろうから、許す気にはならない。とはいえ、未然に防いだのに半殺しってのもな。そもそも今の状況は俺の方が悪者みたいだし……。

			　あ、そう言えば帝国で面白そうなの見つけたっけ。

			　俺はアイテムボックスに放り込んである様々なものの中から、丁度良さそうなのを思い出した。

			　とりあえず掴んでいた髪を離し、男達を地面に降ろす。というか落とす。

			　そしてポケットから出したように見せかけながら、アイテムボックスから魔法薬の入った小瓶を２つ取り出して男達に差し出す。

			「飲ませちゃいけない物を飲ましたんだから、お前らもコレ飲め」

			「痛たた、え？　コレ飲むの、ですか？」

			「こ、これって、何の……」

			　銘柄も何も貼っていない瓶を恐る恐る見る男達。

			　まぁ不安だよな。

			「毒じゃねぇよ。やたらめったら苦いらしいけどな。ま、罰ゲームだ。未遂だったみたいだしコレ飲んだら許してやるさ」

			　俺がそう言うと、躊躇いながらも瓶を受け取り蓋(ふた)を開ける。

			　匂いはそれほど悪くない。青臭いがミントのような爽やかな香りもする。

			「ぐっ！　に、苦！」

			「苦っ!!」

			　睨み続ける俺を見て、意を決したように中身を喉に流し込んだ男達はその味に顔を顰(しか)め、飲みきった後に盛大にむせる。

			　その姿を横目に見ながら、車のシートで寝入っている上山さんを抱き上げる。

			「こ、これで許してもらえるんすよね？」

			「も、もうしないから勘弁してください」

			　必死に言いつのる男達はよく見るとまだ若い。大学生くらいだろうか。

			「ああ。約束だしな」

			　俺が頷くと「それじゃ、もう行きます！」そう言って、逃げるように車に飛び乗って走り去っていった。

			　あ、あいつら飲酒運転じゃね？

			　一瞬追いかけようかと思ったが、俺の腕の中には上山さんがいる。

			　事故を起こさないように祈るしかないかと諦める。

			　ちなみに、アイツらに飲ましたのはお察しの通り、苦いだけではない『魔法薬』である。

			　効用は強精剤の真逆、減精剤である。どんな性欲魔神でも、ムスコさんが完全ニートになるという優れものだ。

			　元々は女性のいる場所で働かせる男の奴(ど)隷(れい)に使われる物らしく、帝国の魔道具屋で見つけた。

			　戦争以前、俺が勇者として旅をしているときに、何かに使えるかもしれないとまとめて買っておいたものだ。

			　ある程度の魔力がある人には効果が薄いらしいのだが、普通の薬とは違って効果は３～５年継続する。異世界(向こう)に比べて魔力値の低いこっちの人だと、もう少し長いかもしれないけどな。ただ、さすがに一生ってのは気の毒なので、罪に対する罰と考えれば妥当じゃないだろうか。

			　俺？　もちろん試してないよ？　保有魔力的に大丈夫だとは思うけど、もしものことがあったら嫌すぎる。その時だって脱童貞を諦めてなかったし。

			　上山さんを抱きかかえたまま苦労してスマホを取り出し、亜由美に連絡を取る。

			　電話に出るなり『上山さんは?!』と勢い込んで聞いてきたので、無事に見つかったことを伝えると亜由美は安心したようだった。特に仲が良いわけではない様子だったが、やはり心配だったんだろう。

			　アイツは人見知りだし取っつきにくいところはあるが、ちゃんと人を思いやれる良い子なのだ。

			　松山先生に連絡を頼み電話を切る。

			　とにかく早く、上山さんを親御さんの所に送らないとな。

			　抱きかかえていた上山さんを一旦降ろして背中に乗せる。立ち上がり一歩踏み出そうとすると、後ろから声を掛けられた。

			「あ～、ちょっといいですか？」

			　振り向くと濃紺の上下を着た男２人が俺の目の前に立ちはだかった。

			　……Ｏｈ～、ポリ～ス・メ～ン。

			　

			　

			　Side　上山さくら

			　繁華街の喧(けん)噪(そう)が近づいてくる。もちろん実際に近づいているのは私なのだけど、自分からというよりも繁華街から近づいて来ているような感じ。

			　私の頭にあるのは先ほど見た光景。

			　

			　勉強を教わりたいという口実を用意して、学校から少し離れた場所で柏木先生が出てくるのを待っていた。

			　季節柄日が落ちるのが早く、すでに辺りは真っ暗になっていたけど、学校があるのは住宅街の中だし外灯も沢山あるから充分明るい。

			　変な人が出るという話も聞かないので、怖いとは思わなかった。

			　しばらく待っていると、柏木先生が他の教生の先生達と一緒に学校から出てくるのが見えた。

			　さすがに他の人がいる前で声を掛ける勇気はない。

			　私は物陰に隠れて先生達をやり過ごし、距離を空けて後を追い、柏木先生が１人になるのを待つことにした。

			　自分でも少しストーカーっぽいと思ったりもしたけど、若い女の子の行動なんだから少しくらいは許されるはずだ。

			　最初はただ、お礼を言うだけのつもりだった。

			　今年の６月に駅前で横断歩道を渡っていたとき、私は車に撥ねられてしまった。

			　青信号で渡っていたのに、信号無視した車が突っ込んできたらしい。

			　らしいっていうのは、私自身はその時のことをはっきりとは憶えていないから。

			　運ばれた病院で、事情を聴きに来たお巡りさんに教えて貰ったのだ。

			　私を撥ねた人は警察に捕まったらしい。その時に来たお巡りさんは、取調中にあの、えっと、う○こを漏らして大変だったとか、そんな私に言われても困るようなことを教えてくれた。

			　私は事故の前後の記憶があまりなくて、うっすらと憶えているのは何かにいきなり吹き飛ばされて、それからどんどん身体が冷たくなって、あぁ私死ぬのかななんて思ってたら、誰かがすごく優しい声で『大丈夫だよ』って言ってくれて、それから何だか身体がポカポカ暖かくなってきたことだけ。

			　次に記憶にあるのは病院のベッドの上で、お母さんが意識を取り戻した私の身体を抱きしめてくれたこと。

			　何度も思い出そうとしたのだけど、声を掛けてくれた男の人のことはほとんど憶えていなかった。ただ、力強くて凄く安心できるその声だけは、はっきりと耳に残っていた。

			　病院の検査の結果、怪我はごく軽い切り傷と打撲だけだった。ただ軽傷の割には異常なくらい出血があったらしいし、相手の車の破損具合からすると相当な大怪我をしているはず、とかいうことでしばらく入院することになってしまった。

			　着ていた服を後で見てみたら、白い夏服がほとんど血で赤黒く染まっていて、その途端に貧血を起こしてしまった。診察してくれた先生やお巡りさんも、『訳がわからない』とか言ってた。

			　そんなはずはないんだけど、あの声の人が治してくれたような、そんな有り得ないことを考えたりもした。

			　事故の翌日、クラスの柏木さんがお見舞いに来てくれた。

			　柏木さんはちょっと、その、オタクっぽいというか、少し変わっていて、あまり話したことがないので来てくれたことに驚いたけど、理由を聞くとあの事故の時に救急車を呼んでくれたのは彼女の知り合いだったらしい。

			　そして、なんと、あの時に声を掛けてくれていた人は柏木さんのお兄さんだとか。

			　どんな人か聞いてみたら『背が高くて、すごく頭が良いしスポーツも万能』って思いっきり自慢されてしまった。『過保護なシスコン』とも言ってたけど、お兄さんを自慢する姿が物凄いブラコンっぽくて笑ってしまった。

			　私の兄であるアイツはキモデブのくせに変にプライドが高くて、高校でイジメられて以来ニートしてる。そのせいですごく仲が悪い。正直羨ましかった。

			　私もそんなお兄さんだったら仲良くしたいのに。

			　柏木さんにはお礼を言ったけど、結局お兄さんには直接お礼に行けなかった。

			　私自身意識がはっきりとしていなかったので、何かすごく恥ずかしくて、伝言をお願いしただけだった。

			　そして先週になって、お兄さんが教育実習生として学校に来ることを柏木さんから聞いた。

			　だったらその時に勇気を出してお礼を言おうと決めて、今週の初めに全校集会で柏木先生を見ることができた。

			　まず思ったのがすごく背が高い。学校の男子にも背が高い子はいるけど、それよりもずっと大きい。絶対１８０センチ以上ある。

			　それにイケメンってほどではないけど、それなりに格好良い顔と人目を引く雰囲気。

			　顔に熱が籠もる。

			　あんな人に、血とかで汚れて意識がほとんどない変な顔を見られたと思うと、恥ずかしくて逃げてしまいたくなった。

			　偶然にも担任の松山先生について実習をするらしく、私のクラスで挨拶をしてくれた。

			　私達の質問にも、優しげに微笑みながら丁寧に答えてくれる。

			　近くにいた女子達は「カッコイイ」って頻(しき)りに言ってるし、私もそう思う。

			　最初の授業が終わった時に、私は勇気を出してあの時のお礼を言った。

			　先生は『何もしてないよ』って言いながら私の身体を気遣ってくれる。

			　その時から私は、ドキドキが止まらなくなってしまった。

			　何をしていても、ついその姿を目で追ってしまう。

			　私が所属しているバスケ部の見学に来たとき、男子に混ざって練習試合をしていて、まるでプロ選手みたいなダンクシュートを決めたときは、鼻血が出そうになってしまった。

			　翌日からは、先生が何をしているのか気になってつい後を追っかけたりしたけど、目が合うと微笑んでくれているような気がして、もっと近づきたくなってしまう。

			　少し歳は離れてるけど、あと１年半すれば私も結婚できる歳になる。

			　男の人は若い女の子が好きってよく聞くし、頑張れば私も先生のお嫁さんになれるかもしれない。そのためにも、この教育実習期間内にもう少し距離を縮めたい。

			　そう思って、なんとか２人きりでお話しするチャンスを作ろうと、一度家に帰って、クラスメイトの柏木さんの家に勉強を教わりに行くとお母さんに嘘をついてまで学校に戻った。

			　柏木先生が１人になるのを、少し離れたところから待つ。

			　幸い住宅地は外灯が多いので、暗くても柏木先生の姿を見失うことはなかった。

			　駅へ向かう交差点で、ほとんどの先生とは別れたけど１人の女の人、あれは確か工藤先生だっけ、とは家が近いのかそのまま２人で歩いている。

			　何か、すごく仲が良さそう。距離だって近い。

			　そう思って見ていると、道が分かれているところで２人は立ち止まり、柏木先生が工藤先生にキスをした。

			　その後は頭が真っ白になり、気が付いたら駅の繁華街を歩いていた。

			　見た光景が頭から離れない。

			　あれはやっぱり、２人が付き合ってるってことなんだろうか。

			　キスをしたのは柏木先生からだったけど、工藤先生も嬉しそうに見えた。となればそういうことなんだろう。

			　ショックだった。

			　だけどどこかで、やっぱりっていう気持ちもある。

			　あんなにカッコイイ先生なんだから、彼女がいるのは当然のような気もする。

			　もちろん何の慰めにもならないけど。

			　そんなことを考えていたらすごく悲しくなって、私は歩きながら泣き出してしまった。

			　涙を拭(ぬぐ)って歩いていると「君、どうかしたの？」そう声を掛けられた。

			　声のした方を見ると、先生と同じくらいの歳の男の人が２人、心配そうに私を見ていた。

			　優しそうな声。

			　少し身を屈(かが)め私と視線を合わせてくる。

			「な、なんでもないです……えぐ、クスン」

			「え、えっと、どっか座って落ち着いた方が良いよ」

			「そ、そうだよ。とりあえずそこらのお店に入って、何か飲みなよ」

			　そう言われて促されるまま、すぐ近くにあったお店に入った。

			　お店の中は割と明るくてジャズっぽい音楽が流れ、落ち着いた雰囲気だった。

			　知らない男の人に連れてこられたので警戒していたけど、これなら大丈夫そうだと思った。

			　テーブル席に着いて少しすると、男の人が注文してくれたのか可愛らしいグラスに入った飲み物が運ばれてくる。

			「とにかく少し飲むと落ち着くよ」

			　そう言われて口を付ける。

			　甘くて、少し炭酸が口を刺激する。

			　喉が渇いていたみたいで一気に飲んでしまった。

			　美味しかった。

			　冷たいんだけど、飲み終わると胸がポッと温かくなる。

			「僕らが奢(おご)るから、どんどん飲んで良いよ」

			「そうそう。遠慮しなくて良いからね。注文も僕らがするからさ」

			　笑いながら男の人達がそう言ってくれたので、私はお礼を言いながらも出された飲み物を飲んでいた。

			　３杯くらい飲み終わると、泣いたせいか急に眠くなってくる。

			　さすがにお店で寝るわけにはいかないので帰ろうかとも思ったけど、泣いて赤い眼をしているとお母さんが心配するかもしれない。

			　もう少し落ち着いてからにしようと決めたとき、次の飲み物が目の前に運ばれてきた。

			　コレだけ飲んで、そしたら家の近くの公園まで戻って、そこの水道で顔を洗って帰ろう。

			　そんなことを思いながら飲んで、気が付いたら寝てしまっていたらしい。

			　目が覚めたら自分の部屋のベッドの上だった。

			　

			　

			　Side　裕哉

			「失礼します」

			　俺はそう言って教頭室を後にし、実習生の待機場所である生徒指導室に向かった。

			　教頭室にはまだ教頭先生と松山先生、それと実は生徒指導担当だった大沢先生（国語担当）が残っており、今後のことについて打ち合わせをするらしい。

			　昨日、上山さんを無事保護できた俺だったが、直後に繁華街を警(けい)邏(ら)していたお巡りさんに職務質問を受ける羽目になった。

			　まぁ、明らかに未成年である少女を背負って繁華街を歩いていれば当然ではある。

			　ましてや見るからに少女が泥酔している様子であれば、むしろさすが日本の警察官と褒めて然るべきだろう。自分を対象としていなければ、だが。

			　それから先は大変だった。

			　背負っているのは教育実習先の生徒であることを一応説明するも、証明する物は何も持っていない。というか、財布や家の鍵すら忘れてきた。

			　そうこうしているうちにお巡りさんは応援を呼んだらしく、あれよあれよという間に８名の警官に囲まれることになってしまった。

			　何一つ（？）悪いことをしていないのにこの仕打ち。泣きたくなる。

			　お巡りさん達の、口調は穏やかなのに笑っていない目と、逃がすまいと周囲をさり気なく囲む動き、何とか上山さんを俺から引きはがそうとする言動に、仕方がないとは理解しながらもちょっとイラっとくる。

			　結局、まずは松山先生に連絡を取って電話口で事情を説明してもらい、警察官から上山さんの親御さんに連絡を入れて迎えに来てもらうことになった。

			　とりあえず上山さんはパトカーの後部座席に寝かせて、親御さんを待つ間に、保護した経緯を説明する。

			　それを聞いた別の警官が近隣の店で聞き込みをし、無事に事実確認ができたので俺の疑いは晴れたようだった。

			　例の男達に関しては、俺が上山さんを介抱しているうちに逃げられたと言っておいた。取り逃がしたことで何か言いたそうにしていたが「生徒の保護を優先した」「余計なトラブルを起こして生徒に危害を加えられたら何にもならない」と話したら納得した。ただ、車のナンバーくらいは確認して欲しかったとか言われたけど。

			　ついでに飲酒運転はチクっておいた。ダメ！　絶対！　飲酒運転!!

			　そんなこんなで上山さんの親御さんが迎えに来て、念のため警察官も同行して帰って行った。

			　それから遅れて到着した松山先生にも状況を説明して、その日は終わった。そして今日、不在の校長先生を除き、教頭先生と生活指導の大沢先生に事情を説明していたのである。

			　上山さんは、本日は休ませると親御さんから連絡が入っていたらしいが、学校としては厳重注意だけで、このことは校長先生以外には伝えないことになったので一安心である。

			　飲酒については、お酒とは知らずに飲んでしまったと上山さん本人が親御さんに話したそうで、それに関しては学校側からは特に何も言わないことになったようだ。

			　何故繁華街に行ったかは、松山先生にだけ簡単に事情を話した。

			　松山先生も他の先生には伝えなかったようなので、このまま胸に仕舞っておくのかもしれない。

			「おはよう」

			　挨拶しながら実習生の集まる生徒指導室に入り、実習の準備を進める。

			　昨日のことは茜にも話をしていない。どこまで話していいかわからんし。

			　来週からは授業実習が始まる。実際に授業を行い、担当教師が内容に関して指導を行っていく形だ。

			　まず来週１週間は１日１時間ずつ。最終週は１日２時間が２日、１日４時間が２日あり、最終日は実習レポートの提出だ。

			　なので今日は午前に実習の授業見学、午後は来週の授業計画を指導担当に提出して、指導を受けることになっている。そのため、茜も含めて実習生は皆、授業計画の確認や修正に忙しくしていた。

			「柏木君何かあった？　教頭先生に呼ばれてたみたいだけど」

			　そんな中でも俺の様子が気になったらしい茜だったが、俺は「ちょっとな。大丈夫だ」そう言って誤魔化す。

			　すべて終わったら話すことにしよう。

			　

			　そうして忙しくしているうちに、その日も終わる。

			　午後の授業の合間に松山先生に授業計画の添削をしてもらい、了承印をもらったので準備は完了。あとは自分でロールプレイングをしながら、時間感覚を掴む練習をしなきゃならないけど、それは帰ってからの話だ。

			　日報を書いていると生徒指導室のドアがノックされた。

			　ドアから一番近くにいた俺が開けると、休んでいたはずの上山さんが立っていた。

			「あ、あの、柏木先生、す、少しお話し、良いですか？」

			　少し赤くなりながらも、はっきりとそう言ってきた。

			　俺は頷くと部屋にいる他の実習生に声を掛けてから、上山さんと話をするために場所を移すことにした。

			　上山さんの先導で移動した先は、校舎裏である。

			　物凄くベタな場所だ。こんな所、清掃以外は喧(けん)嘩(か)か告白くらいしか使わないだろうな。

			　となると、自然と上山さんの意図も予測できるが。……喧嘩だったらどうしよう。

			「昨日はありがとうございました。それと、ごめんなさい！」

			　立ち止まって向かい合った途端に、上山さんは俺に頭を深く下げる。

			「うん。とにかく間に合って良かったよ。多分親御さんに叱られただろうから俺は言わないけど、１つだけ。もうあんな危ないことはしない！　いいね？」

			「はい。お母さんにすごく怒られました。後から自分で考えても、先生が来てくれなかったらどうなってたか。本当にありがとうございます」

			　そう言うと、もう一度頭を下げる。

			　……けど、なかなか頭を上げようとしない。

			　どのくらいそうしていたか、上山さんが何かを決意したように表情を引き締めて、顔を上げた。そして口を開く。

			「そ、それで、せ、先生に聞きたいことが」

			　上山さんがつっかえながらも振り絞るように言う。

			「あの、昨日、先生と工藤先生が、その、キ、キスしてるところを、その……」

			　あ～、やっぱり見られてたか。

			「えっと、柏木先生と工藤先生って、つ、付き合ってるんですか？」

			　一気に言って俺の顔を真剣な表情で見る。

			　こうまで真っ直ぐ問われるとはね。これは誤魔化したりするべきじゃないよな。

			「ああ。俺は茜…工藤先生と付き合ってる。彼女とは中学からの友人だけど、今年から付き合い始めた」

			「!!　……そう、ですか」

			　上山さんは一瞬辛そうな表情を見せたものの、その目に込められた意思は揺らいでいない。

			「それでも！　柏木先生のこと、好きです！」

			　思いのすべてを叩き付けるかのような告白。

			　事故の時のことで感謝と好意が混ざってしまってるのかもしれないし、憧れ的なものもあるのだろうとは思う。それでも、この告白を子供の言葉として受け取るのは間違っているような気がする。

			　だから俺も真剣に応える。

			「ありがとう。その気持ちは嬉しい。でも、俺はそれを受け取ることはできない。立場とか歳とかそんなんじゃなくて、俺には好きな人がいる。だから上山さんを受け入れることはない。ごめんなさい」

			　自分でも呆れるくらい不器用な返答。

			　上山さんがどう感じるとか配慮も何もない、彼女の真っ直ぐな気持ちに返す俺の愚直な答え。大人の対応にはほど遠い。我ながら情けないにもほどがある。

			　しばらく無言で見つめ合う。

			　不意に上山さんの目から涙がこぼれ落ちた。そして手で顔を覆い俯き、小さく零(こぼ)れる嗚咽(おえつ)の声。

			　罪悪感で居たたまれないが、慰めることもできずにただ立ち尽くす。

			　数分だったか数十分だったか、感覚的にはかなりの時間続いた嗚咽が収まり、上山さんは顔を上げた。

			　そこには、涙に濡れながらも必死に笑おうとする姿があった。

			「ありがとうございました。結果は、辛いけど、でも！　告白できて良かったです」

			　そう言って最後に頭を下げてから、上山さんは走り去っていった。

			　念のためすぐに影狼を召喚して後を追わせる。が、何となく大丈夫のような気がしている。

			　まだ中学２年生。大人とはとても言えないけど、それでも女性の強さを見せつけられた気がするな。

			　俺が彼女と同じ歳だった頃…………恋愛の「れ」の字も考えずにバカ騒ぎをしてた気がする。

			「んで？　いつまで隠れて見てるんだ？」

			　俺が校舎の陰に声を掛けると、バツが悪そうに茜が出てきた。

			　これまた、なんつーベタなことしてるんだか。

			「あははは……えっと、お疲れ様です？」

			「なんだよそれ。まぁ、見ての通りだよ。……でも、女の子ってのは凄いな」

			　呆れて返しつつも本音を吐露する。

			「そうだよ。強くなきゃ女の子なんてやってられないよ」

			　茜が微笑みながら答える。

			　コイツもそうなんだろうか。

			　そう言えば異世界の女性もみんなタフで強かったっけ。どうやら何処の世界でも、男は精神面では女性に到底敵(かな)わないらしい。

			　でも、それはそれとして、

			「で？　茜さんは心配して覗いていたと？」

			「え、えっと、心配っていうか、その、裕哉、押しに弱そうっていうか……」
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			　コノヤロウ。

			「そうか。どうやら茜は俺の愛情を疑ってるようだしな。幸い明日は土曜で実習もない。よって、朝から俺の愛情の深さをしっかりと茜に理解してもらうべく努めるとしよう。大丈夫、日曜の夜には終わると思うからな。多分」

			「[image: e_gaiji.png]？　朝からって、ちょ～っと身体が保たない、かな？」

			　俺が手をワキワキさせながらにじり寄ると、茜は顔を赤くしながらも引き攣った表情という器用なことをしながら後ずさった。

			　が！　逃がさんよ！

			「そうかそうか、今日からが良いか。よし任せろ！」

			　そう言いながら茜を引きずって、帰り支度をするために校舎の中に戻る。

			「ちょ、裕哉！　そんなこと言ってないってば！　ゴメンって!!」

			「怒ってないよ～。ちょ～っと俺の愛情が迸(ほとばし)ってるだけだからなぁ」

			　暴れる茜を、逃がさない程度に優しく抱えながら実習室に向かった。

			　

			　教育実習も２週目に入り、いよいよ授業実習が始まった。

			　前にも言ったが今週はまず各クラス１日１時間ずつの授業を行う。

			　教師志望でないとはいえ手を抜くわけにはいかないし、どうせやるなら真剣にやらないと得られるものも得られない。

			　大勢の前で話すこと自体は経験あるが、さすがに授業を担当したことはない。

			　個別に人にものを教えたことはあるが、まったくの別物だしな。

			　入念に準備を行ったつもりだが、どうすれば生徒達に理解してもらえるのか、習熟度が人それぞれの中で教えるというのはかなり難しいと思う。

			　途中で飽きさせないような話術も必要だし、単に教科書を読み上げて問題を解かせるだけなら教師がやる必要もないんだから、学校の授業というのはかなりハードルが高い。

			　松山先生の厚意で、先生相手に一度ロープレを行って、出てきた課題は一応クリアしたはずだけど、そんな簡単なことじゃないだろうな。

			　いよいよ教壇に立ち、数式の計算方法や考え方、文章問題から数式を組み立てる方法などをできるだけ丁寧に、かつくどくならないように説明しつつ、適宜黒板に書いた問題を生徒に解かせていく。

			　可能ならユーモアを交えながら説明できればいいのだが、さすがにそこまではできそうにない。

			　それでも、生徒達の表情を見ながら理解度を測っていく。

			　何とか予定している所まで進めたが、少し時間が余ってしまった。時計を確認しながら進めたのだが、まだ駄目だったらしい。

			　５分ほど余った時間は松山先生がフォローしてくれたが、要反省だな。

			「初めてとは思えないほど、ちゃんと授業になってたな！　うん！　これなら大丈夫!!」

			　今日担当した授業が終わった後、松山先生はそう言いながら俺の肩をバシバシと叩いて笑った。

			「いえ、反省点ばかりですよ。時間も余らせてしまいましたし」

			「最初はしょうがないさ。時間が余ったのは緊張からか少し早口になってたのと、生徒に問題を解かせる時間が短かったからだな。もう少し時間を取るようにすれば問題ない！　あとは慣れだ！」

			　反省を口にする俺を、松山先生は相変わらずの大声で激励してくれた。

			　結構注意してたんだけどなぁ。ま、最初から上手く行くはずないか。

			　とりあえず今日の授業はこれで終わったし、明日と明後日は別のクラスで同じ範囲の授業なので精神的には余裕ができる。

			　自分の失敗を念頭に松山先生の授業を見学するが、実際にやってみたことで先生の授業と自分の授業の差がより浮き彫りになる。しかもその差は、そうそう埋められるものではなさそうだ。

			　放課後はまたクラブ活動の見学である。

			　ホームルームを終えて一旦実習生の控え室に戻り、授業で使った資料を片付けてから移動する。

			　あ、上山さんだけど、まだ少しぎこちない感じはするが、何とかお互い普通に接することができた。

			　これは俺の、というよりも彼女のおかげってのが大きい。

			　俺自身はどう接すればいいか判らなかったのだが、彼女の方から普通に話しかけてくれた。

			　ある意味で彼女の方が大人なのかもしれないな。

			　で、話は戻るが――。

			　この学校では一応すべての生徒がどこかしらのクラブに所属することになっている。

			　おかげで幽霊部員の多い文化系クラブも少なくないが、それは何処の学校も同じだろう。

			　そして今日は水泳部の見学である。

			　この季節、学校のプールは使えないため、近くにある市営の温水プールを週に２回借りてクラブ活動をしていた。他の日は主に筋トレとランニングらしい。

			　その分学校が拠出する活動費では足りないため、月に１０００円ずつ部員から徴収していると亜由美から聞いている。

			　そんなわけで支度をして、野岸さんと共に市民プールに移動するために校舎を出る。

			　途端に妙な気配を感じたので、野岸さんに先に向かってもらい俺は気配を感じた校舎裏を覗いた。

			　そこにいたのは５人の男子生徒。

			　４人で１人を囲んでいる状況だ。どう見ても穏やかとは言えない雰囲気。

			　こりゃイジメっぽいな。

			「そこで何をやってる！」

			　声を掛けると、囲んでいた４人が焦ったように振り返る。

			　チャラい感じで髪を染めてるのが２人と、普通っぽいのが２人。

			　囲まれてたのは、眼鏡を掛けて大人しそうな感じの男子。

			　どれも見覚えのある顔だ。確か、２年４組。茜の指導担当のクラスだったはず。

			「なんだよ、教生かよ……。何でもないっすよ。話してただけなんで。行こうぜ」

			　チャラい方の１人が促して、囲んでいた４人が立ち去っていく。

			「大丈夫か？　えっと、確か小(こ)柴(しば)君だったっけ」

			　残された生徒に声を掛ける。

			「大丈夫です。ぼ、僕も行くんで。それじゃ」

			　小柴君は俺と目を合わせることもなく、軽く礼をすると走り去った。

			　声を掛けてあの反応ってのはちょっとばかし切ないが、イジメを受けてるとしたら不思議でもない。

			　生徒にとって教師なんてのは、味方でもなんでもないからな。ましてや教育実習生なんて通行人以下だろう。

			　とりあえず担任の三(み)宅(やけ)先生には報告しておこう。生徒以外の視点に立ってみると、この学校の教師はそれなりにちゃんとしているように見える。何もしないよりかはマシだろう。

			　そう決めて、俺は水泳部のいる市民プールに向けて歩き始めた。

			　

			　ほどなく野岸さんに追いつき、市民プールに到着する。

			　俺達はそれぞれ着替えてプールまで行く。入る予定はないのだが一応水着だ。

			　プールサイドに着くと、すでに部員達は準備運動を終えて集合していた。

			　男子水泳部の顧問はなんと松山先生だった。

			　いや、日に焼けた姿は相応しいっちゃ相応しい気もする。しかもなかなか鍛えた身体をしているし。

			　ちなみに松山先生の水着はブーメランパンツである。日焼けしたマッチョはブーメランパンツじゃなきゃいけない理由でもあるんだろうか？

			　その先生の水着だが股間部分に定規か温度計のような目盛りが書いてあり、後ろ側には『愛のメモリ』と白抜きの字で書いてあった。

			　松○しげるネタかよ！

			「えっと、先生、その水着……」

			「おお！　これは今年の７月に、部員から誕生日プレゼントとして贈られたんだ！　素晴らしいだろう!!」

			　いや、それ、完全にジョークグッズだと思います。しかもかなりセクハラ気味の。

			「そ、そうっすか。良かったっすね」

			　これ以外どう言えと？

			　女子の方も集まっていて、顧問の先生が野岸さんを紹介しているようだった。

			　部員の中には亜由美もいる。そういえば夏から代表選手になったとか言ってたっけ。

			　水泳は小学校の時からしていたが、選手に選ばれるくらい真面目にやっていたらしい。

			　一応言っておくが、水泳部の水着はスク水ではなく競泳用のものである。まぁ、ほとんどが黒系統の大人しいデザインだし、俺にはロリコンの気はないので詳細は省く。

			　各自で勝手に妄想しておいてくれ。但(ただ)し亜由美は想像でも許さん。

			　基本的に水泳部は、男女の交流はほとんどないらしい。個人競技だし思春期の男女だし、色々考えられているんだろう。あくまで同じプールを利用しているだけということだ。

			　なので当然、俺が今回女子の方に行くことはない。別に行きたくもないからな。本当だぞ？

			　各自がプールに入って練習を始めると、俺は松山先生から部活について説明を受ける。

			　松山先生自身学生時代に水泳をしていたらしく、要所要所で部員達に指導をしていた。

			　暑苦しいのを除けば本当に優秀だよな、この先生。

			　俺も時折プールに入って指導の手伝いをする。俺の水着は膝上までのサーフタイプである。

			　羽織っていたウインドブレーカーを脱いだときは、少々どよめきがあった。

			　自分で言うのもなんだが、異世界での実戦で鍛えられた肉体美である。思わず調子に乗ってダブルバイセプスのポーズ（ボディビルのポーズで両手を上に上げて肘(ひじ)を曲げるガッツポーズみたいなやつ）を決めてしまった。といっても、あの競技の人達みたいな過剰に太らせた筋肉じゃないので、見た目はいまいちかもしれない。

			　何故か松山先生が対抗して、サイドチェストのポーズをしてたが。

			　それにしても異世界から戻って初めてプールに入ったが、脂肪が少なくなって筋肉が増えたせいか浮力が小さくて焦った。

			　実習中にもかかわらず結構楽しんでしまったけど……。

			　

			　翌日、４組担任の三宅先生に昨日の校舎裏での出来事を話しておいた。

			　一応注意して見ておくと言ってくれたが、本人から相談でもなければ何かするのは難しいかもしれない。

			　ただ、きちんと生徒の心配はしていたので良い先生なのだろうと思う。

			　加害側と見られる生徒に関しては、髪を染めたりと多少派手な部分はあるものの、特に不良というわけではないそうだ。

			　今のところ積極的に関わるつもりはないが、ここにいる間は昼休みや放課後に校舎や体育館の裏を見て回ることにしよう。

			　２回目の授業実習は何とか無難に終えることができた。ただ、俺も経験があるが昼前と昼過ぎの授業は生徒に集中力がなくなってきているので、より進め方に注意が必要だそうだ。

			　といわれても、俺はそんな配慮をしてもらった記憶がまるでないんだが、本当に他の先生はそれをしているのだろうか？　疑問は尽きない。

			　実習生控え室で昼食を終えて予鈴がなった後、次の授業が行われる４組に松山先生と向かう。

			　隣である３組の教室に差し掛かったところで、前方から三宅先生の声が聞こえてきた。

			「あなたたち！　何をしてるんですか!!」

			　見ると例の４人組とその向こうで蹲(うずくま)る男子生徒が見える。

			「別に。ちょっと足が当たっただけなのに、コイツが大げさにしたんすよ」

			「明らかに蹴っていたでしょう！　いつもこんなことをしているんですか!!」

			　反省の欠片もない茶髪の生徒に、三宅先生が叱責の声を上げている。

			　どうしたものかと松山先生の顔を窺おうとした時、首の後ろがちりちりと微(かす)かに逆立つ。

			　拙(つたな)いが殺気とも思える気配。

			　チキチキチキチキ

			　蹲った生徒から聞こえる微かな音。

			　三宅先生もその前にいる生徒も気がついていない。

			　そして、

			「ぅあぁぁぁぁぁぁ！！！」

			　叫び声を上げながら生徒が立ち上がり、腕を振り上げた。

			　事前に察知していた俺は、すぐさま間合いを詰めて振り下ろそうとしている手首を掴む。

			　そしてその手に握られたカッターナイフの刃を指で摘んでパキンッと折る。

			　止めるにしても歯が出たままじゃ怪我するかもしれないからな。

			「な?!　え？　は、放し」

			「はいはい、ちょっと落ち着け。気持ちは解るけど、それをやっちゃ君が駄目になる」

			　できるだけ刺激しないように穏やかに話しかけつつ、目立たないように動きを封じる。

			「柏木先生?!」

			　ようやく彼、小柴君の状況に気が付いた三宅先生が驚きの声を上げる。が、今はそっちよりも彼をこの場から引き離すことが先だ。

			「松山先生。ちょっと生徒指導室借りても良いですか？　それと次の授業」

			「わかった。こっちは任せなさい。とりあえず小柴君を指導室で落ち着かせてくれ。僕らも後から行くから」

			　俺の突然の要請に松山先生は頷いてくれた。

			　ホントに優秀だなこの先生。実習生に任せるのが正しいかはわからんが……。

			　

			　コトッ。

			　俺は立ち寄った職員室で買ってきたコーラを小柴君の前に置く。

			　そして自分用に買ってきた、同じくコーラのペットボトルを開けて一口飲んだ。

			　小柴君は俯いたまま身じろぎしない。

			「……とりあえず飲みなよ。まずは落ち着かないとな」

			「…………はい」

			　微かに返事をして、ようやくコーラを手に取った。

			　一口、二口と飲むのを見て、彼の気持ちが落ち着くのを待ってからできるだけ穏やかに聞こえるように声を掛ける。

			「とにかく怪我人が出なくて良かった。もちろんアイツらのためじゃなくて小柴君のために、な」

			「それは……」

			「あの様子からすると、ずっとイジメられてたんだろ？　ポケットにカッターナイフ入れてたくらいだから」

			　小柴君は何かを堪えるかのように俯いて、唇を噛みしめていた。

			「理由は知らないし、加害者の理屈なんざどうでもいい。ずっと我慢してきたんだよな。爆発するまで溜め込むくらい」

			「う、うぅぅ」

			　俯いたままの目から涙が落ちる。

			「言いたくなければ無理に言わなくても良い。でも、愚(ぐ)痴(ち)でもアイツらに対する恨み言でもいい。口にできるなら吐きだした方が、少しは楽になるかもしれないぞ」

			「……アイツら僕が漫画とかアニメとか好きなのを知って『キモイ、オタク野郎』とか、馬鹿にして！」

			「今時アニメ好きなんざ普通にいるのになぁ」

			「僕だけじゃないのに！　他にも財布盗られたり、殴られたり、みんなが見てる前で大声で馬鹿にして!!　それに……」

			　堰(せき)を切ったように言葉が溢れてくる。

			　相当鬱(うつ)屈(くつ)していたんだろう。無理もないか。

			　十数分話し続けてさすがに息が切れたのかコーラを飲み、小柴君は口を噤(つぐ)んだ。

			　丁度そのタイミングで指導室のドアがノックされて、松山先生と三宅先生が入ってくる。

			「柏木先生ありがとう。えっと、小柴君、話できる？」

			　三宅先生が問いかけるが、小柴君は俯いて答えなかった。

			「とにかく、今日のところは帰って、少し気持ちを落ち着けると良いよ。柏木先生、良かったら小柴君を送ってあげてくれるかな？」

			「はい、大丈夫です。それじゃちょっと準備しますね」

			　小柴君の様子を見て、時間をおいたほうが良いと判断したらしい松山先生がそう言って、帰宅を促した。これに三宅先生は一瞬不満そうな顔をしたものの、年齢的に松山先生のほうが立場が上なのか、口に出すことはなかった。

			　俺は実習生控え室に戻り資料をカバンにしまい、ちょっとした準備をした上で指導室に戻る。小柴君の荷物は、三宅先生が４組の教室に行き纏めて持ってきた。

			　それからは俺が先導して校舎から出た。

			　そして校門ではなく、裏門側にある教員用の駐車場に向かう。

			　実は準備の間に『転移』で自宅に戻り、バイクを持ってきておいたのだ。

			「え？　バイク、ですか？」

			「そ。このまま家にすぐ帰っても色々考えちゃうだろ？　ちょっと寄り道してくべ？」

			　そう言いながら予備のヘルメットを小柴君に渡して被らせ、バイクを押して裏門を出る。

			　先に俺がバイクに跨り、リアシートをパンパンと叩いて小柴君を促す。

			　乗ったことがないのか、おっかなびっくりリアシートに跨ったのを確認してセルを回す。

			　軽快なエンジン音が響き、彼にしっかり掴まるように言ってからゆっくりとバイクを発進させた。

			　進路を郊外に取りしばらく走り続ける。

			　初めて乗るバイクに緊張していた小柴君も、次第に慣れてリラックスしてきたようだ。

			　俺はまた学校に戻らなければならないのでそれほど時間は使えないが、20分ほど郊外を走り住宅街まで戻る。

			　道を聞いて小柴君の自宅に到着する頃には、大分気も晴れた様子だった。

			　やはりバイクは偉大である。自分で運転する爽快感には及ばないだろうが、それでも車や自転車では感じることのできないものがあるのだ。

			　俺も嫌なことがあっても、バイクでしばらく走れば多少気が楽になるからな。

			「あの、柏木先生、ありがとうございました」

			「ああ。あと、もう少し話をしたいから後でまた来ても良いか？」

			「別に良いですけど、何でです？」

			　まだ少し警戒心が残っているのか、そう訊いてくる。

			「まぁ、さっきの件もあるけど、俺も妹と友人の影響で漫画とかアニメとかラノベとかそれなりに見るからな。単に趣味だ」

			　俺がニッと笑うと、小柴君も表情を緩めて頷いてくれた。

			　学校に戻り、三宅先生と松山先生に小柴君から聞いたことを話す。

			　６時間目はすでに始まっていたが、２人とも担当授業がなかったらしく職員室にいたので丁度良かった。

			「そんなことがあったのね。ありがとう柏木君」

			　そう言って三宅先生は俺に頭を下げた。

			「それで、小柴君の処分とかあの４人組の対応とかはどうなりますか？」

			「一応、概要は校長先生と教頭先生には話してある。柏木先生のおかげで、幸いカッターナイフを振り上げただけで怪我人はいないし、原因を作ったのは明らかにイジメた側だからな。それほど他の生徒達に動揺もないようだから、まだ正式っていうわけではないけど、校長先生の判断でもとりあえずは小柴君の処分は特になし。

			　ただそうは言っても精神的なダメージは大きいだろうから、落ち着くまで２、３日は休んでもらったほうが良いかもしれないな。もちろん本人次第だけど。それからイジメていた４人の男子生徒は、親御さんにも連絡して面談だな」

			　俺の質問には松山先生が答えてくれた。

			「それにしても、イジメをなくすために学校でも色々としているんだけどね」

			　三宅先生が嘆息しつつ言う。

			「その考え自体が間違ってるような気がしますけどね」

			　思わず本音が零れてしまう。

			「どういう意味？　イジメをなくすのが悪いとでも言うの？」

			　三宅先生はムッとしながら語気を強める。

			　松山先生はむしろ興味深げに俺を見て先を促す。

			　声に出すつもりはなかったのに、失敗した。

			　けど、口にしたからには中途半端で済ますよりも全部言ったほうが良いか。

			「なくす努力が無駄とは言いませんけど、その考え方だとイジメの有る無しに目が向いてしまって、実際にイジメられている生徒を助けることに繋がらないと思います。むしろイジメの有無や件数を報告することで、評価を気にして隠(いん)蔽(ぺい)してしまっているケースが多いんじゃないでしょうか。昨今ニュースで取り上げられるイジメが原因の事件は、そういった例ばかりが目に付きます」

			「それは、そうかもしれないけど」

			「それよりもイジメは必ずあるし、なくならないと考えて、被害者をどうやって見つけてどう救済するかを考えないといけないんじゃないですか？」

			　俺の言葉に先生達は反論しなかった。

			　実際、イジメってのは人間も含めた動物の本能から来ている。種としての防衛本能である異物排除。それから、他者よりも自己を上に感じたいという自己顕示欲。つまり順位付けだ。この２つの本能的な思考が、イジメを発生させる要因となっている。

			　こういった本能を、指導だけでなくすことは非常に難しいだろう。

			　そもそもイジメの線引き自体、簡単にはできない。イジメと受け取るかどうかは本人次第の面が大きいからだ。他者からはイジメに見えても、本人達はちょっとふざけてるだけかもしれないし、逆に他人から見れば大したことをされていなくても、された本人は酷く傷ついているかもしれない。

			　イジメの内容だって直接的な暴力から言葉の暴力、性的な羞恥や無視するなどの精神的な攻撃と様々だ。

			　こういったイジメすべてを防ごうとするなら、学校では勉強以外のすべての行動を禁止して、学校外では一切他人と接触するのを許さないというくらい徹底しなければならないだろう。基本的な人権すら無視する監獄のような生活だ。そんなことをできるわけがない。

			　まして、学校単位でイジメの件数を報告させるなど、隠蔽しろと言ってるようなものだ。

			　評価が下がるのに、誰がまともに報告なんかするだろう。

			　それくらいなら、まだイジメから救済した生徒の数を競わせた方がマシだ。

			　もっともこれはこれで、過剰にイジメ認定して不必要に加害者を増やすことにもなりかねないけどな。

			「問題なのは私達教師からはイジメを発見し難いことだな。イジメられている生徒が相談でもしてくれればともかく、目撃した生徒も告げ口することで標的が自分達に向くのを恐がって、なかなか話してくれない。柏木先生はどうしたらいいと思う？」

			　何か講義を受けているような感じだな。

			　松山先生の表情もどこか楽しんでるような感じがするし。

			「生徒目線で見ると、教師ってのは必ずしも味方とは思えないですからね。まずは相談しやすい体制を作るのが必要でしょうけど、相談を受けたらイジメの証拠を集める手助けをする、その証拠が集まったら躊躇せずに警察を介入させる。被害者に刑事・民事の訴訟を勧める。それくらいのつもりじゃないと、生徒は相談しようとはなかなかしないと思います。教師に相談した結果イジメが酷くなるなんてのも、よくあることですから」

			「警察の介入とか訴訟とか、加害者といってもまだ子供なのよ？　これからの人生の方が長いんです。将来にも影響しかねないのに安易に警察なんて」

			　俺の話に三宅先生が反論する。

			「加害者を守って被害者に我慢を強いるのか、被害者を守って加害者に自分のしたことの責任を取らせるか、どちらを選ぶのかだと思います。

			　イジメっていう言葉が軽いせいか、ほとんどの場合、加害者側には罪悪感はあまりありません。けれどやっていることは恐喝や暴行、傷害、侮辱や名誉毀(き)損(そん)、場合によっては強制猥(わい)褻(せつ)なんかもありますね。どれも立派な犯罪です。

			　加害者である少年少女のことを、被害者よりも優先しなければならないのですか？　たとえ言葉だけのイジメであっても、それが被害者の人生を狂わせることだってある。それに、未成年のうちに自分がどれほどのことをしてしまったのかを理解させることも必要なんじゃないでしょうか。

			　大人が毅然とした態度で対応することが、イジメをエスカレートさせることに対する抑止力になります。

			　生徒は大人が考えるよりも、ずっとドライに大人達を見ていると思います。言葉で信じて欲しいと言ったところで、実際に行動が伴わなければ信用なんてしません。被害者と加害者どちらにも良い対応なんてないんじゃないでしょうか」

			　我ながらここまで言っても大丈夫か？

			　間違ったことを言ってるつもりはないが、まぁ不評を買ったとしても、たかが実習の評価だ。小柴君や他のイジメられている生徒のことを思えば、何てこともないだろう。

			「耳が痛いな。実際に教師の立場に立つと、そこまで割り切れるものではないが」

			　松山先生が苦笑いしながら言う。

			「すみません。学生の分際で生意気なことを言って」

			「いや、柏木先生の方が生徒達と歳も立場も近い。参考になるから気にするな」

			「そう、ですね。確かに耳が痛いです」

			　俺の謝罪に先生達が苦笑混じりに応じた。

			　話し終えた俺は実習生の控え室に戻る。

			「ゆ…柏木君。えっと、４組で何かあったの？」

			　俺が入るなり茜が訊いてきた。

			　先に戻って来ていたらしい。って、三宅先生が職員室にいたんだから当たり前か。

			　他に中村と野岸さんもいた。

			「ああ、４組の小柴君がイジメに遭ってたらしくてな」

			　俺は茜にこれまでの経緯を話す。どこのクラスでも起こり得ることなので、中村も野岸さんも興味深げに聞いている。

			「そんなことがあったの。５時間目のクラスが急に自習になって、その監督をするように言われたんだけど詳しいことは教えてくれなかったから。その後も三宅先生は校長先生達と話をしてたみたいだし」

			「まぁ、実習生にこんなこと報告しても、できることなんてないだろうしな。俺の場合はたまたま居合わせたから対応しただけだからな」

			「にしても、柏木言い過ぎじゃね？　現役教師に向かって明らかな教育批判だろ？　評価が恐いぜ」

			「内容は全面的に賛成だけどねぇ。それを言いきる柏木君が凄いわ」

			　やっぱそう見えるよなぁ。

			　実際には数合わせで実習に参加してるだけだから、評価とかそれほど切羽詰まってないだけなんだが。保身を考えない人間は強いのよ。

			　言えないけど。

			　話しながらも、今日の分の実習レポートと日報を書き上げる。

			「でも、自分のクラスなのに関われないのはなんか悔しいわね。考えてみても、コレが解決法だ！　みたいのはないけど」

			　茜が若干、不本意そうに言う。

			「しょうがないんじゃない？　沢山の教師やら専門家やらが色々言ってても、結局解決策なんか見つかってないんだから」

			「なんかこういう問題になると過剰に加害者の人権云(うん)々(ぬん)言い出す人もいるし、そういう人に限って声が大きいから結局何もできなくなるのよね」

			　中村と野岸さんもおそらく教師になろうって言うんだから、イジメに関して色々と思うところがあるのだろう。

			　でも茜が言うように勧(かん)善(ぜん)懲(ちよう)悪(あく)の時代劇みたいに、悪人成(せい)敗(ばい)して一件落着ってわけにはいかないしな。

			　ホームルームの時間になり解散する。

			　部活動見学も終わり、茜に一言断ってから先に学校を出る。

			　約束通り小柴君の家に行くためだ。

			　彼の家は共働きらしく、両親の帰宅はいつも９時過ぎらしい。

			　小柴君の分の食事は用意されているだろうが、気を使われると困るので念のためコンビニで色々と買い込んでおく。

			　バイクはアイテムボックスに放り込んだままだが、本当はバイクで学校へ行くのは禁止なので歩きだ。

			　道順を思い出しながらてくてくと歩き、無事小柴君宅に到着して呼び鈴を鳴らす。

			　ちなみに彼の家は一軒家である。

			「ホントに来たんですね。とにかく上がってください。えっと、僕はこれから晩飯なんですけど」

			「あ～、変な時間に悪いな。俺はコンビニで適当に買ってきたから一緒に良いか？」

			　俺がそう言うと、小柴君はちょっと笑って頷いた。

			　最初はぎこちなく口数が少なかった彼も、アニメの話や特撮マニアの俺の友人の話なんかをしているうちに徐々に打ち解けてくる。

			　食事が終わった後は部屋に案内してくれて、持っている漫画やラノベを見せてくれた。

			　漫画は親父さんも好きらしく、結構古いのも含めて幅広いジャンルを読んでいるらしい。ラノベはやはり異世界物が結構あるな。定番だし、実に好都合である。うん。

			　しばらくは漫画やラノベなんかの雑談を続けていたが、充分打ち解けたのを見計らってイジメの話を振ってみた。

			　多少は信用してくれたのか学校の時とは違い感情的になることもなく、今まであったことを淡々と話してくれる。

			　その結果わかったことだが、彼をイジメているのはあの４人組だけらしい。ほとんど話をしないクラスメイトはいるものの、仲の良い友達と呼べる生徒もクラスには数人いるらしい。

			「あのときはもう耐えられないって思ってあんなことをしてしまったけど、柏木先生が止めてくれて……」

			「結果的に誰も怪我してないし、学校側も問題にするつもりはないみたいだから気にしなくて良いよ。気持ちは理解できないでもないし、それだけ追い詰められていたんだろ？」

			　俺が言うと、小柴君は悔やんでいる表情のままで頷く。

			「誰だって同じ立場になったらやってしまうかもしれない。けどな、あそこであの手を振り下ろしていたら、小柴君の人生に大きな傷が残ってしまっていただろう。だからもし次に何か追い詰められることがあったとしたら、今度は逃げるってのもアリだぞ」

			「……逃げるな、とか言わないんですか？」

			「逃げるってのは立派な戦術だぞ？　勝ち目があるならともかく、まずは逃げて冷静になることも必要だしな。んで、どうすれば勝てるか考える。自分で思いつかなかったら人を頼る。最後に自分が笑っていられるためにはどうすればいいか。それが一番大切なんだよ」

			　俺は小柴君に電話番号とメールアドレスを書いた紙を渡す。

			「何かあったり、考えて袋小路に入り込んだりしたら連絡しなよ。あの場に居合わせたのも縁だからな。あ、それと、２、３日休んでいいから、気持ちが落ち着いたら学校来るようにだってさ…………ついでだ、折角の機会だからサボっちまえ」

			「あの、ありがとう、ございます」

			　小柴君はやっと年相応に笑った。

			　その表情を見て、俺はその場を辞することにする。今日のところはこれで大丈夫だろう。

			　仕込みも完了したしな。

			　

			　小柴君の家から自宅に戻った俺は、この後のための準備に奔走する。

			　転移の宝玉を使って異世界に行ったり、こっちで買い物をしたりと何気に忙しい。

			　ん？　何してるのかって？

			　このまま何もせずに傍観なんてするわけないだろ？

			　俺は俺なりのやり方で、今回の問題を解決するつもりだ。

			　食事を済ませたり準備を進めたり風呂に入ったりと色々しているうちに、いつの間にやら深夜２時。いわゆる『草木も眠る丑(うし)三(み)つ時(どき)』である。

			　さて、そろそろ始めますか。

			　

			　まずは今日（日付が変わったから昨日か）小柴君には内緒で準備をしておいた、彼の部屋のポイントに転移をする。

			　もちろん万が一起きているとマズイので、事前に影狼を遣わして寝ていることを確認してある。

			　そして起きないように更に『睡眠(スリープ)』の魔法を掛けておく。

			　こうすれば、ちょっとやそっとで意識が戻ることはない。

			　次に『転移の宝玉』を取り出して、小柴君を抱えつつ異世界に転移する。

			　そして転移した所にある寝台に寝かせてから、俺は異世界風の衣服（某ＲＰＧでいう『ぬののふく』的なヤツ）に着替え、皮(かわ)鎧(よろい)を身につけ更に長剣を腰に差す。

			　正に日本人がイメージする、典型的な冒険者スタイルである。

			　これから小柴君を起こすことになるのだが、今俺達がいるのは王国の北部、魔族領にほど近い廃棄された砦(とりで)である。

			　魔王や邪神との戦争が終わり、その必要性が薄れた砦にいつまでも兵を常駐させるほど各国に余裕はない。そんな兵士がいるのなら、復興なり魔物討伐なりさせた方が役に立つ。

			　そんなわけで多くの砦が放棄されることになったのだが、ここはその一つである。

			　もっとも、必要なくなったからといって頑健な砦を簡単に撤去することもできないし、かといって放置して盗賊やら魔物やらが住み着いても困るので、ある程度は整備して定期的に兵士が巡回したり訓練で使用したりしている。

			　もちろん今は誰もいないし、簡単に中に入ることができないように入口は閉ざされているので、他に誰か入ってくる心配もない。

			　俺がこんな所に小柴君を連れてきたのには、当然だが理由がある。

			　小柴君自身にイジメを克服してもらうためだ。

			　イジメの被害者がその状況から逃れるために、本人にできることは二つある。

			　一つは彼にも話したが『逃げる』ことだ。

			　これは別に悪い方法ではない。頭の古い想像力のない大人が『逃げてもなんの解決にもならない』なんて無責任なことを言うが、逃げるしか方法がない場合だって往々にしてある。特に周囲に味方がほとんどいないような状況では、一旦逃げるのが一番良いのだ。そんな状況で下手に抵抗すれば、更に悪化して追い詰められてしまいかねない。

			　一旦逃げて気持ちを落ち着け、体勢を立て直したり味方を作ったりする時間を稼ぐのも必要だ。それでも足りなきゃ、人間関係をすべてリセットするのもアリだ。

			　もちろん、逃げても解決しないこともあるし、どこかで踏ん張らないといけないこともあるが、逃げるのは一つの戦略なのだ。

			　ただ、今回の場合は小柴君をイジメているのはあの４人だけであり、彼にはクラスに友人もいる。それに小柴君自身がイジメられて悔しいと感じている。

			　そうなるともう一つの方法。『立ち向かう』のが一番良いように思うのだ。

			　立ち向かう。つまり戦うわけだが、一番確実なのはやはりイジメられている証拠を集めてから警察に被害届を出すと共に、損害賠(ばい)償(しよう)と慰謝料を求めて民事訴訟を起こすことだろう。

			　この場合、警察に届けるだけでは効果は薄い。被害届を出して告訴したとしても、実際に刑事訴訟となるかは警察や検察の判断次第となる。しかも被害が相当深刻でない限り未成年に対する刑事訴訟は控えられ、事情聴取と警告に止(とど)められることが多い。しかも学校側の協力が得られない場合、有耶無耶(うやむや)になることもある。加えて未成年者に対する裁判は家庭裁判所で行われるが、原則非公開のために被害者は加害者が処罰を受けたかどうかすら、知ることができないのだ。

			　なので民事で、加害者本人と加害者の保護責任者に対して訴訟を起こす必要がある。

			　それらの訴えが認められれば、まず間違いなくイジメは収まる。

			　取れる慰謝料は微々たるものだろうが、目的を果たすことはできるのだ。

			　ただそういった手段を使った場合のデメリットも大きい。

			　実際にそれらが警察なり裁判所なりに受理されてもすぐにイジメがなくなるわけではないし、認められるだけの証拠を揃えることも、相当な忍耐と労力が必要になる。さらに裁判を起こした場合に周囲の人間、特に被害者に対する大人達の態度が大きく変わることがある。具体的には、多くの場合できるだけ関わらないように距離を取るようになる。そうなった時、果たしてそれが解決と言えるのかどうか。

			　直接イジメられなくなったとしても、より孤独になってしまうことだってあるのだ。

			　そうならないためには周囲の大人や友人達の協力が不可欠だが、今回は俺の実習期間内に何とかするつもりなので別の方法が必要だ。

			　なので俺は手っ取り早く、小柴君にイジメに屈する必要がない程度に強くなってもらうことにした。

			　小柴君の了承は得ていない。あくまで俺の勝手な判断の下に、好きにやらせてもらうことにする。そもそも俺にだって、イジメ問題の抜本的な解決方法なんてものはない。

			　第一、当事者でもないしな。あくまでイジメを見てムカついたから手を出す。非常に自分本位で身勝手ではあるけど、そこは割り切る。

			　ある意味俺が一番非道かもしれんな。

			　着替え終わった俺は、小柴君に掛けてある魔法を解除して彼を起こす。

			「小柴！　いつまで寝ている!!」

			「へ？　え？　あれ？　ここは？？？？」

			　俺の大声に飛び起きた小柴君が、驚いた顔で周囲を見回す。

			　うん、ビックリするよね。

			「やっと起きたか！　いつまでも寝ぼけてないでさっさと着替えろ」

			「え？　あれ？　か、柏木先生？　え？　いったいこれどうなって……」

			　状況がまったく把(は)握(あく)できていない小柴君。

			「何を言っている？　小柴が、強くて誰にも負けない勇者になりたいと言ったんだろうが」

			「え、えええぇ？」

			　我ながら言ってることが支離滅裂で無茶苦茶である。

			　だがこれで良い。

			　要するに、小柴君にこれを現実だと認識させないようにしているのだ。

			「ゆ、夢？　でもなんか凄くリアルっぽいんだけど」

			「まだ寝ぼけてるのか！　お前が４匹の邪龍を倒して勇者になりたいから鍛えてくれと頼んできたんだろう！　いつまでもボーッとしてないで準備しろ」

			　勿論そんなことは言ってないし頼まれてもいない。

			　でも夢なんて荒(こう)唐(とう)無(む)稽(けい)でアホっぽいものだろう。

			「は、はい！　わかりました。えっと、着替えは」

			「寝台の横に準備してある。今日はまだ鎧と武器は使わないからな。服と靴を履いたら廊下に出てこい」

			　案の定、小柴君の脳内で適当な結論が出たのだろう。寝台を降りて聞いてきた。おそらく『夢の中の出来事』として処理されるはずだ。

			　先に部屋を出て廊下で待っていると、着替えた小柴君が出てくる。

			　俺は彼を連れて兵舎となっている建物を出て、砦の中央部にある大きな建物の中に入る。

			　小柴君も辺りを物珍しげにキョロキョロしているが、特に興味を引くものはないはずなので気にしないことにする。

			　この建物は将官達の部屋や会議室、兵員の詰め所がある、砦の中(ちゆう)枢(すう)部となっている。そして地下には、捕虜や捕らえた者を収監する牢(ろう)がある。

			　牢は、鉄格子ではなく分厚い木の扉で閉ざされた部屋が10ほど。

			　一度に複数の捕虜や犯罪者を収容するために、１つ当たり20畳ほどの広さだ。

			　その１つの扉の前に来て立ち止まり、小柴君に目を向ける。

			「さて、これからいよいよ実戦訓練を始める。この部屋の中には凶悪な魔物が待ち受けている。小柴はそれと戦って倒すんだ！」

			「え、えっと、ぶ、武器は？」

			「言っただろう。今日は武器は使わない！　男なら拳で戦え!!」

			「ええぇ?!」

			　脳筋理論全開のアホ発言である。

			　でも良いのだ！　何故なら夢だからだ！

			「心配するな！　危なくなったら助ける。今日はまず魔物に慣れることだ！」

			　それだけ言うと、小柴君を伴って中に入る。

			　牢の中には、壁から伸びた鎖に繋がれた１匹の魔物。身長１３０センチくらいの濃緑色の肌を持つ人型で、醜(しゆう)悪(あく)な顔をした子鬼とも猿ともつかないヤツが、こちらに向かって威(い)嚇(かく)してきていた。

			　数多(あまた)のファンタジー物で最多の登場数を誇る定番中の定番、他の追(つい)随(ずい)を許さない安定した地位を築き上げている雑(ざ)魚(こ)キャラ『ゴブリン』である。

			　今回の方法を思いついた俺は一度異世界(こつち)に来て、小柴君の訓練相手を多数捕獲しておいたのだ。

			　ただ、そのままだと色々問題があるので事前に処理をしておいた。

			　身体を拭く習慣も水浴びする習慣もないから、臭いし汚いんだよコイツら。

			　なので水魔法と酵素パワーで全身しっかり綺麗に、さらにフローラルハ○ングで匂い対策もばっちりだ。

			　手足共に爪も切ってあるし、万が一噛みついたらマズイので、牙はおろか歯もすべて抜いてある。

			　こうすれば力もほとんど出せないし、口の中もリ○テリンで消毒済み。

			　魔物に慣れていない小柴君に過剰な威圧感を与えないため、頭にはピンクのリボンまで結んでおいた。

			　普通のゴブリンが身につけている腰(こし)蓑(みの)は中が見えたりしてアレなので、ダ○ソーで買ってきた白のブリーフまで穿(は)かせてある。

			　我ながら扱いが非道(ひど)いな。まぁこっちの世界じゃ、害しかない嫌われ者の魔物だから問題ないが。変な保護団体とかないし。

			「あれって、もしかして……」

			「初心者の相手と言えばゴブリンだろう」

			「そ、そうですね」

			　

			　そろそろ説明が必要かな？

			　今回俺がとった手法は単純明快。小柴君自身に、あの４人組に勝てるだけの力を身につけさせるというものだ。

			　といっても別に、ステータスやレベルを上げて身体能力を高めようっていうわけじゃない。

			　そもそもまだ身体が出来上がっていない中学生くらいだと、喧嘩の強さに身体能力はほとんど影響しない。たとえ格闘技をやったとしても、そうそう強くなるわけではないのだ。

			　通常、喧嘩になると恐怖心で身体が強(こわ)張(ば)り、思い通りに身体を動かすことができなくなる。殴られでもしたら、更に身体は縮こまり何もできなくなるだろう。

			　だから喧嘩に強くなるには、何よりも『慣れる』ことが必要だ。格闘技が無駄とは言わないが、アドバンテージとなるのは人と戦う経験値が高くなるという点に尽きる。

			　なのでよほどの天(てん)賦(ぷ)の才に恵まれない限り、中学生レベルでは格闘技経験者よりも喧嘩慣れしている奴の方が強い。だから『喧嘩は先に手を出した方が８割勝つ』なんて言われるのだ。

			　土(と)佐(さ)地方で『闘(とう)犬(けん)』という犬同士を戦わせる伝統行事が行われている。そこでは、経験のない若犬に戦う自信を付けさせるため、現役を引退した元闘犬に口輪を着け『噛ませ犬』として相手をさせているそうだが、それと同じことをしようと思う。

			　で、経験とは実戦となるわけだが、普通の相手と喧嘩したところで慣れるにはそれなりの時間が掛かる。日本でそうそう殴り合いの喧嘩なんかできるものじゃないし、異世界(こつち)だとそもそも同年代の子供だって、小柴君よりも遥かに実戦慣れしてて訓練にならない。こっちじゃ、子供ですら油断すれば簡単に死ぬのだ。平和な日本で育った中学生と比較しても意味がない。

			　なので丁度良い人型の魔物を適当に弱体化させて、相手をさせようと思ったわけ。

			　雑魚キャラで有名なゴブリンとはいえ、過酷な森で生きている魔物の迫力はハンパなものじゃない。小柄で冒険者にとっては雑魚にすぎないゴブリンでも、力は身体に似合わないほど強いし、何よりこちらを殺す気で襲いかかってくる威圧感と殺気は、日本にいてはまずお目に掛かれないほどだ。

			　当然そのままだと小柴君が危険なので、実力的に小柴君のステータスよりも低くなるように弱体化してあるし、近くに俺もいるので大丈夫なはずだ。

			　万が一怪我をしてもすぐに魔法で治療できるし、恐怖心も夢だと思い込むことで軽減できるはず。

			　最初は無理をさせないようにするつもりだしな。

			　

			「で、ど、どうしたら？」

			「最初だからな。まずは鎖に繋がれたままのゴブリンを殴ってみろ」

			「は、はい」

			　小柴君が恐る恐るという感じでゴブリンに近づいて行く。

			「ガアッ！　ギャッ、ガアァッ!!」

			「ひいっ!!」

			　それまで睨み付けるだけだったゴブリンが、小柴君の手が届きそうになった途端叫び声を上げて飛びかかろうとする。鎖がガチャガチャと鳴りながら伸びきり、小柴君が後ろに飛びのいてへたり込む。

			「慌てるな！　鎖で繋がれているから大丈夫だ。まずは深呼吸をして相手を睨み付けろ！」

			「は、はい!!」

			　よたよたと立ち上がり、何度も大きく息を吸う。

			　そしてファイティングポーズをとってゴブリンを睨み付けた。

			「ギャッ!!」

			「うっ！」

			　ゴブリンに睨み返されて怯み、視線を外す小柴君。

			　それでもしばらくすると、目を逸らさず睨み続けられるようになった。

			「よし！　それじゃあ一気に走り寄って一発殴ってみろ！」

			「！」

			　微かに頷くと、ドタドタと走り寄って手を振りかぶる。

			　俺はゴブリンにピンポイントで威圧して動きを封じる。

			　ベシッ

			「痛っ！」

			　変な風に当てたのか、小柴君が手を押さえる。

			　すかさず『治癒魔法』で癒す。

			「あ、あれ？　痛……くない？」

			　急に痛みが消えたのが不思議なのか、小柴君が頭を捻る。

			「ぼさっとするな！　続けろ!!」

			「は、はい！」

			　慌ててゴブリンに向き直り、２発３発と顔面を殴りつける。

			　その都度治癒魔法を掛けて小柴君の手を癒していく。

			　頭ってのは結構堅いからな。夢の中でいつまでも痛いのは変だし。

			「ギャッ、ゴッ、ギュッ」

			「はぁ、はぁ、はぁ」

			　………………。

			「よし！　そこまで!!」

			　ゴブリンが半ばグロッキー状態になったところで小柴君を引き離す。

			　レベル上げが目的ではないのでトドメは差させない。

			　魔物といえど、動物を殺せば現代日本人なら多かれ少なかれ歪(ゆが)む恐れがある。夢だと認識しているなら大丈夫かもしれないが、リスクを冒すこともない。

			　大きく肩で息をする小柴君に声を掛ける。

			「初めての戦闘はどうだった？」

			「どう、って言われても、その、恐かったです」

			　その言葉を裏付けるかのように、ほんの短時間動いただけなのに全身に汗をびっしりかいている。

			「まずはその恐さに慣れることだ。そうすれば恐くても身体が動くようになる」

			「はい」

			　小柴君の全身に魔法を掛けて癒し、体力も回復させる。

			　そして殴るときの型や簡単な足捌(さば)きを教えて練習させた。

			　一度殴って多少気持ちに余裕ができたのか、案外スムーズに覚えていった。

			　そしてある程度形になったところで、ゴブリンを魔法で回復させてから次の段階に進む。

			「次は鎖を外す。小柴の準備が整うまで押さえておくから大丈夫だ。後は教えたとおりにやってみろ。危なくなったら助けるから、心配しないで思いっきりやれ」

			「は、はい………………だ、大丈夫です！」

			　ゴブリンの鎖を外して代わりに首を押さえつけながら、小柴君の準備が整うまで待つ。

			　その間ゴブリンは、俺に向かって殴りかかったり振り解こうとして暴れるが無視する。

			　なんのダメージもないからな。

			　小柴君が息を整えて構えたのを見てからゴブリンを少し離れたところまで放り投げて、俺自身は部屋の隅まで下がる。

			　起き上がったゴブリンが、小柴君と俺を交互に見ながら威嚇する。

			　そこに、一気に走り寄った小柴君が殴りかかる。

			　元々回避能力が高くない上に弱体化させられ、更に俺にも警戒していたゴブリンがまともに殴られ吹っ飛ぶ。

			　かなりの手応えだったのだろう。殴った自分の手を見て小柴君の動きが止まる。

			「止まるな！　一気に畳み掛けろ!!」

			　俺の声にハッとして再度ゴブリンに躍(おど)りかかり殴りつけ、蹴り飛ばす。

			　ゴブリンが完全に逃げ腰になったところで止める。

			「そこまで!!　完全に圧倒してたな。よくやった！」

			「あ、はい、え？　あ、僕」

			　多分喧嘩で初めての勝利だったのだろう。

			　半ば茫(ぼう)然(ぜん)自(じ)失(しつ)の状態だが、少しずつ実感が湧くにつれて表情に笑みが出てくる。

			　その後は一旦建物の外に出て俺の用意した食事を済ませ、また次の牢へ行き、少しずつ強さを増していくゴブリン達の相手をさせる。

			　一戦終える度に休憩を取り、戦い方の練習をさせること、数回。

			　来たときには高かった日が大分傾いたところで、今日は終えることにした。

			　兵舎の元の部屋に戻って、来たときに着ていたパジャマに着替えさせる。

			「よし。今日の訓練はこれで終わるが、邪龍を倒すためにはまだまだ足りな…………」

			　話をしながら小柴君に『睡眠(スリープ)』の魔法を掛け、崩れ落ちる彼を支えて寝台に寝かせる。

			　そして自分も着替えてから、小柴君の身体を入念に治癒する。

			　筋肉を付けるためには完全に回復させない方が良いのだが、今回は目的が違うので筋肉痛すら起きないようにしておく。汚れや匂いも残さないように気を付けないとな。

			　すべてのチェックを終えて再び日本の、小柴君の部屋に『転移』した。

			　真っ暗な室内。まったく進んでいない時計。

			　俺は小柴君をベッドに寝かせてざっと状態を確認する。

			　モタモタしていると家の人が起きてしまうかもしれないのでドキドキである。

			　そして小柴君の『睡眠(スリープ)』を解除。

			　後は目覚ましでも鳴れば普通に目が覚めるだろう。

			　いくら現実のようにゴブリンと戦った感覚があったとしても、目覚めたときに自分の部屋で、なおかつ時間的にも不自然な部分がなければ夢として認識されるだろう。

			　でも実際には夢ではないので、あの経験は小柴君の中にしっかりと根付いているはずだ。

			　人間、一度の勝利は精神に大きな影響を与える。

			　念のため、あと二日ほど同じことをしようと思っているが、それをクリアできれば同級生程度に精神的な圧迫感を感じることはない。そしてそれで充分あの４人組に対抗できるだろう。

			　もちろん小柴君の精神面には十分な注意が必要だけどな。彼の良い所までなくしてしまうことがないようにしないと。

			　喧嘩馬鹿になってしまったら、親御さんに申し訳なさ過ぎる。

			　そんなことを考えながら、俺は自分の家に帰るために『転移』した。

			　

			　そんなこんなで時間が過ぎて今日は金曜日。

			　昨日の時点で、今日から登校復帰すると小柴君本人より連絡があった。

			　あの後だが、俺は昼間は普通に実習を続け、夜中になると小柴君に夢工作をしながら異世界で特訓を続けた。

			　二日目は前日に引き続きゴブリン相手だが、２匹、３匹と数を増やし、囲まれてからの反撃なんかの経験を積ませる。もちろん相変わらず弱体化はさせているし、安全には充分配慮している。

			　ただ、見た目が凶悪とはいえゴブリンは子供程度の身長しかない。身体の大きな相手を経験する必要もあると考えたので、三日目は身長２メートルほどのオーガを使った。

			　ウィルテリアスのオーガは大体２・５～３メートルの体躯をしているので、小柄なものを探すのに苦労した。結局見つけたのは１体だけだ。

			　その１体を見つけるまでに40体近いオーガを討伐する羽目になったが、まぁそれは良いだろう。どうせ普段から討伐対象になってるし。

			　そしてゴブリンと同じように、捕獲したオーガの身嗜(みだしな)みを整えて純白のブリーフを穿かせ、魔法と魔法具を使いまくって日本の成人男性程度までステータスを落とし、俺も援護をしながら小柴君に繰り返し特訓させる。

			　最終的にはオーガのくせに心が折れたのか、頭を抱えて部屋の隅に蹲って動かなくなってしまったので特訓を終了することにした。

			　オーガが震えながら蹲っている姿は、何とも哀れな同情を誘うものだった。

			　我ながらオーガ以上の鬼の所行である。気にしないが。

			　小柴君は完全に夢だと認識しているらしく、初日のように怯えることもなく数が増えても大きくなっても問題なく戦うことができていた。

			　そんなわけで今日からまた学校に通うが、これで多分大丈夫だとは思ってはいる。

			　が、特訓したとはいえ休憩ごとに完全に回復させていたため、身体的には鍛えられたわけでも成長したわけでもない。あくまで精神的な経験を積ませただけだ。

			　そして認識としては『夢』だと思っているので、実際にあの連中に囲まれたときにどれほど効果があるかは未知数である。

			　若干不安ではあるが、まぁもし駄目なら別の方法を考えよう。

			　気持ちを切り替えて午前中の実習を行った後、実習生用の控え室に戻る。

			　ほどなく他の実習生も全員戻り、昼食を食べる。

			　改めてしっかりと味わって食べると、なんか懐かしいってだけじゃなくて、昔よりも給食が美味くなってるんだが気のせいか？　……まぁいいか。

			　食べ終わってから茜に小柴君の様子を聞いてみる。

			「朝に会っただけだけど随分落ち着いてるみたい。教室に入った時には友達とも話をしてたし、大丈夫そうよ。ただそのイジメてたって４人組は、離れたところで集まってたみたいだから、どうなのかな？」

			　連中は親も呼ばれて教頭先生、学年主任、三宅先生に指導されたみたいだけど、反省は……しないだろうなぁ。

			　その辺は色々と想定しているので、連中と小柴君には魔法でマーカーを付けて動向を監視している。

			　現在は小柴君は教室、連中は昼休憩が始まってから15分ほどで教室を出て中庭にいるようだ。多分昼は問題ないだろう。

			「どうするの？」

			「どうもしない。まぁ、一応注意して見ておくけど、大丈夫だと思うよ」

			　茜の質問に適当に答えておく。

			　午後もいつも通りに実習をこなし、ホームルームを終えると小柴君達に動きがあった。

			　例の４人組と連れだって移動していく。

			　階段を降りていくところを見るとどうやら校舎を出るようだ。

			　俺も急いで後を追おうとすると、三宅先生が小柴君達の後をつけるように階段を降りていくのが見えた。多分三宅先生も連中の様子を気にしていたのだろう。俺もその後に続く。

			　校舎裏まで移動して、小柴君達は動きを止めた。

			　にしてもアイツら校舎裏好きだな。定番ではあるが。

			　校舎の角から覗き込んで様子を見ている三宅先生に近づき肩を叩く。

			「きゃっ、モガ……」

			「（しっ！　静かに！　気づかれます）」

			　叫び声を上げそうになった三宅先生の口を慌てて塞ぐ。

			　……もちろん手で、だよ？

			「（か、柏木君！　どうして）」

			「（一応俺も気になってたんで）」

			　小声で詰問する三宅先生に俺も小声で答えると、校舎裏の様子を窺う。

			　校舎を背にして小柴君がおり、それを半月状に囲む形で４人がいた。

			　小柴君は少し俯き気味でその表情は見えない。

			「テメェのせいで親まで呼ばれてセッキョーだよ！　どうしてくれんだ!!」

			　髪を染めたチャラい男子の１人が小柴君に怒鳴る。

			「お前が大人しく蹲ってりゃこんなことにならなかったのによぉ。オタクが度胸もねぇのにキレてんじゃねーよ！」

			「ただで済むと思ってんのか！」

			　もう１人のチャラ男子が怒鳴り、髪を染めていない１人が校舎を蹴りつける。

			　ここにきて我慢できずに飛び出そうとした三宅先生の肩を押さえて止める。

			「（柏木先生?!　どうして止めるんですか！）」

			「（もうちょっと様子を見ましょう。多分、大丈夫です）」

			　視線を外さないまま答える。

			　うん。表情自体は見えないが、先ほど校舎を蹴りつけられた時も小柴君は微動だにしていない。

			　ビビってるわけではなさそうだ。

			「何とか言ってみろよ！」

			「く、くくくっ」

			「あん？」

			　男子生徒の怒声に小柴君がわずかに肩を震わせ、その口から何かを堪えるかのように小さな声が漏れる。

			「くくくっ……」

			「て、テメェ、何笑ってんだ！」

			　顔を上げ表情が見えるようになった小柴君は、口元を歪めながら笑っていた。それを見たチャラ１号が更に怒声を上げるも、小柴君の様子が普段と違うことに違和感があるのか、わずかに怯んだような表情を浮かべる。

			「くっ、いや、この程度の雑魚にビビってたかと思うと自分が馬鹿馬鹿しくてさ」

			「な、何だと？」

			「テメェふざけてんのか！　ぶっ殺すゾ!!」

			　小柴君の答えにチャラ１号２号が激高する。

			「あ？　ぶっ殺す？　ゴブリン以下のお前らが？　僕を？」

			「な?!」

			「……やってみなよ。できると思うなら、な」

			　そう言って、背にしていた校舎から小柴君が一歩踏み出す。

			　その表情は愉(ゆ)悦(えつ)を堪えるかのように口角が上がり、歯を剥き出しにして笑っている。

			　それを見た４人組が思わず下がる。

			　……大丈夫そうだな。

			　姿勢は自然体で力みもない。拙いながらも４人に対して殺気を込めた威圧を放っている。

			　完全に攻守逆転の構図だ。あれなら中学生程度では最早ひっくり返せないだろう。

			　イジメっこ達は完全に呑まれて逃げ腰になりつつあるし。

			「（……か、し、わ、ぎ、せ、ん、せ、い）」

			「（はい？）」

			　すぐ隣から小さく低く押し殺したような声が届き、思わず間の抜けた返事をしてしまう。

			「（小柴君に何を！　したんですか!!）」

			「（ちょっ、三宅先生？）」

			　突然三宅先生が俺の胸ぐらを掴み、凄い力で揺する。

			「（小柴君どうしちゃったんですか?!　何ですかアレ?!　絶対今、小柴君の背中には『 虎 死 [image: ba_gaiji.png]』とか書いてありますよ!!）」

			「（お、落ち着いてください、先生）」

			　グワングワンと強く俺を揺すりながら、三宅先生が語気を強める。

			　ってか、三宅先生もあのボクシング漫画読んでたんすね？

			　……やっぱりヒットマンスタイルとフリッカージャブでも教えておいた方が良かったか？

			「（ああぁ、あんなに大人しくて穏やかだった小柴君が……）」

			　そう言いながら、よよよっと言う感じで崩れ落ちる三宅先生。

			　ちょっと刺激が強すぎたらしい。まぁ大人なんだし適当に折り合いをつけてもらおう。

			　それはそうと、そろそろ頃合いだろう。

			　そう判断した俺は、小柴君達の所へ足を踏み出す。

			「はい、そこまで」

			「「「「!!」」」」

			「……柏木先生」

			　驚いて俺を振り向く４人組と、表情をいつもの穏やかなものに戻した小柴君。

			「よくやったな。凄いじゃないか小柴君」

			　俺がそう言うと、小柴君は少し照れたように笑った。

			「先生の、おかげです」

			「俺はちょっと話を聞いただけだぞ？　休んでる間に何か心境の変化があったみたいだな」

			　俺は何もしてないよ？　アレは夢の中の出来事だしな。うん。

			「……夢で……いえ、何でもないです」

			　何か言いかけたが彼は軽く首を振って笑う。

			「んで？　彼らをどうする？」

			　俺は４人を指さしながら小柴君に問う。

			「あ～、どうするって言われても、もうどうでも良いって感じです。あ、でもお金は返して欲しいですけど」

			　そりゃそうだな。でもまぁ今の様子を見る限り、もう大丈夫だろう。

			　今までのことをやり返すのもできるだろうけど、精神的に優位に立った今、そんなのは気にならなくなったみたいだ。もっとも元々の穏やかな性格が大きいだろうが。

			　…………本当に良かった。歪まなくて。

			　ちょっと気が気じゃなかったんだよな。

			「さて、んじゃ、次は」

			　そう言いながら４人組に視線を向けると、揃ってビクついた連中が俺を見る。

			「まったく反省してないようだから、とりあえず指導室、だな」

			　項(うな)垂(だ)れた４人を引き連れて校舎に戻る。

			　三宅先生は崩れ落ちたまま地面にのの字を書いていたので、一言だけ断って放置。

			　いや、冷たいようだけど大人は後回しだよ？

			　

			「それにしても凄いやり方したわねぇ、何て言うか、無茶苦茶？」

			「上手くいったから良いだろ？　と言いながらもちょっと心配だったけどな」

			　翌日、茜と並んで学校に向かいながら小柴君の話をする。

			　もっとも、内容自体は昨日のうちに話してたんだけどな。

			　別に待ち合わせたわけじゃなく途中で会ったんで、一緒に行くことになっただけだが。

			　毎日一緒に来てたら、付き合ってるの内緒にした意味ないし。

			　それほど遠いわけじゃないのでほどなく学校に到着する。

			　今週は土曜日も登校日なので、当然実習生も実習がある。

			　時間的には生徒達が登校し始めるまでまだ30分ほどあるので、門は開いているものの生徒の姿はほとんどない。一部の部活で朝練があるため、部活動生の姿がちらほら見える程度だ。

			　門を通り抜けると、校舎の入口付近でゴミ袋を持って掃除している生徒が４人見える。

			「……裕哉、あれって……」

			「…………」

			　実に見覚えがあるようなないような……。

			　いや、顔は見覚えがあるんだ。ただ、ちょっと。

			　生徒達が俺達の姿を見つけ、ダッシュで走り寄ってきて目の前に整列する。

			「柏木先生！　工藤先生！　おはようございます!!」

			　一斉に角度90度のお辞儀をする。

			「お、おはようございます」

			「お、おう」

			　全員丸坊主の見覚えのある顔の生徒達。

			「……ところで、その頭は……いや、何をしていたんだ？」

			「校舎の周りのゴミ拾いをしていました!!」

			「ど、どうしたの？　あなたたち」

			　もうおわかりだろうが、例のイジメっ子４人組である。

			　どうしてこうなったのか、心当たりは、ある。っていうか間違いなく俺が原因なのだが。

			「その節はご迷惑をお掛けしました!!」

			「「「申し訳ありませんでした!!」」」

			　まるで軍隊のような綺麗に揃った動きで頭を下げる。

			「そ、そうか。ところで小柴君には謝罪をしたのか？」

			「はい!!」

			「昨日髪を切ってすぐに、地に頭を擦りつけて謝りました!!」

			「カツアゲしたお金も返しました!!」

			　直立不動で次々と報告する生徒達。しかも声がでかい。

			　ちょうど先生達も出勤時間なため、何事かと遠巻きに足を止めて注目している。

			　…………。

			　いや、その、ね？

			　昨日生徒指導室にコイツら連れて行って、こっそり『睡眠(スリープ)』の魔法を掛けて眠らせてから、小柴君と同じく異世界(向こう)に『転移』。王国の新兵で我の強い奴を矯正するための訓練なんかを、１週間ほどさせてみたのよ。

			　もちろん変にステータスが上がったりしないように気を付けて。

			　まだ思春期の少年達のせいか、どうやら効果がありすぎたらしい。

			　さすがに俺が戸惑っていると、

			　ドサッ。

			　背後から何かが落ちるような音が聞こえた。

			　振り向くと三宅先生がカバンを地面に落とし、呆然と４人の生徒を見ていた。

			　俺と目が合うと、猛然と駆け寄ってきて胸ぐらを掴み上げる。

			「な、に、を、したんですか～～～～～!!」

			　絶叫が響いた。

			　あ～、ちょっとやり過ぎた、か？

			　

			　週末を挟み、教育実習最後の１週間が始まる。

			　とはいっても、先週までと内容が変わるわけではない。ただ、一日に担当する授業時間が増えることと、授業計画の立案の採点基準が厳しくなることが変化と言えば変化である。

			　先週末に松山先生に月曜日分の授業計画を提出したが、かなり細かな点まで指摘されるようになった。俺は何とか３回目の提出でＯＫをもらえたが、茜のほうは三宅先生になかなか認めてもらえず、結局終わったのはすっかり日が暮れた頃だった。

			　茜曰(いわ)く、『絶対に個人的な感情が入ってるよ！』と愚痴られたが、真偽のほどは不明だ。ただ、廊下ですれ違う時に俺も何度かもの凄く睨まれたので、あながち外れていないかもしれない。まぁ、俺にできる最善を尽くした結果なので甘んじて受けよう。

			　その他の実習生も結構苦労したようで、中村なんかは俺と茜が帰った後も居残りで授業計画を詰めていたらしい。芸大から来ている野岸さんは、よほど優秀なのか要領が良いのかはわからないが一発でＯＫをもらっていた。

			　というわけで、もちろん実習生も大変なのだが、それ以上に実質的に無給で指導してくれている先生方には感謝してもしきれない。……今は恨み言のほうが多いけどな。

			　一日の流れ自体は変わらないので、控え室に荷物を置いてから職員室で挨拶＆朝礼。それから控え室に戻って準備をしつつ、ホームルームの時間になったらそれぞれの担当教室へ移動。あとは授業をするか見学するか、あるいは空き時間ができれば課題の日報や次の授業計画の作成を行い、放課後は部活見学である。

			　……のだけど、ちょっと最終週初日から頓(とん)挫(ざ)している。

			　いや、授業自体は反省点はあれどそれなりにこなすことができた。明日の授業計画はまだ完成していないが、ある程度は目(め)処(ど)がついている。残すのは部活見学なのだが、今、俺は生徒達に囲まれて移動できずにいるのである。

			「柏木先生、一次関数の式の書き方がわからないんです」

			「あ、あの、連立方程式をグラフにするやり方がわからなくて」

			「三角形の合同条件が……」

			「ま、まって！　そんなにいっぺんに聞かれても！」

			　ホームルームが終わった途端に生徒の１人から質問を受け、当然それに応えていたら、何故だか次から次に他の生徒が集まってきてしまったのだ。

			　それも、ほとんどが女子生徒ばかり。男子は……何かモジモジと顔を赤らめているのが２人ほどいるな。なんだろう、ちょっと背筋がゾワッとするんだが。

			　助けを求めるように松山先生を見ると、実に満足そうにウンウン頷きながら俺を残して教室を出て行ってしまった。マジっすか？

			　確かに担当教科に関する生徒からの質問を受けるのは、ある意味教師の義務ってものだろう。俺も実習生とはいえ、生徒達から見れば〝先生〟なわけで、質問されれば応えないわけにはいかない。

			　そして、部活見学は別に強制ではないので多少遅れても問題にはならないのだけど、今の状況は少々困ってしまっているのだ。

			　思い返してみれば、俺が中学の時に来た教育実習の〝先生〟は割と可愛らしい感じの女性で、クラスの男子は随分と騒いだものだ。用もないのにその教生の周りをうろついたり、放課後にやたらと質問をしたりしていた男子が多かった覚えがある。

			　その頃の俺はといえば、茜以外にも割と仲が良いクラスメイトの女子が数人いたし、ちょっと格好つけたがる思春期少年だったのでその輪には加わらず、斜に構えていたような記憶がある。いま考えれば、どちらの行動も赤面物の黒歴史ではあるけどな。

			　別のクラスでは、女子達が『カッコイイ』と言っていた教生に似たようなことをしていたとも聞いた。そう考えると、今のこの状況も同じようなものなのだろうと思う。

			　実際、中学生くらいの子達から見ると大学生は凄く大人に見えて、それでいて自分達に近い存在のような、そんな微妙な位置づけなんだろう。

			　当の大学生からすれば、自分達の未熟さと社会の仕組みの中での中途半端な立ち位置に、不安と不満を抱えているのが現状なんだけどな。

			　それはともかく、健康な一般大学生としては女の子に囲まれること自体は素直に嬉しいのだけど、その相手が妹と同じ中学生となるとスケベ心よりも困惑が先に立つ。

			　というか、これで興奮するようなら普通に犯罪だ。俺はロリコンではない。なかなか発育のよろしい娘が混じっていてちょっとドキッとしたとしても、ロリコンではないのだ！

			　生徒達の質問に答えつつ、どうしようかと頭を巡らしていると、不意に背後から何か固いものが俺の後頭部に叩き付けられた。

			　ズバンッ！
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			「……柏木亜由美さん？　突然校内暴力を行使した理由は？」

			　結構な音が響き、俺が振り返ると不機嫌そうな顔をした亜由美が国語辞典を片手に肩を怒らせていた。

			「埼玉県青少年健全育成条例違反」

			　誰がだ！　俺はいまだかつて同法19条に違反した覚えなんぞないわ！

			　亜由美の暴挙に周囲の生徒達がドン引きして、一斉に距離をとってるじゃねぇか。

			　俺には欠片もダメージないけど、普通なら頭抱えて蹲ってるぞ。

			「だいたい、兄ぃ、部活見学あるんじゃなかったの？」

			「いや、まぁ、それはそうなんだが」

			「そ、それじゃ、私達もそろそろ部活があるんで」

			「あ、わ、わたしも」

			　亜由美が部活に言及しつつクラスメイトを眇(すが)めると、気まずくなったのか俺を囲んでいた生徒達は逃げるようにそそくさと離れていった。

			「あのなぁ、俺が波風たてないように気を使ってるのに、お前がやらかしてどうすんだよ。俺はあと１週間で実習終わるけど、お前はまだまだこの学校に通うんだぞ。空気乱して孤立でもしたらどうすんだ」

			「私が叩いたのは〝自分の兄妹〟だよ。だからこのくらいのことで文句言われたりしない。それに、別にクラスで孤立してもそんなに困らないし」

			　相変わらずのコミュ障め。

			「そういう問題じゃないだろうに。大体、何でそんなに不機嫌なんだよ。あれか？　俺が同級生に人気があるのが気に入らないのか？　ひょっとしてヤキモ…わかったから国語辞典振り上げるなって！」

			　俺が亜由美の態度をからかうと、顔を真っ赤にして怒りだす。

			「……茜さんに、中２女子に囲まれて鼻の下伸ばしてたって連絡しておく」

			「ちょ、それは卑(ひ)怯(きよう)じゃね？」

			「知らない！　今日は美術部の見学でしょ？　さっさと行け！」

			　それだけ言い放つと亜由美はカバンを持って教室を出て行ってしまった。あ～あ、からかい過ぎたか。茜への言い訳を今から考えておこう。アイツはやると言ったら絶対にやるからな。

			　俺は肩を落としながら、美術部が活動する美術準備室に向かって歩きだした。

			　

			「失礼します。遅れました」

			　そう挨拶しながら美術準備室に入ると、すでに活動を始めている部員達と顧問の先生、それから野岸さん。

			　顧問の先生は男性で、準備室の片隅にあるデスクに向かって何やら書類仕事中らしい。まぁ、顧問の先生が直接指導する必要のない文化系の部活なんて、大部分がこんなものだろう。

			　俺は野岸さんに遅れたことを詫びる。

			「強制参加じゃないんだから別に気にすることないわよ。それより柏木君、この学校の卒業生だったよね。その、美術部って前からこうなの？」

			　言われてから改めて準備室を見回す。

			　あぁ、なるほど、ここは相変わらずのようで。

			　目の前に映る光景は、確かに見慣れない人にはかなり違和感があるだろう。

			　美術準備室は美術室と隣り合わせており部屋の中にある扉で繋がっているのだが、広さ自体はほとんど変わらない。準備室にはいくつかの書(しよ)架(か)と扉付きの棚が設置され、美術関連の資料や石膏像、多数のイーゼルなど授業で使う備品の倉庫になっている。

			　ただ、それらのものは教室の４分の１程度を占めているだけで、残りのスペースは美術部が使用しているのだ。そして、美術部ではそれを３つのエリアに分け、油彩や水彩などの絵画、彫刻や造形などの立体美術、そして一番大きなスペースを通称〝美術部漫研派〟と呼ばれる部員が使用しているのだ。

			　実に部員の７割が部活動でマンガを描いており、知らない人が見ると唖然とするような状況になっている。

			　とはいえ、残りの〝真面目に活動している〟部員と漫研派の仲が悪いかというと、そんなこともない。本質的に絵を描くのが好きなのは共通しているし、中学生である。マンガを嫌う人はそうそういないのだ。

			　だからお互いに活動を邪魔しないというルールさえ守っていれば、基本的に個人活動がメインなので特に問題も起きないというわけ。いつ頃からこうなったのかは俺も知らないが、今でも同じように活動しているようだ。

			「俺達がいた頃からこんな感じだな。というか、文化祭の展示もマンガ(あつち)がメインだし」

			「そうなんだ。よく学校で許可してるわね」

			　俺も最初聞いたときはそう思ったけど、今じゃ日本のマンガは世界でも認められている立派な文化だからな。こと、絵というカテゴリーで考えるなら、世界でも最大の市場と描き手を抱えている分野だと言えるし別に問題ないんじゃないか。

			　活動の邪魔にならないように小声でそんなことを話していると、漫研派の中に見知った顔を見つけた。向こうも俺の視線に気がついたのか振り向き、会釈してくる。

			　腰まである髪を三つ編みにしたメガネっ娘。少々印象は地味だが素直で大人しい娘である、〝みっちゃん〟こと、笠(かさ)原(はら)美(み)智(ち)。

			　亜由美の小学校からの友達で、去年までは同じクラスだったが今年は別になってしまったと言っていた。確か５組だったか。

			　昔から何度もうちに遊びに来ていたし、亜由美に毒されたのかマンガが好きで絵も上手かったから漫研派に入ったのは聞いていた。けど、あれ？　あの娘、あんなに痩せてたっけ？

			　俺が知っているみっちゃんは、ちょっとぽっちゃり目だったはず。もしかしたら年頃の女の子らしくダイエットに励んだのかもしれないが、あまり顔色も良くないし、すこし痩せすぎていてあまり健康的な痩せ方には見えない。

			　気にはなったが今は実習中、などと考えていたが、他の部員達も俺達が気になるのかチラチラとこちらに視線を向けていて活動どころではなさそうだ。運動系と違って人から見られながらする内容じゃないからな。

			　なのでこれ幸いと、顧問の先生に断ってから部員達に近づいていく。

			「ちょっと話を聞いても良いかな？　それと〝みっちゃん〟もお久しぶり」

			「えっと、え？　みっちー、柏木先生と知り合いなの？　マジ？」

			「あ、う、うん。亜由美ちゃんの家に何度も遊びに行ってたから、その」

			「えぇ～～、良いなぁ」

			　途端に姦(かしま)しくなってしまった。やっぱ女の子はエネルギーが凄い。何人もの女子部員に詰め寄られて、みっちゃんは小動物みたいにワタワタしていた。

			　さすがに邪魔しすぎかと顧問の先生を見ると、気にしないとばかりに手をフリフリしながら片隅のデスクで書類作業を再開させていた。

			　そして野岸さんも男子部員達に囲まれている。あぁ、野岸さんも知的美人って感じだからな。

			　やはり生徒達にとって教育実習の先生ってのは関心も高いし、機会さえあれば交流したいと思ってるんだろう。今日はまともな活動にはなりそうにないな。

			　俺は制作中のマンガ原稿を見せてもらう。当たり前だけど人それぞれ絵の感じが違う。稚拙なものから、商業誌に掲載されていても不思議じゃないくらいクオリティが高いものまで、見ているだけで楽しい。俺も亜由美ほどじゃないにしてもマンガは好きだからな。

			　そんな中でもみっちゃんの作品はかなり凄かった。執筆途中のは見せてもらえなかったが、完成している作品をいくつか夢中になって読みふける。いや、マジで上手いし面白い。プロデビューするなら応援しよう。今のうちにサインもらっておこうかな？

			　当然、〝正統派〟の作品も見せてもらう。芸術にはまったく明るくない俺だが、さすがに中学生で本格的な前衛芸術を手掛けている部員はいないようで、写実的な絵や彫刻が目に映り安心する。前衛的な絵の感想を俺に聞かれても困るからな。こちらはこちらでやっぱり上手かった。美術ってのはやっぱりかなりの特殊技能だな。到底真似できそうにない。

			　野岸さんと一緒に見ていると、あっという間に部活の終了時間が近づいてくる。

			「さて、野岸先生、柏木先生、戻りましょうか。お前らも適当にして帰れよ」

			　顧問の先生がそう声を掛けると、生徒達は『は～い』と返事をしながら片付け始めた。

			　ガタンッ。

			　教室を出ようと踵を返した直後、大きな音が響いて部員達の悲鳴が上がる。

			「みっちー?!」

			　振り向くとみっちゃんが倒れているのが見えた。慌てて駆け寄る。意識はあるようで、声を掛けるとノロノロと身体を起こした。

			「だ、大丈夫、ちょっと立ちくらみがしただけだから」

			　そう言いながらもみっちゃんの顔は真っ青だ。

			「無理に起きないでいい。そのままにしてて。野岸さん、彼女の荷物をお願い」

			　俺の言葉で他の部員達が纏めてくれた荷物を野岸さんに持たせ、俺はみっちゃんを抱え上げる。うっわ、軽！
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			「きゃっ、あ、あの」

			「とりあえず保健室に行こうか。あ、先生」

			「お、おう、笠原の家に連絡だな。担任にも報告しておく。よろしく頼んだ」

			　そう言って先に準備室を出た顧問の先生に続いて、みっちゃんを抱き上げた俺（お姫様抱っこｖｅｒ）と荷物を持った野岸さんは保健室に向かう。

			　準備室を出た途端、『きゃあ～～!!』と歓声のような声が聞こえたが、今はそれどころじゃない。……部員達の間でどんな話が繰り広げられるか少し怖いが……。

			　保健室に向かう道中、彼女に『鑑定魔法』を掛けて身体を探るが、疲労状態以外はまったくわからなかった。

			　鑑定魔法も万能とはいえない。魔法的な呪いや毒物・薬物による状態異常、怪我なんかはわかるんだが、病気に関しては判定できないのだ。

			　それは完全に治癒魔術師の範(はん)疇(ちゆう)で、戦いが中心だった俺は病気治療に関する知識や技能を磨く時間がなかったからな。

			　保健室のベッドに彼女を寝かせ、養護教諭の先生に状況を説明する。野岸さんには先に職員室に戻って松山先生に事情を話してもらうことにした。

			　担任や彼女のご両親を待つ間に亜由美にも簡単にメールをしたのだが、丁度部活が終わったところだったらしく大慌てで保健室に飛び込んできた。

			　ほどなく担任の先生も来たが、どうやらご両親は遠方に出張中ですぐには来られないとのことだった。

			　やむを得ず先生が自宅まで送り、明日にでも病院に行くことにする。ただ、彼女を１人で自宅に置くのも心配だ。

			「兄ぃ、私がみっちゃんの家に泊まる。いい？」

			「ん～、それはいいけど、でも中学生が２人ってのもなぁ」

			　担任の先生もちょっと渋い顔。そりゃそうだ。

			　あ、そういえば。

			　思い立ってスマホを取り出し、母さんに電話を掛ける。今週は日勤予定なので、もう帰ってきてるはずだ。

			　電話に出た母さんに事情を説明する。すると、快く了承してくれた。

			「みっちゃん、今日はうちの母親もそっちに泊まらせてもらってもいいかな？　うちに泊まっても良いんだけど、年頃の女の子を男のいる家に泊まらせるのも問題あるだろうし」

			　みっちゃんにそう提案する。彼女も母さんとは面識があるし、実際は何度もうちに泊まったことがあるんだが、今の俺の立場は一応〝先生〟ってことになるからな。あまり大っぴらに泊まらせるのもまずい気がするし。

			　先生には母親が外科の看護師であることも伝えると、安心したように了解してくれた。それと、ご両親にも電話で許可を取った。

			　すぐに学校まで母さんが車で迎えに来てくれることになった。

			　みっちゃんはしきりに遠慮していたが、現状ではこの対応がベストのはずだ。本人的にも学校的にも。

			　それにどうもイヤな予感がしてならない。不健康に見えるほど痩せているみたいだし、抱き上げたときも、小柄な亜由美よりさらに軽かった。いや、軽すぎた。

			　数多くの患者さんと接している母さんなら何か気がつくかもしれない。

			　

			　母さんと亜由美がみっちゃんを抱えるように支えながら車に乗り込み学校を出るのを見送り、実習生としての務めを果たした後ようやく帰宅。

			　待っていてくれたレイリア、ティア、メルと食事を終えて自室で課題に取り組んでいると、母さんから電話があった。

			「母さん？　お疲れ様。今日は助かったよ」

			「良いわよ。彼女は亜由美の大事な友達だし。それより……」

			　そう切り出した母さんの話は、予想以上に深刻な内容だった。

			　送っていった後、みっちゃんの世話をしながら、彼女の体調や簡単な検査をしてみたらしいが、ほぼ確実に何らかの病を患っているとの印象を受けたらしい。医療従事者とはいえ、看護師でしかない母さんが病気の診断を確実にできるわけじゃないが、急激な体重減少や症状から小児がん、それも骨痛やリンパ節のしこりから、小児がんの中でも最も罹(り)患(かん)者の多い『急性リンパ性白血病』の疑いが強いということだった。

			「今はある程度の治療法が確立しているし、長期生存率は８割以上らしいけど、彼女の場合、症状からかなり進行していると思うわ」

			　看護師である母さんには当たり前だが守秘義務がある。普段ならたとえ病院に来た正規の患者じゃなくても、その内容を人に話すことなんて絶対にない。だが、

			「母さん、夜中、みっちゃんが寝入った後に俺とメルがそっちに行く。だから…」

			「さっすが私の自慢の息子ね。任せなさい。近くまで来たらワンコール鳴らして」

			　以心伝心である。

			　治せる見込みがあるのなら、守秘義務もクソもない。

			　確かに俺には無理だが、聖女と呼ばれていたメルは怪我の治療や状態異常だけじゃなく病気治療の魔法も使える。

			　俺は電話を切ってすぐに、メルに事情を話すべく階段を駆け降りた。

			　足早にリビングへ向かう俺。不意に手前の洗面所の扉が開く。

			「キャッ」

			「あっと、悪い、あ、メル丁度いい……[image: a_gaiji.png]」

			　何故かいつも着ているパジャマではなく、バスタオルを身体に巻いただけの姿で洗面所（風呂の脱衣所でもある）から出てきたメルは、俺とぶつかり、そして、実にお約束通りその衝撃でタオルはファサッっと落ちた。

			「え？　あ、あああ、き、きゃぁ～～～～!!」

			「へぶっ！　うぎゃ～！」

			　これまたお約束でメルが慌てて蹲り、投げつけたバスタオルが俺の顔に直撃。その後すかさず打ち込んできた雷撃魔法をモロにくらった俺であった。

			　……ラッキースケベは命がけである…………メルのちっぱいはそれはそれでなかなか……ガクッ……。

			　そんな読者サービス満載、というか、それ以外の何物でもないお話的に何の意味もない出来事を経て、落ち着きを取り戻したメルに事情を説明する。

			「わかりました。診てみなければなんともいえませんが、アユミさんのお友達ならば全力を尽くします」

			　最近すっかり仲良くなった亜由美のためにと気合いの入った返事をもらう。

			「頼む」

			　魔法ですべての病気が治るわけじゃないから安心はできないが、それでも望みは繋がる。

			　俺達は夜中になるのを待ち、母さん達のいる〝みっちゃんの家〟に突撃を敢行した。

			　

			「血液の病気で間違いなさそうです」

			　寝入っているみっちゃんの横でメルはそう診断した。

			　母さんの予想通りだ。だがメルの表情は優れない。

			　この場には亜由美はいない。みっちゃん自身はどうやら病気のことを知らない様子だったらしいし、亜由美が知ればどうしても態度に出てしまう。だから母さんの判断で亜由美にも彼女の病気のことは話さず、俺達だけで治療にあたることにしたのだ。

			「ウィルテリアスにも血液の病気はあります。ですが、あまり詳しいことはわかっていないのです。ですから魔法で治療するにも方法が確立されていません。臓器におこる病ならばある程度は大丈夫なのですが」

			　なるほど。確かに治癒魔法なんて反則的な治療方法がある分、病理学の分野はウィルテリアスはそれほど発達していないのだ。経験則的に病原菌の存在は知られているし、臓器に発生する癌(がん)なども多少は知られているものの、検査や診断に関して言えば明らかに地球の現代医学の方が進んでいる。

			「進行を抑えることはできると思います。でも、完治させるには私にこの病気のメカニズムや治療法の知識が不足しています」

			「でもそれって、知識さえ得られれば治療は可能ってことかしら？」

			「はい。魔法はイメージが重要ですから、治療の場合も病気の部位、原因、身体のどこがどのように働けば改善するのかといったものを具体的に、詳細に理解していれば魔法がそう作用します」

			　ということはこの小児急性リンパ性白血病の詳細な知識と、人体の細胞や働きの知識があれば良いってことだよな。

			「この子のためにも、亜由美のためにも、可能ならば治療してあげたいわ。病院には沢山の専門書が置いてあるし、市販のものでもある程度は知識を得られると思う。メルスリアちゃん、お願いできないかしら」

			「もちろんです。早速帰ってから詳細を調べて知識を身につけます」

			　そこまで決まったところで、次にどのように治療を進めるかの話になる。

			　問題なのは、下手に日本の医療機関で治療が開始されれば逆にメルによる治療が難しくなるということと、魔法を彼女に知られるわけにはいかないということだ。

			　前者に関しては、治療で薬品を使用してしまうと細胞の働きに薬が影響して正しく魔法が作用しなくなってしまうのと、入院すればそれだけメルが彼女に接触することが難しくなるからだ。

			　後者に関しては言うまでもない。というか、普通は信じないし、親御さんもそんな胡散(うさん)臭い技術に娘を委ねるなんて真似はしないだろう。

			　母さんの話では病院で検査をしても結果が出るまでは数日かかり、その間は薬を使った治療は行わないそうなので、どちらも結論は先送りになった。

			　とりあえず、朝になるのを待って母さんが勤務先の病院に連れて行くことにした。学校でのこともあるし、ご両親へ報告するにしてもまず病院に連れて行かないわけにはいかないからな。

			　学校から帰った後に母さんからご両親に電話をしたところ、父親はまだ１ヶ月ほど、母親も１週間先まで出張の予定らしい。ただ、明日の病院の結果次第ではすぐに仕事を切り上げて帰宅するという話なので、必ずしも無責任というわけではないのだろう。

			　ということで、しばらくは母さんが亜由美と一緒にこの家に泊まり込むことになった。そうすれば、今日のように夜中に俺達が来て治療にあたれるからな。

			　

			　そして翌日。

			　あれからメルが体力回復と病気の進行を遅らせる魔法を掛けたことで、朝には多少元気を取り戻したそうだ。

			　俺とメル、それから母さんはそのままだと寝不足で辛いので、転移の宝玉を使って王国に行き、しっかりと睡眠を取った。

			　なので体調は万全なのだけど、朝のホームルームを終えた頃にはすっかり疲れ果てていた。というのも、昨日みっちゃんをお姫様抱っこで保健室に運んだくだりが生徒達の間で噂になったらしく、学校に来るなり質問漬けだったのだ。中には俺の目の前でわざとらしく倒れる女子生徒までいた。

			　加えて何やら茜の視線が厳しい。亜由美の奴、どんな伝え方したんだろう。それとなく弁明してみたんだが効果はないっぽい。

			「柏木君、大人気ね。いや～、昨日はカッコよかったわよ。サッと倒れた女生徒を抱き上げて保健室に連れて行くところなんて、思春期の女の子からしたら白馬の王子様そのもの！」

			「勘弁してくれ。ってか、野岸さん、その場にいたんだから状況知ってるだろ？　少しはフォローしてくれても」

			「えぇ～、そんなの面白くないじゃない。まぁ、問題になりそうだったら口添えくらいはしてあげるわよ」

			　薄情者！

			　そんな愚痴を言いながらも容赦なく時間は過ぎるもので、１組で行った授業は女子達の変な視線と、からかうような質問にペースを乱されながらも何とか終了。次は松山先生の授業を見学して、４時間目は５組の授業を行う。

			　教室に入り、全体を見回して出欠をチェックする。右側の真ん中あたりに空席がひとつある。席次表を確認するとそこはみっちゃんの席だった。

			　当然ながら本日彼女は休みである。多少体力が回復したとはいっても病気が治ったわけじゃないし、まずは病院に行って結果をご両親に報告しなければならない。

			　その辺は母さんに任せてある。まず病院への出勤時に彼女も連れて行き、そこでメルを紹介。その後の検査はメルが付き添い、自宅まで送り届けてもらう。メルはそのまま彼女の家で待機して、母さんが仕事を終えて合流したらうちに帰ってくる予定だ。

			　名目上は病人を１人にしないためだが、実際には本人に気付かれないよう側でメルが治癒魔法を掛けつつ、同時に彼女からの信頼を得るためだ。

			　本丸である病気の治療は、俺と母さんが病気と人体に関する資料を集め、夕方にメルと合流してから王国に転移、こっちの時間が進まないことを利用してたっぷりと王国で知識を深める。そして十分な知識が蓄えられた段階でこっちに戻り、夜中に治療を開始する予定だ。

			　ただ、怪我の治癒とは異なり、病気は一度の魔法で完治するものではなく、何度か魔法を掛ける必要があるらしい。ただ、それでも現代医療よりも遥かに早く完治が見込めそうだ。

			　そんなことを思い返しながら授業を進めていると、女子生徒から質問が飛んできた。

			「柏木先生～！　笠原さんを抱っこして歩いてたってホントですかぁ～？」

			　……頼むから授業させてくれ！

			　

			「それでは治療を始めます」

			　メルがベッドに寝ているみっちゃんの傍(かたわ)らに立ち、魔力を練る。

			　俺の目には、メルの魔力がみっちゃんの全身を包み込むのが見えた。それも表面だけではなくゆっくりと体内にも浸透していっているのがわかる。

			　予定通り王国に転移して資料を読みあさったメルは、時折母さんに質問したりして癌細胞や免疫細胞の特徴や働き、その他骨髄や造血細胞、幹細胞、リンパ球等々、みっちゃんの病気に関連する様々な知識を身につけていった。

			　当然一日二日で簡単に身につくものではないし、単なる知識だけでは満足な治療は行えない。王国にある治癒院にも足を運び、近い性質の病気を治療したり、魔物を利用して魔法で血液の細胞を個別に増減させたり、擬似的に同じ病気を作り出したりした。ちなみに利用した魔物は人間に近い体組織をもつオークだ。駆除対象とはいえ、いきなり俺に拉致されて実験動物として非道なことをされ尽くした挙げ句、最終的には抹殺。鬼の所業だな。

			　そんなこんなでおよそ一月近い時間を要したが、何とか治療方法に目処が付いた俺達は日本に戻り、こうしてみっちゃんの治療を開始したのだ。

			　ちなみに滞在したのは王宮である。陛下とエリスさんが用意した邸宅にはまだ行っていない。というか、怖くて行けない。嫌な予感がビンビンしてるんだよ。

			　治療を行うメルの額に玉のような汗が浮かぶ。攻撃魔法とは比較にならないほどの、繊細な魔力操作と集中力が必要らしい。

			　魔法を行使し始めて１時間。メルは大きく息を吐いた。

			「終わりました」

			　息を潜めて見つめていた俺と母さんも、力を抜いて座り込んだ。

			「お疲れさん。で、どうなんだ？」

			「一応、現在活動している異常細胞は分解できたと思います。ただ、対象が血液全部に含まれるものですから、異常増殖を始めていない癌細胞は残っていると思いますし、あと数回は同じ処置をした方が安心ですね。正常なリンパ球やＮＫ細胞もある程度増やすことができましたので、それで大丈夫だと思います」

			　……ゴメン。言ってることが理解できません。

			「次の治療までの期間はどのくらい置けば良いのかしら。それと回数は？」

			　クエスチョンマークが頭の周囲に飛び交っている俺に代わって、母さんがメルに確認する。

			「魔法によって代謝も通常より活発になっていますから、明日には次の治療ができます。あと３回、いえ、万全を期して４回の治療で完治させましょう」

			　それを聞いてようやくホッと息を吐いた。

			　現代医療でも難しい治療が、たった５回の魔法で完治かよ。色々な意味で反則だよな。

			　とはいえ、これでようやく亜由美にも状況を説明してやれる。朝からもの凄い勢いで聞いてきたけど適当に濁していたから、すっかりへそを曲げてしまったのだ。

			　完治の目処がついてない状況で安易に話すことなんてできなかったからな。相当心配していたから少しは安心できるだろう。もっとも、みっちゃんに対する口止めはしておかなきゃならないけどな。

			　みっちゃんの母親が帰宅するまで母さんが様子を見ると約束してあるので、昼間はとりあえず自宅で安静にしてもらい、寝静まってから治療、のサイクルで大丈夫そうだ。

			　

			「……というわけで、３週間という短い間でしたが沢山のことを学ばさせてもらいました。僕も君達と同様、まだまだ半人前です。ですが、それでもこうやって偉そうに皆さんに話せる程度に成長できたのは、親、周囲の大人達、学校の先生など、多くの経験を持った人達に支えられたからです。

			　皆さんもまだまだ先は長く、苦しかったり、悔しかったり、他人が妬ましかったり、クリスマスに１人が寂しかったり、リア充見て殴りたくなったり、良いなと思った相手にすでに彼女がいたり、黒歴史を暴露されて死にたくなったり……」

			「先生、柏木先生、何か黒いのが出てるから！」

			「……コホン。ま、まぁ、そんなふうに色々と上手くいかないこともこれから沢山あると思う。だけど、そんなときは恥ずかしがったりすることなく周りの人を頼って欲しい。先生方も両親も、それだけじゃなくて、ちょっと顔見知りくらいの人だって何かしら救いの手を差し伸べてくれるはずだ。

			　勉強だけが学生のすべてじゃないし、だからといって勉強せずに将来安泰なんて甘くもない。勉強も遊びも目一杯楽しみながら取り組んでいってください。

			　僕の教育実習は今日で終わりですが、同じ街に住んでいるので会うことだってあると思います。見かけたら気軽に声を掛けてください。ただし！　女の子と一緒にいるときは空気を読むように！　３週間本当にありがとう」

			　途中はちょっと過去を思い出してダークサイドが滲んだりもしたが、無難にホームルーム最後の挨拶を終える。

			　一部の男子から共感を得たから良しとしよう。うん。

			「柏木先生お疲れ様でした。まぁ、この後ももう少し職員室で話をするんだけどな。でも、まあ、とりあえず、拍手！」

			　パチパチパチパチ！

			　松山先生の合図でクラスの生徒達が一斉に拍手をしてくれる。そして、男女２人、あれはクラス委員の子だな、が立ち上がって教壇まで来て、俺に花束と色紙を手渡してくれた。

			　え？　マジ？

			　こういうのってずっと担任してきた先生だけがもらえるんじゃないの？

			　ヤバいです。ちょっと泣きそうです。

			　大きくはないけどちゃんとした花束。それに寄せ書きの書かれた色紙。チラッと見ると俺に対する感謝とか、頑張ってという激励とか、くたばれ！　とか書かれている。

			　最後のはともかく、生徒達の心づくしがジンと胸に来る。

			　変な顔を見られないように、思いっきり深く頭を下げて教室を後にした。

			　

			　こうしてイベント目白押しだった、俺の３週間の教育実習が幕を下ろした。
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			Side Story　実習生と教師と生徒のあれこれ

			　

			　実習生の場合

			「以上のように還元とは酸化物から酸素を取り除くことですが、それは同時に取り除かれた酸素がまた別の物質と酸化反応を起こしていると言うことでもあります」

			　説明を終えてチラリと時計を確認する。大体予定通りの時間。

			　残りの時間で質問を受け付ける。ところが質問が出ない。

			　こういったときは……どうするんだっけ……。

			　一瞬頭が白くなりかけるが、何とか今日の授業内容を簡単に纏めてやり過ごした。

			　キ～ンコ～ンカ～ンコ～ン。

			「じゃ、じゃあ今日の授業はここまで。えっと、短い間だったけど皆さんありがとう。来週からは今まで通り吉田先生の授業になります」

			　挨拶で最後の授業を終える。

			「ありがとうございました～」

			　生徒達の言葉に見送られながら教室を出た。

			「お疲れ様でした。それじゃあまた後で」

			　指導の先生はそう言って、さっさと職員室に戻っていく。

			　僕は精神的な疲れを堪えながら、実習生の控え室になっている生徒指導室に入る。

			　そして椅子に崩れ落ちるように座ると、大きく息を吐いた。

			「はぁ～～～」

			　何とか教育実習の最後の授業が終わった。

			　疲れた。もちろんまだ、ホームルームとか指導担当の教師からのあれこれだとか教頭先生からの話だとかは残っているんだけど、とにかく今はひと息入れたい。

			　昔から理科の教師になりたくて大学も教育学部に入ったけど、結構キツイかもしれない。

			　沢山の生徒相手に授業するのが、あんなに大変だと思わなかった。

			　しかもコレがただの実習で、実際に教師になったらもっと大変だとか、考えたくない。

			　ガラッ。

			「お疲れ～。あれ？　中村だけか」

			「あ、あぁ柏木か。お疲れ。まだみんな戻って来てないよ」

			　机に突っ伏していると別の実習生が戻ってきた。

			　同じ大学の柏木裕哉。

			　学部は違うが、僕と同じ教育学部の工藤さんと仲が良いので、もともと面識がある。

			　彼を見ると特に疲れた様子はなく、いつも通り飄(ひよう)々(ひよう)としている。

			　他の連中は工藤さんも含めて結構いっぱいいっぱいのはずなんだけど、彼だけは最初からあまり変わらない。

			　本来教育実習に参加するはずのない柏木が実習を受けるのだから、僕らよりも大変なはずなんだけど割と余裕がありそうだ。それでいて実習の評価も悪くないらしいってのが、実に不思議でありちょっと妬ましい。

			　思えば最初から僕らが緊張でガチガチになっているのに、彼はまるでベテランみたいに淡々としていた。いったいどんなメンタルしてるのか。

			　

			　大学では柏木は割と有名人だ。

			　工藤さんがいるためか、教育学部の教室に来ることがあり、背が高くて社交性もあるので割と女子にも人気があった。ただ、すでに工藤さんと付き合ってると思われていたので直接的なアプローチをする子はいなかったらしい。誰にでも人当たりが良いので、男子も嫌っている奴は少ない。ただ、それでも１年のときはそれほど目立つほうじゃなかったと思う。

			　他の方面から柏木の名前を聞くようになったのは、夏前くらい。何でも物凄い美人を連れて大学内を歩いていたとか、それを見た工藤さんと修羅場になったとか。

			　そしてその名前が更に有名になったのは、ニュースにもなったイベントサークルの奴が学内でドラッグを売っていた事件。それだけじゃなくて複数の女の子が無理矢理その、アレをされたとか何とか。

			　その連中の溜まり場に乗り込んで一気に壊滅させたのが柏木だったらしい。

			　うちの学部の宍戸が言ってた。と、誰かが言ってた。

			　噂の真偽はわからないけど、そのせいか大学内でやたらと目立つようになった。

			　もしかしたら先入観のせいかもしれないが存在感がハンパないって感じで、何処にいても人目を引く。

			　顔は悪くはないが、イケメンってほど整ってるわけじゃない。負け惜しみじゃないが僕と比べてもそれほど極端に差があるわけじゃない。……と思う。

			　体型は本人曰く１８５センチ89キロ。背が高く均整が取れた体格は、確かにカッコイイと思う。それでも体格なら同じくらいの学生は複数いる。運動部系だけど。

			　ただその雰囲気は普通じゃない。なんていうか自信と覇(は)気(き)に溢れてるというか、オーラが凄い。って女子が言ってた。

			　正直、複数の男を相手に壊滅させるとか漫画かよ、って思ったんだが柏木を見てると納得してしまう感じがあるのは確かだ。

			　あ～、そう言えば確か柏木と同じサークルにもう１人、そういうのができそうな先輩がいるな。ガチマッチョでターミネーターみたいな人。

			　まぁそれはともかく、あの事件のせいで学部の学生が何人も大学を辞めることになり、予定していた実習生の枠を埋めるために今回柏木がかり出されたらしい。なので彼が経済学部であるのも内緒だ。直々に教授から脅されたので絶対に言えない。でも学校に提出した書類はどうしたんだろ？　後で問題にならないことを祈るばかりだ。まぁ、僕には関係ないけどね。

			　最初の週に女子生徒がストーカーと化したり、次の週にはイジメに遭遇したりと、彼の教育実習はイベント目白押しだ。

			　まるでどこかのラブコメ主人公のようだが、あまりその辺は羨ましくない。

			　僕は平凡なモブキャラで充分だ。毎週トラブルに巻き込まれていたら、間違いなくストレスで早死にする自信がある。

			　でも本気でそう思っているはずなのに、実習でも未(いま)だに生徒達に名前を覚えられていないのを感じて、目から鼻水が出るのは何故だろう。教室に入る直前、女子生徒の声で『うちのクラスもあんな地味なのじゃなくて柏木先生みたいな教生だったら良かったのに』と聞こえたときには、屋上に駆け上がってバカヤローと叫びたくなった。

			　僕がそんなことを回想しながら過ごしているとチャイムが鳴り、本日のすべての授業が終了したことを告げる。これから最後のホームルームだ。

			　残りはもう少し。気を取り直して指導室を出る。

			　

			「かんぱーい!!」

			　すべての実習が終了してから、折角なので全員で打ち上げをしようということになり連れ立って駅前の居酒屋にやってきた。

			　実はこうやって全員が集まって話すのは、初日以来だ。

			　もちろん全員が顔を揃えるのは珍しくなかったけど、みんなレポートを書いたり授業の準備をしたりしていたので、話をする時間はあまりなかった。

			「野岸さんは教師になるの？」

			　僕は隣に座った野岸さんに尋ねる。というのも教育実習を受けて教員免許を取得しても、教師にならない人は結構いるのだ。教育関連企業や塾、○○教室といった学校以外の職場を希望する人も多いらしい。というかモンスターペアレントとか騒がれてるご時世で、教師になりたがる学生自体が相当減ってるって学部の教授がぼやいてた。

			「第一志望は楽団だけど私レベルじゃ難しいし、採用してくれる学校があるならなりたいと思ってるわよ。まぁそれも結構厳しいみたいだけどね。もう本音はピアノで食ってけるなら何処でもいいって思ってるわ」

			　主要学科以外は採用枠少ないらしいからねぇ。

			「工藤さんと柏木君は？」

			　今度は野岸さんが質問する。

			「私は一応中学校か小学校の教師を志望するつもりだよ」

			「俺は、あ～、ちょっと向いてないかねぇ。実習やってみて思ったけど」

			　……経済学部だしね。

			「え～？　評価高かったじゃん。向いてるんじゃね？」

			　別の男の実習生が聞きつけて声を上げる。

			「いや無理！　マジで思春期の少年少女を相手にできる気がしない！」

			　何か学部の違いだけでなく、本気でそう思ってるような表情してるな。

			「そう？　イジメの子も柏木が何とかしたんだろ？　それに結構生徒に話しかけられたり相談受けたりしてたじゃん」

			　僕の質問にも首を振って苦笑いをしてる。

			　しかも聞いたところによると、最後のホームルームでは生徒達から花束や寄せ書きを贈られたらしい。たった３週間の実習でだよ？

			　僕なんて話しかけられたこと自体、数えるほどしかなかったのに。

			　そんなふうに実習であったことや愚痴など、色々とみんなで話しているといい加減酔いも回ってくる。

			「そういえばさぁ、工藤さんってフリー？　俺立候補したいんだけど」

			　酔いに任せてか１人の勇者が工藤さんに声を掛ける。

			　あれは……確か、宇(う)野(の)君くんだっけ。

			　気持ちはわかるけどね。工藤さん可愛いし。

			　大学でも工藤さんに声を掛けた男はいたけど、速攻で玉砕していた。

			　教育学部の連中は去年の早い時期から柏木の存在を知ってたので、狙ってた奴も早々に諦めたし。

			　むしろ、本当に付き合いだしたのは最近だって知ったときのほうが驚いた。

			　みんな普通にずっと付き合ってるものだと思ってたし。

			　ガチャン！　ゴトッ。

			　突然ガラスの砕けるような音がしたので、音のした方を見ると柏木の持っていたジョッキの上半分が砕け散っていた。

			「ちょ、ちょっと柏木君大丈夫？」

			「あ、わりぃ！　どかそうと思って持ったら割れた」

			　中ジョッキってそんなに簡単に割れたっけ？

			　幸い中身は飲み干されていたらしいから零れたりはしてないけど。

			「えっと、それでさ、どうかな？」

			　音に驚いて中断していた工藤さんへのアプローチを再開させる宇野君。

			　メキョ！

			「……悪い。ピッチャー凹(へこ)んだ」

			　柏木が今度は水の入っていたピッチャーを壊したらしい。

			　ってか、どうやればステンレス製のピッチャー壊せるんだよ！　しかも凹んだとかのレベルじゃなく真ん中で押しつぶされてるんですけど?!

			「えっと、気持ちは嬉しいけど私付き合ってる人いるから。ゴメンね」

			「え？　マジ？　そんな～」

			　宇野君が天井を仰ぎながら、落胆を大げさに表現する。

			「馬鹿ね～。そんなの工藤さん見ればわかるじゃん。柏木君と付き合ってるって」

			　一応実習中は秘密にしてて、柏木と工藤さんも気を付けて接してたみたいなのに、野岸さんはとっくにわかってたらしい。女の人の勘は恐い。

			「じゃ、じゃあさ、俺に乗り換え……」

			「ウルセーぞガキ共！　ギャーギャー騒いでんじゃ……」

			　ちょっと声が大きくなってしまったのか、近くのテーブル席に座っていたサラリーマン風の男が僕らを怒鳴りつけ近寄ろうとしたその時、ミシッと空間が軋(きし)んだしたような圧力を感じて、一瞬で店内が静まりかえる。

			　誰もが指一本動かすことができないくらいの圧力。

			　そんな中、視界の隅で何かが動いたのが見え、固まった身体で微かにそちらに顔を動かすと柏木がゆっくりと立ち上がっていた。

			　そして怒鳴りつけてきた男に近寄ると、

			「あ～、すんません。うるさかったっすか？」

			　そう言った声音はのんびりとしたものだったが、目は一切笑っていない。

			　男の先ほどまでの酔ったような赤い顔色は見る間に真っ白に。

			「い、いや、ちょ、ちょっとだけそう思ったような気がしたんですけど、気のせいっていうか、むしろ俺達のほうがうるさかったですよね。すみませんでした!!」

			　そう言って、それはそれは深く頭を下げると蹴(けつ)躓(まず)きながら席に戻った。

			　笑えない。あの情けない姿をまったく笑えない。

			　だって、今の柏木めちゃくちゃ恐いよ。

			　ペシん！

			「裕哉、やり過ぎ。ちょっと落ち着いてよ」

			「…………すまん。あ～、みんなもゴメンな」

			　工藤さんが軽く柏木の頭をはたき、固まった空気が霧散する。

			　柏木が頭を掻きながら苦笑すると、ようやく身体の強ばりが解けた気がする。

			「柏木君もヤキモチ焼いたりするんだぁ」

			　野岸さんがからかうように言うと、柏木がちょっと赤くなった頬を掻いた。

			「あ、あの、さっきの話、あ、あれ、冗談、だから、工藤さん忘れて？」

			　宇野君が顔を引きつらせつつ工藤さんに手を合わせて頭を下げる。

			　うん。それが良いと思うよ。

			　というか、あの状態の柏木の頭を叩ける工藤さんが一番凄いよ。

			　その後はまた和(わ)気(き)藹(あい)々(あい)と話し、時々柏木をからかったり、野岸さんが男の実習生にセクハラしたりして時間は過ぎ、解散となった。

			　駅まで全員で歩いて、僕らは構内へ。

			　工藤さんと柏木は、軽く手を振ってから踵を返し歩いていった。

			　その手がしっかりと繋がれていたのは見逃さない。

			　柏木には一つ言い忘れたっていうか言えなかったことがある。

			　ので、ここで言っておきたい。

			　もげろ！　そして爆発してしまえ!!

			　リア充なんて絶滅してしまえ～～～！！！

			　

			　

			　教師の場合

			　ドンッ！

			「おかわり！」

			「三宅先生、もうそのくらいにしておいたほうが良いよ」

			　ジョッキをテーブルに叩きつけるように置いた私を、松山先生が苦笑いしながら窘める。

			　別にそれほど酔っているわけじゃない、けど、自分が冷静さを欠いているのはちょっとばかり自覚がある。

			「何なんですか！　結局簡単に乗り切っちゃって、私達教師が形無しじゃないですか！」

			　松山先生が止めたのでビールの追加は諦めたものの、私の口から出るのは愚痴ばかりである。

			　いつの間にか私の周囲からは松山先生以外の人が遠ざかっている。チクショウ！

			　そんな風に、同情を込めつつも巻き込まれるのはゴメンだ、みたいな目で見なくても良いじゃないですか！

			　今日こうして教師達が集まって飲んでいるのは、学校にとって面倒な仕事が終わったことの慰労を兼ねた打ち上げのためだ。

			　すなわち、教育実習の終了である。

			　この教育実習、将来教師を目指す学生に、教育の現場で実習を通して教師という仕事を理解してもらい、実際に教員免許を取得後スムーズに教職に就いてもらうための制度なのだけれど、学校にとっては結構な負担になる行事でもある。

			　学校側は受け入れに伴う様々な準備が必要だし、私達教師も普段の業務はそのままで実習生の指導を行うため、手間と時間が大幅に増えるのだ。しかもその苦労が収入に一切繋がらない。

			　それでも私達教師が受け入れるのは、自分達もそうやって教育実習をして、今こうして教師をできているからだ。教育実習を受けた人の何割かが実際に教師を志し、教師にならなかったとしても実習を通じて得たものは決して無駄にはならない。

			　そう思うからこそ教育者として実習生に対して真剣に指導する。そうしてこの教師という仕事は受け継がれていく。

			　私はまだまだ教師としては駆け出しで、到らないところが沢山ある。毎日が勉強の積み重ねで、それだけに今回の教育実習生の受け入れも、自分が数年の教師生活の中で得てきたものを惜しみなく教えるつもりでいた。

			　私が担当したのは工藤さんという女の子。志望が社会科ということで、担当教科が同じ私が指導することになった。

			　彼女はこの学校の卒業生らしく、半数ほどの先生が彼女のことを知っていた。少し話しただけでも性格が良いことはわかったし、実習に対する意欲も感じられる。

			　実習生の中には単位のためだけに実習を受ける学生も少なくないと聞いていたので、その意味では私は幸運だと思う。今回初めてとなる指導担当は、私にとっても得られるものが多いと期待していた。

			　実習が始まり、工藤さんは期待通り一生懸命に課題をこなしていった。私に対する質問も授業に関することだけではなく、生徒への接し方や保護者への対応、緊急事態が起こった場合の対処など、答えに詰まるような鋭いものも多かった。

			　おかげで私自身の未熟さを痛感すると共に、大いに刺激を受けることができた。指導を引き受けて良かったと思ったものだ（実際は２年生は６クラスで実習生も６人なので、拒否なんてできなかった）。

			　けれど、１週目を終え、忙しいながらも充実した実習に喜んでいられたのはそこまでだった。

			　２週目が始まってすぐ、私のクラスの生徒によるイジメが発覚した。

			　最初は工藤さんと同じ実習生で、３組の松山先生が指導を担当している柏木君から、イジメと思われる現場を目撃したとの報告だった。

			　イジメの被害者は小柴君。クラスでも比較的目立たない大人しい子だけど、クラスメイトと談笑している姿も見かけるし、穏やかで優しい性格でイジメられっ子という感じはしなかった。

			　加害者と思われるのは、クラスでも割と派手目で髪を染めたりもしているけれど、明るくリーダーシップを取ることも多い佐(さ)々(さ)木(き)君と、そのグループの子達だった。少々生意気な言動があるのは確かで、性格的に小柴君とは合わないかもしれないとは思った。柏木君には今後注意して見ておくと約束し、実際に昼休みの終わりに様子を見るために４組に寄ったとき、それは起こった。

			　教室近くの廊下の脇で佐々木君達が小柴君を取り囲み、何かを言っていたかと思ったら突然、佐々木君が小柴君の腹部を膝で蹴ったのだ。

			　小柴君はその場で蹲る。それを見て私は駆け寄っていった。そして佐々木君を叱責する。あまり反省の色が見えない彼らに対してさらに言葉を重ねようとしたその時、小柴君が叫び声を上げる。驚いてそちらを振り向くと、柏木君が小柴君の腕を掴んでいて、その掴まれた小柴君の手にはカッターナイフが握られていた。

			　小柴君は腕を振り解こうとして暴れるが、掴んでいる柏木君の手はピクリともしない。いったいどんな力をしているんだろうか。柏木君のもう一方の手の指には、いつの間にか折れたカッターナイフの刃が摘まれている。もしかして折ったのだろうか。確かに薄い刃だから手でも折れるだろうけど、普通はしないと思う。

			　その後柏木君は小柴君に向かって一言二言囁きかけ、小柴君はガックリと力を抜いた。

			　私はその間、何もできずに呆然と成り行きを見守るだけだった。小柴君が柏木君に促されて生徒指導室に向かう。

			「あ、あの、松山先生」

			「三宅先生はクラスの生徒を落ち着かせて。それと実習生はどうしてますか？」

			　助けを求めるように松山先生に声を掛けると、先生は落ち着いた声で指示をしてくれる。工藤さんは６組の授業のために先に教室に行っているはず。そちらにも行って指示を出さなくてはいけない。

			　問題の４人は松山先生が職員室に連れて行くことになった。

			　私はまず周囲で見ていた４組の生徒を教室に戻して落ち着かせ、次の授業の先生が来るのを待ってから６組に向かう。

			　６組では工藤さんが授業準備をして私が来るのを待っていたので、そのまま自習の監督をしてもらうことにした。

			　途中の階段で松山先生が待っていてくれたので、一緒に生徒指導室に向かう。

			　小柴君の様子はだいぶ落ち着いているようなので事情を聞くために声を掛けるが、俯いたままで返事をしてくれなかった。更に言葉を重ねようとした私を松山先生が遮り、小柴君に帰宅を促した。それも柏木君に送らせる形で。

			　準備のために柏木君が退出すると、小柴君の身体が硬く縮こまったような気がする。松山先生は「心配しなくて良いから」とか「今は一度家に帰って落ち着きなさい」と柔らかな口調で言うだけで、何も聞こうとはしなかった。

			　それほど時間を置かずに柏木君が戻り、それでホッとした様子の小柴君を見て悔しさがこみ上げてくる。小柴君を送り出してからも、しばらくその感情は胸の中にくすぶり続けた。

			　職員室に戻り、今度はイジメをしていた４人と面談をする。でも彼らの言い分は「ちょっとからかったりしただけ」「すこし感情的になって思わず足が出た」など、態度からしても反省の様子はなく、その言い分も信用できそうにはなかった。

			　冷静に話をしていたつもりだったけど、同席した松山先生から何度か落ち着くようにと諭(さと)される。

			　とりあえず、４人の保護者に連絡をして話をすることになった。保護者が来るまでの間、職員室の一番奥にある校長室で４人を待たせる。そこなら職員室を横切らないと外に出ることができないし、トイレは校長室の隣にあるから。

			　予想よりも大幅に遅れて柏木君が戻ってきた。小柴君が落ち着くまで色々と話をしていたらしい。

			　職員室で、小柴君から聞き出してくれた状況を聞く。思っていたよりも酷い。彼の趣味に対する侮(ぶ)蔑(べつ)的な言動、日常的な暴力、恐喝、明らかに行き過ぎている。

			　そして報告に続いた柏木君の言葉は、かなり辛(しん)辣(らつ)だった。攻撃的なわけではないが、大学生とは思えないほど冷静で客観的、そして容赦なく教師の甘さを指摘してくる。

			　耳が痛い。けど反論はできなかった。

			　それだけのことを小柴君がされていたのに、私はまったく気がつくことすらできていなかった。できる限り生徒１人１人を見ていたつもりだった。いったい私は何を見ていたのだろう。

			　対照的に柏木君は、小柴君からかなり細かな内容まで聞き出せるほどの信頼を得られているようだ。彼が小柴君に接した時間はほんのわずかなはずなのに、半年以上担任として接している私よりもずっと生徒の心を掴んでいる。

			「あの、松山先生、柏木君ってどういう人なんですか？　何か、実習生という感じがまるでしないんですが」

			「ああ、彼は凄いね。知識とかは年相応なんだけど、何か場慣れというか、精神的な部分の成熟度が一般的な大学生とはかけ離れているな。それに、この場であれだけのことが言えるのは彼の中で優先順位がはっきりしているからだろう」

			「優先順位、ですか？」

			「彼の中では、実習の成績や自分がどう思われるかよりも、小柴君を助けることのほうがずっと上位にある。だから短時間で小柴君の心を掴むことができるし、評価を怖れることもない。学生故の青さだと言えるかもしれないけど、それよりも僕には覚悟の差に見える」

			「覚悟……」

			　私はどうなんだろう。自分の中では生徒のことを第一に考えているつもりでいた。でも、生徒のためになるなら自分の評価なんてどうでも良い、とまで言えるだろうか。

			　もしかしたら小柴君には、彼と私の覚悟の差が見えているのではないだろうか。

			「あまり気にしない方が良いよ。三宅先生は充分しっかりと教師をやっているし、僕が見たところ生徒からも信頼されている。多分だけど、彼は普通じゃない経験を沢山してきてるんじゃないかな？　普通の人はあんなに明確に優先順位を決めることなんてできないし、彼のように揺らがないなんてこともできないからね」

			　そうなのだろうか。でも、そう思っておこう。

			　じゃないと教師になってから積み上げてきた自信が、根こそぎ崩れてしまいそうだ。

			　それから数日は４人の保護者と話し合いを設けたり、教頭先生と今後の対応を決めたりしているうちに過ぎていった。

			　そしてその週の金曜日、小柴君が登校してきた。ただ、私の目から見てもイジメていた４人に反省の態度は見られない。保護者にかなり叱責されたであろうにもかかわらずである。

			　だとすると小柴君に逆恨みをして何かするかもしれない。注意しておかないと、と気合いを入れる。

			　小柴君の様子はすっかり落ち着いたようだった。以前と同じように、仲の良いクラスメイトと笑顔で話をしたりふざけあったりしている。何か前よりも落ち着いたというか、自信に満ちているようにも見えた。

			　それでも気を抜いたりせずに小柴君と４人組を注視していると、ホームルーム中の４人組の様子が気になった。どこが、とは言えないのだけれど、何か不穏な空気を感じた。

			　私は教室を一旦出て、空き教室に身を隠す。すると小柴君と彼を囲むようにして４人が教室から出てきた。そのまま階段を降りて校舎から外に出て行く。私も隠れつつ後を追う。

			　彼らが校舎の裏手に行くのを確認して、姿が見える位置で様子を窺った。もちろん何かあればすぐに飛び出していけるようにだ。前回のように何もできずに突っ立ってるだけなんてのは自分が許せない。

			　不意に肩を叩かれ驚いて悲鳴を上げそうになったが、叩いた相手は柏木君だった。

			　思わず文句を言いたくなったのを堪え、小柴君達の様子を見る。

			　しばらく見ていると、だんだん様子がおかしくなってきた。というか、誰？　アレ。

			　明らかに小柴君の人格が変わってるじゃない！　アレは死神とか呼ばれながらフリッカージャブで相手を痛めつける人が取り憑(つ)いているじゃないの！

			　ふと隣の柏木君の顔を見ると、満足そうな顔で頷いていた。その時私は確信した。絶対に彼が何かしたんだ。

			　思わず胸ぐらを掴んで問い詰めたが何も聞けなかった。その上、私が落ち込んだ自分の心を何とか静めて周りを見回すと、誰もいなくなっていた。

			　ちょっと！　放置ってあんまりじゃないのよ!!

			　その日は自宅でやけ酒を呷り、翌日は二日酔いで一日ダウン。

			　それでも小柴君自身が強くなってイジメを克服できるなら、それが一番良いということは納得できた。

			　そして翌日。

			　いつものように学校へ出勤すると、目の前には信じがたい光景が待っていた。

			　私や教頭先生が保護者と一緒にあれだけ反省を促しても改めようとしなかった佐々木君達が、髪を切り、早朝から学校内の清掃をしている。

			　そして柏木君の姿を見るや、まるで軍隊のような直立不動で己の行動を謝罪した。私がまたしても柏木君の胸ぐらを掴みあげたのは、誰も責めたりしないだろうと思う。

			　

			　私は空になったジョッキを名残惜しく振りながら、キュウリの漬け物を口に放り込む。

			　結局、私自身は何もできないままイジメ問題は解決し、柏木君は実習を飄々と終えてしまった。それも松山先生や教頭先生の評価はかなり高い状態で。

			　最後の週も彼は相変わらずどこか余裕のある態度で、大人げなく睨み付ける私に対する態度も変わらぬままだった。

			　私の教師としての自信は最早どこにも残っていない。

			「まぁ、自分よりも年下の大学生が、僕らができなかったことをやってのけた。悔しいのはわかるけどな。でも巡り合わせとかタイミングなんかもあるから、あまり気にしないことだよ」

			「それだけじゃないんですよ！」

			　ダンッ！

			　再びジョッキを叩き付けた音に、松山先生が驚いた顔をした。

			「聞いたんです。柏木君と工藤さん、付き合ってるんだそうです」

			「そ、そう。でも、それが？」

			「許せません！　私なんか仕事仕事で恋人なんかもう何年も、何年も！　いないんですよ！　それなのにちょ～っと実習に来て、イジメも解決して、成績も良くて、さらに恋人もいるなんて、そんなリア充許せるわけないじゃないですか!!」

			「ちょ、話がずれてるよ？　そ、それに三宅先生はまだ若いし、お綺麗じゃないですか。これからいくらでもチャンスが」

			「じゃあ松山先生もらってくださいよ！」

			「は、はい？」

			「三宅裕(ゆう)子(こ)、今日は松山先生をお持ち帰りしま～す!!」

			「ちょっと待て～!!」

			　待ちません！

			　

			　

			　生徒の場合

			「いってきま～す」

			　そうお母さんに言って玄関を出る。

			　いつになく体調が良い。まるで身体に羽が生えたみたいだ。

			　ここ最近感じていた身体のだるさも吐き気も、嘘みたいに消えている。むしろ食欲が以前にも増していて、折角体調不良のおかげで落ちていた体重が、あっという間に元に戻りそうで恐い。

			「あれ？」

			「やほ、みっちゃん」

			　家を出て最初の曲がり角のところで〝あーちゃん〟こと柏木亜由美ちゃんが待っていた。

			　方角が違うからこんなところにいるはずないのに、どうしたんだろう。って、そうだ、先週私が学校で倒れた後ずっと家に泊まり込んで看病してくれてたから、体調が良くなってもやっぱり心配してくれたんだろう。

			「あーちゃん、ありがとうね」

			「お礼を言われる筋合いはない」

			　照れくさそうにぶっきらぼうに返すあーちゃんに笑う。

			「お母さんにもお礼言っておいてね。それとメルスリアさんと裕兄さんにも」

			　柏木家の人達には感謝しきれないほどお世話になった。

			　ことの起こりは数ヶ月前から、凄く身体がだるくなり朝起きるのが辛くなったことだった。寝起きが悪いのは昔からなので、最初はちょっと体調が悪いくらいにしか思っていなかった。

			　少しすれば戻るかと思っていたけど、一向に体調は回復せず、今度は吐き気で食欲がなくなってきてしまった。

			　病院には行った。けど、風邪でしょうと言われて薬をもらい、それでおしまい。薬は飲み続けたけどなかなか良くならなかった。

			　とはいっても動けないほどじゃなかったし、食欲が落ちたことで痩せたのは嬉しかった。私はちょっとぽっちゃりな体型で、そのせいで小学校の頃男子からよくからかわれていた。

			　そんなときに庇(かば)ってくれたのがあーちゃんで、すぐに友達になれたのは凄く嬉しかった。

			　あーちゃんはマンガとかゲームとかライトノベルが好きで、私にも貸してくれたり、一緒に読んで遊んだりした。

			　そのうち私は自分でも描いてみたくなり、少しずつマンガを描くようになった。あーちゃんが応援してくれて、色々と感想を聞かせてくれたことでほんの少し上手くなれたような気がする。

			　中学校に入ると、美術部でマンガを描けると聞いたから思い切って入部してみた。あーちゃんみたいに水泳できないからね。

			　今では、定期的に発行している部報でメインとなるマンガを任されている。

			　裕兄さんと最初に会ったのは小学生の時。あーちゃんの家で遊んでいると、当時高校生だった裕兄さんがやってきて、お話をしたり一緒に遊んだりしてくれた。

			　当時から裕兄さんはカッコ良くて、実は私の初恋の相手だったりする。

			　幼馴染みに茜さんって人がいるのを知って、早々に諦めたけど。

			　あ、話が逸れちゃった。

			　体調の悪さは最近になってどんどん酷くなってきた。夜もあまり眠れなくなったし、関節があちこち痛くなったりもしていた。

			　最初は痩せて喜んでいた私だったけど、鏡を見るといつの間にか痩せ過ぎなくらいになっていて、自分でも恐くなるくらい目が落ちくぼんできたし頬も痩(こ)けてきた。

			　本格的に不安になってきたのはその時だった。

			　両親は仕事が忙しくてあまり会えていない。もちろんほったらかしで何もしてくれないってわけじゃなくて、忙しいながらも大切にしてくれていたとは思う。だから私は両親に心配を掛けたくなくて、それに何か悪い病気だと言われそうで、なかなか病院に行くことができなかった。

			　そんなとき、裕兄さんが教育実習で私達の学校に来ることを、あーちゃんからのメールで知った。身体のことを知られるのが怖くて、あまりあーちゃんとも顔を合わせないようにしていたけど、実習に裕兄さんが来るならバレてしまうかもしれない。

			　私は前髪で目元をできるだけ隠し、裕兄さんにも近づかないように気を付けていた。

			　ところがとうとう部活中に倒れてしまう。それもよりによって裕兄さんが部活見学に来たその日に。

			　裕兄さんはすぐに私を抱き上げてくれた。それもお姫様抱っこで。

			　すごく恥ずかしくて、でも、ちょっと幸せな気分。体調はもの凄く悪かったのにね。

			　その日はあーちゃんのお母さんが迎えに来てくれて、あーちゃんと一緒にうちに泊まっていってくれた。

			　倒れた直後で不安だったからとても嬉しかった。

			　あーちゃんのお母さんは現役の看護師さん。体調のことや食欲、その他の不調も全部聞かれて、私も嘘はつけなかったから全部話した。

			　血圧とか脈拍も測ってくれたし、聴診器で簡単な診察もしてくれた。

			　結局その日は『医者じゃないから病気の診断はできないの』と言われ、翌日一緒にあーちゃんのお母さんが勤める病院へ行くことになった。それでも、多分大丈夫よと言われたことで安心したのか、久しぶりにゆっくりと眠ることができた。

			　朝起きると、身体が軽い。体調もかなり良くなっていた。

			　本当は学校に行きたかったけど、まず病院で検査を受けなきゃならなかったし、大事をとって今週一杯は休むようにあーちゃんのお母さんに言われてしまったので、我が儘は言えなかった。

			　だって、完全に善意で色々してくれているのに、そんな勝手なこと言えないよ。

			　あーちゃんも学校に行くときに心配して『絶対に大人しく寝ていること』ってしつこいくらい念押ししてたし。

			　病院に行くと、メルスリアさんという人を紹介された。

			　信じられないくらい綺麗な人。銀色の長い髪をなびかせて、もの凄く上品で、まるで物語に出てくるお姫様みたいだった。

			　メルスリアさんは事情があってあーちゃんの家に滞在しているらしくて、学校や仕事のあるあーちゃん達に代わって、昼間私の世話をしてくれるなんて言っていた。

			　私は遠慮した。そんな手間を掛けさせるのは申し訳なかったし、こんな綺麗な人に世話をしてもらうなんて畏(おそ)れ多すぎてひきつけを起こしてしまいそうだったから。結局あーちゃんのお母さんの説得で受けることになってしまったのだけど。

			　あーちゃんのお母さんが私のお母さんに連絡して検査の結果を話した。そしてあーちゃんとあーちゃんのお母さん、それからメルスリアさんが、私のお母さんが帰ってくる週末まで私の家に泊まって行くことになった。ちなみに検査の結果は『軽度の貧血と食欲不振による目眩(めまい)』ということだったから、それほど心配いらないみたい。

			　それだけに嬉しいやら申し訳ないやら複雑だったけど、親同士で話し合った結果なので私には何も言えなかった。

			　裕兄さんも実習の帰りには顔を出してくれた。それほど長い時間じゃなかったけど、体調を色々と気遣ってくれる。抱っこしてくれたときは恥ずかしくてほとんど顔を見ることができなかったけど、改めて見るとやっぱりカッコ良かった。

			　それに久しぶりだったせいか、何か印象が変わったような気もする。何でだろう？

			　ただ、結局一度も裕兄さんの授業を受けることができなかったのだけが残念でならない。

			　それはともかく、不思議なことに、休んでいるうちに見る見る体調は回復していった。

			　だるさも吐き気もまったく感じなくなったし、関節の痛みも消えた。

			　こころなしか痩せすぎていた顔もちょっと戻ったみたいで、鏡を見てもあまり不健康そうには感じなくなった。やっぱり疲れのせいだったのかもしれない。それと、寂しさ、とか？　やだ、小学生みたい。恥ずかしい。

			　週末になりお母さんが帰ってきた。

			　あーちゃんのお母さんがこれまでの事情と私の体調を改めて説明すると、お母さんも丁寧にお礼を言っていた。

			　そしてあーちゃん達は帰って行った。

			　やっぱりちょっと寂しいと感じる。けど数日はお母さんが休みが取れたらしく、それは嬉しい。

			　

			　そうして週も明け、久しぶりの登校であーちゃんが待っていてくれた。

			　何かここに来て良いことばかりが続いている。

			　怖いくらい。

			　体調だってちょっと記憶にないくらい絶好調だ。

			「今週からみっちゃんは学校に復帰するわけだけど」

			「え？　う、うん」

			　おもむろに真剣な顔であーちゃんが話し出した。

			「覚悟しておいたほうが良いかも」

			　どういう意味だろう。

			　疑問符が脳内に飛び交いつつも、歩けばいずれは学校に着くもので。

			　上履きに履き替えた私達は階段を上り、別れる。

			　ガラッ。

			「おはよ～」

			　何となしに気まずくて声が小さくなってしまった。

			　先に教室に来ていた女の子達が一斉に私を見る。

			　え？　え？　何？

			「あ～！　みっちーやっと来たぁ！」

			「聞いたよ、聞いたよ？　笠原さん、柏木先生と知り合いなんでしょ？」

			「柏木先生にお姫様抱っこされたって？」

			「ねぇ、ねぇ、どんな感じだった？」

			　私の戸惑いにはお構いなしにクラスの女子達が取り囲み、次々と質問を浴びせてくる。

			　あ、あーちゃんの言ってたことって、これのこと？

			　さすがは裕兄さん、人気が凄い、ってこれ怖いよ。

			　誰か助けて！

		

	
		
			閑話　メイド長（代理）の野望

			　

			　屋敷の窓、その桟(さん)を指でなぞる。

			　指先に埃(ほこり)が付くことはない。

			　私がこんなことをしているのは、別に嫁いびりでも何でもありません。

			　完璧な状態でこの屋敷の主をお迎えするためです。

			　この屋敷の主は、先の大戦で邪神を打ち破った、王国が誇る英雄であり、異世界から来られた勇者の中の勇者、ユーヤ・カシャーギー侯爵その人です。

			　さらには、卑怯にも大戦後の復興で軍備の再編が後回しになっていた隙を突いて一方的に侵略してきた帝国を、瞬く間に打ち破り帝国の全面降伏を勝ち取りました。

			　その武力は古今無双、その武(ぶ)威(い)は最強のドラゴンである黒龍をすら従え、広範囲攻撃以外の様々な魔法を習得し、同時に優れた治癒魔法の使い手。その気質は穏やかで仁義に篤(あつ)く誠実、種族を問わず常に公平。弱い者、正しき者には手を差し伸べ、それでいて野心を持たず謙虚であらせられます。

			　そのユーヤ様が、一度は異世界に帰られるも王国の危機を知り、再びこの世界に降り立ちました。その時に女神ヴァリエニス様より、この世界と異世界を繋ぐ『転移の宝玉』なるものを賜ったとか。

			　ユーヤ様の世界とこちらの世界を自由に行き来できるとなると、当然王国にもユーヤ様がお住まいになる拠点が必要でございます。

			　そこで国王陛下が用意されたのがこの邸宅でございます。

			　元々は悪趣味な装飾がなされていたこの屋敷は、王宮侍女のバークリー様の指示ですべて改装し、品のあるものに生まれ変わっております。

			　敷地面積も部屋数もユーヤ様ほどの方が住まわれるには少々不足ではありますが、もとよりユーヤ様は華美を嫌う方ですのでこの程度がよろしいのかもしれません。

			　器が整えば、次は人を揃えねばなりません。

			　ユーヤ様の邸宅で働くとなれば集めること自体は苦労しません。むしろいくらでも集まると言って良いでしょう。

			　しかしながら、ユーヤ様のお力はあまりに強大で、最早ユーヤ様が何か発言されるだけで世界に大きな影響を与えかねません。

			　となると、他国はもちろん、国内であっても貴族や特定の組織の紐付きを入れるわけにはいかないのです。当然それだけではなく、使用人として必要な技能を持っているのが前提となるわけです。

			　そして更に重要なことがひとつ。

			　ユーヤ様が転移の宝玉を賜った際、ある重要な使命を帯びました。

			　二度と邪神が復活することのないよう、この世界の穢(けが)れを祓(はら)う力を持つ血筋を最低でも１００人遺すこと。

			　すなわちユーヤ様の御子をできるだけ多くこの世界にもたらす必要があるのです。

			　すでにユーヤ様はメルスリア殿下、レイリア様、ティア様の御三方を娶(めと)られておられますが、到底足りません。

			　となれば、お屋敷で働く者がその候補となるのは必然。使用人は若く美しい娘でなければならないのです。

			　バークリー様からユーヤ様が好む女性に関する情報はいただいておりますので、候補者の中から該当者を選び、使用人として教育を施します。

			　僭(せん)越(えつ)ながら私もそれなりの容姿を持っていると自負しております。ですから、

			「隊長～！　備品の納入にアラン商会が来ましたっすよ～！」

			「隊長って呼ぶなって言ってるでしょうが！　もう騎士団じゃないんだっての！　ったく、２階に運ばせな。西から順にだよ！」

			「了～解～！」

			　……コホン。

			「うぁぁぁぁ!!　ユーヤ様ぁ、早く、早く来てくださいよぉ～！」

			　失礼、つい心の叫びが。

			　はぁ。

			　慣れない言葉遣いは誰も聞いていないところでやると虚(むな)しいわね。

			　ああ、自己紹介がまだだったわね。私は元北部辺境騎士団第６旅団７番隊の隊長だったキッシュ・ランダ。

			　今回ユーヤ様のお屋敷の使用人を募集するという噂を聞きつけて騎士団を退団し、王都へ押しかけ、幸運にもバークリー様の目に留まりメイド長代理として雇用された。

			　本来のメイド長にはバークリー様自らが就任されるそうだ。

			　さっき私を隊長と呼んでいたのは同じ部隊で部下だった女ね。他にも15人がこの屋敷のメイドとして採用されたわ。

			　それなりに容姿には自信があった私達だけど、使用人の応募にはもっと容姿に恵まれた娘が大勢いた。にもかかわらず私達が選ばれたのは、私達がユーヤ様に恩義を感じていて裏切る可能性が少ないこと、それにユーヤ様の弱みを握ろうとしたり、ユーヤ様の妻やお子様を狙う輩から守るためには、ある程度の武力を持つメイドが必要なことだった。

			　その点、私達なら女性ばかりで構成された部隊とはいえ、対魔獣や対魔族、はては盗賊や他国の軍との実戦を幾度も経験している。

			　そんな私達がユーヤ様と出会ったのは、魔族領との戦争が一層激しくなった頃だった。

			　女だけの部隊ということでとかく軽視されがちだったし、私達の身体を狙っている連中は敵よりもむしろ味方のほうが多かった。それでも情報収集と実力で様々な企(たくら)みを排除していた私達も、とうとう罠にはまり絶体絶命の瞬間、ユーヤ様が率いる勇者パーティの手によって助け出された。

			　そして私達を罠に嵌(は)めた味方の高位貴族はユーヤ様に断罪され、私達の憂いを除いてくれたの。その時のユーヤ様の凛々しさといったらなかったわよ。

			　その後もしばらくは共に行動することができたのだけれど、とうとうユーヤ様達が少数で魔王との決戦に挑むことになり別れたわ。

			　そして邪神との戦いも終わり、ユーヤ様は異世界へ帰ってしまったとばかり思っていたら、帝国との戦争に参戦したという話を聞き、さらにこの世界で暮らすという。

			　もう飛びつかないわけがないでしょ？

			　誤算だったのは、抜け駆けして１人で王都まで来たのに、部隊の連中まで軒並み騎士団を辞めて応募したこと。

			　選考会場で会ってビックリしたわ。

			　そうして見事採用された私は、バークリー様の提案で部隊の連中をとりまとめメイドや衛兵として雇用することにしたわけ。

			　もともとはあわよくばという淡い期待で応募した私だけど、バークリー様からユーヤ様の子供をこちらの世界に沢山遺す必要があることを聞き、期待に胸を膨らませている。

			　ユーヤ様よりは年上だけど、私だってまだ23歳だ。何とかギリギリいけるはず。そしてユーヤ様が以前私の胸の谷間を熱い視線で視(し)姦(かん)したのは事実。

			　さすがに殿下やレイリア様、ティア様、それに異世界にいるというユーヤ様の第１婦人と張り合うほど厚かましくはないつもりだが、使用人では一番に手を付けて欲しいと思っている。というか、次にユーヤ様と対面したら自分を抑えられる自信がない。

			　まだユーヤ様がこの屋敷に移動される日は決まっていないが、自分を磨きに磨いて待つ日々が続いている。

			　こんな年増の初物をユーヤ様が気に入ってくださるのか不安は尽きないが、それでもいつかユーヤ様の第５、いえ６番目だろうが10番目だろうがいい。とにかく妻の座を射止められるよう残りの人生のすべてを掛ける。もちろん若さを保つために魔力も高めるつもりだ。

			　それが私の野望。

			　それが私の生きる意味だ。

			　

			　どうか早くおいでください。ユーヤ様。

		

	
		
			月夜乃古狸（つきよのふるだぬき）

			はじめまして、狡賢さは欠片も無い古狸と申します。若い頃はバイクにボクシングにと好き勝手に生きてきて、気がついたらりっぱなオッサンに。そんな親父の作品をお楽しみください。騙されたと思ってもお金は返しません。（二〇一八年十一月現在）

			　

			イラストレーション

			吉沢メガネ（よしざわ めがね）

			吉沢メガネです。１月１日にキツネ村に行ってきました、雪の中でキツネたちと戯れるのは最高でした。動物のきつねがすきです、狐耳っ娘もすきです。それはそうと知り合いに橋の下で生まれた人がいます。彼は今日も元気に笑っているので僕も頑張っていこうと思います。吉沢メガネです。（二〇一八年十一月現在）

		

	
		
			帰(き)還(かん)した勇(ゆう)者(しや)の後(ご)日(じつ)譚(たん)③

			発行日：２０１８年11月３日

			著　者：月(つき)夜(よ)乃(の)古(ふる)狸(だぬき)

			発行人：稲垣潔

			発行所：株式会社双葉社

			〒１６２‐８５４０

			東京都新宿区東五軒町３番28号

			http://www.futabasha.co.jp/　（双葉社の書籍・コミック・ムックが買えます）

			(C)Furudanuki Tsukiyono 2018

			　

			本電子書籍は株式会社双葉社刊『帰還した勇者の後日譚③』（２０１８年11月３日　第１刷発行）に基づいて制作されました。

			　

			本書の無断複製・転載は著作権法上での例外を除き禁じられています。
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